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令和８年度 「  国語科  」 年間指導計画 
配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 １学年 生徒１０名 くらしに役立つ国語 ／ 東洋館出版社 

 

年間 

目標 

(知及技) 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親

しむことができるようにする。 

(思判表力)筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における

人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えをまとめることができるようにす

る。 

(学・人)言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考

えを伝え合おうとする態度を養う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

年

間

を

通

し

て 

 

（知及技） 

漢字と仮名を用いた

表記や送り仮名の付

け方を理解すること

ができる。【高１段階

ア(ｳ)】 

（思判表力） 

学習した漢字を読ん

だり書いたりするな

ど、表現の幅を広げ、

活用することができ

る。【高１段階 B エ】 

（学・人） 

言葉がもつよさを認

識するとともに、幅広

く読書をし、国語を大

切にして、思いや考え

を伝え合おうとする

態度を養う。【高１段

階】 

（知・技） 

漢字と仮名を用いた表

記や送り仮名の付け方

を理解しようとしてい

る。 

（思・判・表） 

学習した漢字を読んだ

り書いたりするなど、

表現の幅を広げ、活用

しようとしている。 

（主学） 

言葉がもつよさを認識

するとともに、幅広く

読書をし、国語を大切

にして，思いや考えを

伝え合おうとしてい

る。 

・漢字の読み

書き 

漢字の読み書き 

小学校中学年から中学校ま

での漢字の読み書きに取り

組む。 

（知及技） 

考えとそれを支える

理由や事例、全体と中

心など、情報と情報と

の関係について理解

することができる。

【高１段階イ(ｱ)】 

（思判表力） 

社会の中で関わる人

の話などを、話し手が

伝えたいことの中心

に注意して聞き、話の

内容を捉えることが

（知・技） 

考えとそれを支える理

由や事例、全体と中心

など、情報と情報との

関係について理解しよ

うとしている。 

（思・判・表） 

社会の中で関わる人の

話などを、話し手が伝

えたいことの中心に注

意して聞き、話の内容

を捉えようとしてい

る。 

・情報の聞き

取り 

情報の聞き取り 

聞き取り問題を活用し、必

要な情報を聞き取る学習に

取り組む。 
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できる。【高１段階 A

ア】 

（学・人） 

言葉がもつよさを認

識するとともに、幅広

く読書をし、国語を大

切にして，思いや考え

を伝え合おうとする

態度を養う。【高１段

階】 

（主学） 

言葉がもつよさを認識

するとともに、幅広く

読書をし、国語を大切

にして，思いや考えを

伝え合おうとしてい

る。 

１

学

期 

25 

(知及技） 

社会生活に係る人と

のやり取りを通して、

言葉には、考えたこと

や思ったことを表す

働きがあることに気

付くことができる。

【高１段階ア(ｱ)】 

(思判表力) 

社会の中で関わる人

の話などを、話し手が

伝えたいことの中心

に注意して聞き、話の

内容を捉えることが

できる。【高１段階 A

ア】 

(学･人) 

相手に伝わるように

話したり、相手の話を

しっかり聞いたりし

ようとする態度を養

う。【高１段階】 

 

(知及技) 

文章の構成や内容の

大体を意識しながら

音読することができ

る。【高１段階ア(ｷ)】 

(思判表力) 

文章を読んで理解し

たことに基づいて、感

想や考えをもつこと

ができる。【高１段階C

オ】 

(学・人) 

詩を読み味わい、感想

を書いたり音読した

りしようとする態度

を養う。【高１段階】 

 

(知及技) 

(知・技） 

社会生活に係る人との

やり取りを通して、言

葉には、考えたことや

思ったことを表す働き

があることに気付いて

いる。 

(思･判･表) 

社会の中で関わる人の

話などを、話し手が伝

えたいことの中心に注

意して聞き、話の内容

を捉えている。 

(主学) 

他者に伝わるように話

したり、相手の話をし

っかり聞いたりしよう

としている。 

 

 

 

 

 

(知・技) 

文章の構成や内容の大

体を意識しながら音読

している。 

(思・判・表) 

文章を読んで理解した

ことに基づいて、感想

や考えをもっている。 

(主学) 

詩を読み味わい、感想

を書いたり音読したり

しようとしている。 

 

 

 

 

 

(知・技) 

・自己紹介を

しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・詩「一個の人

間」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現力を高

自己紹介をする 

① 自己紹介の素材集め 

②自己紹介の発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詩の読み取り・音読 

①詩の内容を読み取る 

②読み取った内容を基に工

夫して音読する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常体と敬体、丁寧な言葉遣

2



敬体と常体があるこ

とを理解し，その違い

に注意しながら書く

ことができる。【高１

段階ア(ｶ)】 

(思判表力) 

間違いを正したり、相

手や目的を意識した

表現になっているか

を確かめたりして、文

や文章を整えること

ができる。【高１段階B

エ】 

(学・人) 

常体と敬体を使い分

けたり、丁寧な言葉遣

いを意識しようとす

る態度を養う。【高１

段階】 

 

(知及技) 

漢字と仮名を用いた

表記や送り仮名の付

け方を理解して文や

文章の中で使うとと

もに、句読点の使い方

を意識して打つこと

ができる。【高１段階

ア(ｳ)】 

(思判表力) 

書く内容の中心を決

め、内容のまとまりで

段落をつくったり、段

落相互の関係に注意

したりして、文章の構

成を考えることがで

きる。【高１段階 B イ】 

(学・人) 

手紙の書き方を踏ま

え、丁寧に暑中見舞い

作成に取り組もうと

する態度を養う。【高

１段階】 

 

敬体と常体があること

を理解し，その違いに

注意しながら書こうと

している。 

(思・判・表) 

間違いを正したり、相

手や目的を意識した表

現になっているかを確

かめたりして、文や文

章を整えようとしてい

る。 

(主学) 

常体と敬体を使い分け

たり、丁寧な言葉遣い

を意識しようとしてい

る。 

 

 

 

 

(知・技) 

漢字と仮名を用いた表

記や送り仮名の付け方

を理解して文や文章の

中で使うとともに、句

読点の使い方を意識し

て打っている。 

(思・判・表) 

書く内容の中心を決

め、内容のまとまりで

段落をつくったり、段

落相互の関係に注意し

たりして、文章の構成

を考えている。 

(主学) 

手紙の書き方を踏ま

え、丁寧に手中見舞い

作成に取り組もうとし

ている。 

めよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手紙を書こ

う① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いの学習 

① 常体と敬体について 

②敬体に直す学習 

② 丁寧な言葉遣いについ

て 

丁寧な言葉による会話のロ

ールプレイング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑中見舞いを書く 
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２

学

期 

30 

(知及技) 

幅広く読書に親しみ、

読書が、必要な知識や

情報を得ることに役

立つことに気付くこ

とができる。【高１段

階ウ(ｳ)】 

(思判表力) 

登場人物の行動や心

情などについて、叙述

を基に捉えることが

できる。【高１段階 C

ア】 

(学・人) 

読書に親しみ、図書の

もつ良さを感じよう

とする態度を養う。

【高１段階】 

 

(知及技) 

生活に身近なことば

（しまくとぅば）を知

り、使うことができ

る。【高１段階ウ(ｱ)】 

(思判表力) 

しまくとぅばの知識

をもとに、どのように

言葉が変化するか考

えることができる。

【高１段階】 

(学・人) 

言葉を口に出すこと

で響きを感じるなど、

しまくとぅばに親し

もうとする態度を養

う。【高１段階】 

 

(知及技) 

相手を見て話したり

聞いたりするととも

に、間の取り方などに

注意して話すことが

できる。【高１段階ア

(ｲ)】 

(思判表力) 

目的に応じて，話題を

決め、集めた材料を比

較するなど伝え合う

ために必要な事柄を

選ぶことができる。

【高１段階】 

(知・技) 

幅広く読書に親しみ、

読書が、必要な知識や

情報を得ることに役立

つことに気付いてい

る。 

(思・判・表) 

登場人物の行動や心情

などについて、叙述を

基に捉えている。 

(主学) 

読書に親しみ、図書の

もつ良さを感じようと

している。 

 

 

 

 

 

(知・技) 

生活に身近なことば

（しまくとぅば）を知

り、使おうとしている。 

(思・判・表) 

しまくとぅばの知識を

もとに、どのように言

葉が変化するか考えて

いる。 

(主学) 

言葉を口に出すことで

響きを感じるなど、し

まくとぅばに親しもう

としている。 

 

 

 

 

(知・技) 

相手を見て話したり聞

いたりするとともに、

間の取り方などに注意

して話そうとしてい

る。 

(思・判・表) 

目的に応じて，話題を

決め、集めた材料を比

較するなど伝え合うた

めに必要な事柄を選ぼ

うとしている。 

(主学) 

インタビューする相手

・本に親しも

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・しまくとぅ

ばの学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インタビュ

ーをしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物語を読んでブックレビュ

ーを紹介する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『しまくとぅば読本』を活

用する。 

しまくとぅばの基礎知識や

ことばについての学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマを決めてインタビュ

ーする 

①テーマを決め、インタビ

ュー内容を考える 

②メモの取り方について 

③インタビュー（実践） 

④インタビューの内容をま

とめる 

⑤報告 
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(学・人) 

インタビューする相

手や内容について考

え、インタビューしよ

うとする態度を養

う。【高１段階】 

 

(知及技) 

表現したり理解した

りするために必要な

語句の量を増し、話や

文章の中で使うとと

もに、言葉には、性質

や役割による語句の

まとまりがあること

を理解することがで

きる。【高１段階ア

(ｴ)】 

(思判表力) 

登場人物の心情や情

景について、場面と結

び付けて具体的に想

像することができ

る。【高１段階 C ウ】 

(学・人) 

詠まれた心情や情景

を想像したり、感じた

ことを表現したりし

ようとする態度を養

う。【高１段階】 

 

(知及技) 

接続する語句の役割、

段落の役割について

理解することができ

る。【高１段階ア(ｵ)】 

(思判表力) 

書く内容の中心を決

め、内容のまとまりで

段落をつくったり、段

落相互の関係に注意

したりして、文章の構

成を考えることがで

きる。【高１段階 B イ】 

(学・人) 

手紙の書き方を踏ま

え、丁寧に年賀状作成

に取り組もうとする

態度を養う。【高１段

階】 

や内容について考え、

インタビューしようと

している。 

 

 

 

 

(知・技) 

表現したり理解したり

するために必要な語句

の量を増し、話や文章

の中で使うとともに、

言葉には、性質や役割

による語句のまとまり

があることを理解しよ

うとしている。 

(思・判・表) 

登場人物の心情や情景

について、場面と結び

付けて具体的に想像し

ている。 

(主学) 

詠まれた心情や情景を

想像したり、感じたこ

とを表現したりしよう

としている。 

 

 

 

 

 

(知・技) 

接続する語句の役割、

段落の役割について理

解しようとしている。 

(思・判・表) 

書く内容の中心を決

め、内容のまとまりで

段落をつくったり、段

落相互の関係に注意し

たりして、文章の構成

を考えている。 

(主学) 

手紙の書き方を踏ま

え、丁寧に年賀状作成

に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・俳句を作ろ

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手紙を書こ

う② 

 

 

 

 

 

 

 

俳句の鑑賞・創作 

①俳句とは 

②俳句の鑑賞 

③ 俳句の創作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年賀状を書く 
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３

学

期 

15 

 

(知及技) 

文字の組み立て方を

理解し、形を整えて書

くことができる。【高

１段階ウ(ｲ)㋐】 

(思判表力) 

毛筆の特性を意識し、

バランスを考えなが

ら書くことができ

る。【高１段階 B ウ】 

(学・人) 

毛筆の特性に慣れる

よう繰り返し書こう

とする態度を養う。

【高１段階】 

 

(知及技) 

生活に身近なことわ

ざや慣用句などを知

り、使うことができ

る。【高１段階ウ(ｱ)】 

(思判表力) 

文章を読んで理解し

たことに基づいて、感

想や考えを持つこと

ができる。【高１段階C

オ】 

(学・人) 

かるた遊びに積極的

に参加しようとする

態度を養う。【高１段

階】 

 

(知及技) 

考えとそれを支える

理由や事例、全体と中

心など、情報と情報と

の関係について理解

することができる。

【高１段階イ(ｱ)】 

(思判表力) 

段落相互の関係に着

目しながら、考えとそ

れを支える理由や事

例との関係などにつ

いて、叙述を基に捉え

ることができる。【高

１段階 C イ】 

(学・人) 

さまざまな文章を読

み、必要な情報を読み

(知・技) 

文字の組み立て方を理

解し、形を整えて書こ

うとしている。 

(思・判・表) 

毛筆の特性を意識し、

バランスを考えながら

書いている。 

(主学) 

毛筆の特性に慣れるよ

う繰り返し書こうとし

ている。 

 

 

 

 

(知・技) 

生活に身近なことわざ

や慣用句などを知り、

使おうとしている。 

(思・判・表) 

登場人物の心情や情景

について、場面と結び

付けて具体的に想像し

ている。 

(主学) 

かるた遊びに積極的に

参加しようとしてい

る。 

 

 

 

 

(知・技) 

考えとそれを支える理

由や事例、全体と中心

など、情報と情報との

関係について理解しよ

うとしている。 

(思・判・表) 

段落相互の関係に着目

しながら、考えとそれ

を支える理由や事例と

の関係などについて、

叙述を基に捉えてい

る。 

(主学) 

さまざまな文章を読

み、必要な情報を読み

取ろうとしている。 

 

・書き初め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ことわざと

慣用句 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文章の読み

取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毛筆による運筆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことわざや慣用句について

知る。かるた遊びに取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な文章を読み、必要な

情報を読み取る。 
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取ろうとする態度を

養う。【高１段階】 

 

(知及技) 

相手を見て話したり

聞いたりするととも

に、間の取り方などに

注意して話すことが

できる。【高１段階ア

(ｲ)】 

(思判表力) 

相手に伝わるように、

言葉の抑揚や強弱、間

の取り方などを工夫

することができる。

【高１段階 A エ】 

(学・人) 

会話で気をつけるこ

とや場に合った態度

について考え、実践し

ようとする態度を養

う。【高１段階】 

 

 

 

(知・技) 

相手を見て話したり聞

いたりするとともに、

間の取り方などに注意

して話している。 

(思・判・表) 

相手に伝わるように、

言葉の抑揚や強弱、間

の取り方などを工夫し

ている。 

(主学) 

会話で気をつけること

や場に合った態度につ

いて考え、実践しよう

としている。 

 

 

 

・あいさつや

会話をする力

を高めよう 

 

 

 

会話で気をつけることや場

に合った態度の練習 
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令和８年度 「  国語科  」 年間指導計画 
配当 
時数 

対象生徒 教科書 

７０ ２学年 生徒１０名 くらしに役立つ国語 ／ 東洋館出版社 

 

年間 

目標 

(知及技)社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に親し

んだり理解したりすることができるようにする。 

(思判表力) 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活におけ

る人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げることができるようにす

る。 

(学・人) 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語を大切にして、思いや考

えを伝え合おうとする態度を養う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

通

年 

 

（知及技） 

文や文章の中で漢字

と仮名を使い分けて

書くことができる。

【高２段階ア(ｳ)】 

（思判表力） 

学習した漢字を読ん

だり書いたりするな

ど、表現の幅を広げ、

活用することができ

る。【高１段階 B エ】 

（学・人） 

言葉がもつよさを認

識するとともに、進ん

で読書をし、国語を大

切にして、思いや考え

を伝え合おうとする

態度を養う。【高２段

階】 

（知・技） 

文や文章の中で漢字と

仮名を使い分けて書こ

うとしている。 

（思・判・表） 

学習した漢字を読んだ

り書いたりするなど、

表現の幅を広げ、活用

しようとしている。 

（主学） 

言葉がもつよさを認識

するとともに、進んで

読書をし、国語を大切

にして、思いや考えを

伝え合おうとしてい

る。 

・漢字の読み

書き 

漢字の読み書き 

小学校高学年から中学校ま

での漢字の読み書きに取り

組む。 

 

（知及技） 

原因と結果など、情報

と情報との関係につ

いて理解することが

できる。【高２段階イ

(ｱ)】 

（思判表力） 

社会の中で関わる人

の話などを、話し手が

伝えたいことの中心

に注意して聞き、話の

内容を捉えることが

できる。【高１段階 A

ア】 

（知・技） 

原因と結果など、情報

と情報との関係につい

て理解しようとしてい

る。 

（思・判・表） 

社会の中で関わる人の

話などを、話し手が伝

えたいことの中心に注

意して聞き、話の内容

を捉えようとしてい

る。 

（主学） 

言葉がもつよさを認識

・情報の聞き

取り 

情報の聞き取り 

聞き取り問題を活用し、必

要な情報を聞き取る学習に

取り組む。 
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（学・人） 

言葉がもつよさを認

識するとともに、進ん

で読書をし、国語を大

切にして、思いや考え

を伝え合おうとする

態度を養う。【高２段

階】 

するとともに、進んで

読書をし、国語を大切

にして、思いや考えを

伝え合おうとしてい

る。 

１

学

期 

25 

(知及技） 

社会生活に係る人と

のやり取りを通して、

言葉には、相手とのつ

ながりをつくる働き

があることに気付く

ことができる。【高２

段階ア(ｱ)】 

(思判表力) 

社会の中で関わる人

の話などを、話し手が

伝えたいことの中心

に注意して聞き、話の

内容を捉えることが

できる。【高１段階 A

ア】 

(学･人) 

相手に伝わるように

話したり、相手の話の

中心を捉えて聞いた

りしようとする態度

を養う。【高２段階】 

 

(知及技） 

日常よく使われる敬

語を理解し使い慣れ

ることができる。【高

２段階ア(ｶ)】 

(思判表力) 

間違いを正したり、相

手や目的を意識した

表現になっているか

を確かめたりして、文

や文章を整えること

ができる。【高２段階B

エ】 

(学･人) 

敬語の種類について

知り、身近な敬語を理

解して使おうとする

態度を養う。【高２段

階】 

(知・技） 

社会生活に係る人との

やり取りを通して、言

葉には、相手とのつな

がりをつくる働きがあ

ることに気付いてい

る。 

(思･判･表) 

社会の中で関わる人の

話などを、話し手が伝

えたいことの中心に注

意して聞き、話の内容

を捉えている。 

(主学) 

相手に伝わるように話

したり、相手の話の中

心を捉えて聞いたりし

ようとしている。 

 

 

 

 

 

(知・技) 

日常よく使われる敬語

を理解し使い慣れよう

としている。 

(思･判･表) 

間違いを正したり、相

手や目的を意識した表

現になっているかを確

かめたりして、文や文

章を整えている。 

(主学) 

敬語の種類について知

り、身近な敬語を理解

して使おうとしてい

る。 

 

 

 

・「自己紹介を

しよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現力を高

めよう① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己紹介をしよう 

①自己紹介の素材集め 

②自己紹介の発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬語の種類や日常よく使わ

れる敬語の学習 

①敬語の種類について 

②身近な敬語ついて 

③会話の中で敬語を使うロ

ールプレイング 
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(知及技） 

日常よく使われる敬

語を理解し使い慣れ

ることができる。【高

２段階】(高 2 ｱ(ｶ)) 

(思判表力) 

話の中心が明確にな

るよう話の構成を考

えることができる。

【高２段階】(高 1A ｳ) 

(学･人) 

電話による連絡方法

やマナーを理解して、

電話の練習をしよう

とする態度を養う。

【高２段階】(高 2) 

 

(知及技） 

考えとそれを支える

理由や事例、全体と中

心など、情報と情報と

の関係について理解

することができる。

【高１段階イ(ｱ)】 

(思判表力) 

目的や進め方を確認

し、司会などの役割を

果たしながら話し合

い、互いの意見の共通

点や相違点に着目し

て、考えをまとめるこ

とができる。【高２段

階 A オ】 

(学･人) 

調べたことを根拠に

自分の考えを伝えよ

うとする態度を養

う。【高２段階】 

 

(知及技） 

話し言葉と書き言葉

に違いがあることに

気付くことができ

る。【高２段階ア(ｲ)】 

(思判表力) 

書く内容の中心を決

め、内容のまとまりで

段落をつくったり、段

落相互の関係に注意

したりして、文章の構

 

(知・技) 

日常よく使われる敬語

を理解し使い慣れよう

としている。 

(思･判･表) 

話の中心が明確になる

よう話の構成を考えて

いる。 

(主学) 

電話による連絡方法や

マナーを理解して、電

話の練習をしようとし

ている。 

 

 

 

(知・技） 

考えとそれを支える理

由や事例、全体と中心

など、情報と情報との

関係について理解しよ

うとしている。 

(思･判･表) 

目的や進め方を確認

し、司会などの役割を

果たしながら話し合

い、互いの意見の共通

点や相違点に着目し

て、考えをまとめてい

る。 

(主学) 

調べたことを根拠に自

分の考えを伝えようと

している。 

 

 

(知・技） 

話し言葉と書き言葉に

違いがあることに気付

いている。 

(思･判･表) 

書く内容の中心を決

め、内容のまとまりで

段落をつくったり、段

落相互の関係に注意し

 

・電話を利用

しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・話し合いを

しよう 

（調べて発表

しよう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手紙を書こ

う① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電話による連絡方法や電話

のマナーについての学習 

①電話による連絡方法やマ

ナーについて知る 

②ロールプレイングで電話

の実践練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディベート 

①テーマを決める 

②テーマについて調べ、意

見をまとめる 

③ディベート 

④ふり返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お礼状と暑中見舞い 

①実習先へのお礼状作成 

②暑中見舞いを書く 
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成を考えることがで

きる。【高１段階 B イ】 

(学･人) 

手紙の書き方を理解

し、送り相手に応じ

て、内容を工夫しよう

とする態度を養う。

【高２段階】 

たりして、文章の構成

を考えている。 

(主学) 

手紙の書き方を理解

し、送り相手に応じて、

内容を工夫しようとし

ている。 

２

学

期 

30 

(知及技） 

日常的に読書に親し

み、読書が、自分の考

えを広げることに役

立つことに気付くこ

とができる。【高２段

階ウ(ｴ)】 

(思判表力) 

書こうとしたことが

明確になっているか

など、文章に対する感

想や意見を伝え合い、

自分の文章のよいと

ころを見付けること

ができる。【高１段階B

オ】 

(学･人) 

日常的に読書に親し

み、図書のもつ良さを

感じようとする態度

を養う。【高２段階】 

 

(知及技) 

生活に身近なことば

（しまくとぅば）を知

り、使うことができ

る。【高１段階ウ(ｱ)】 

(思判表力) 

しまくとぅばの知識

をもとに、どのように

言葉が変化するか考

えることができる。

【高１段階】 

(学・人) 

言葉を口に出すこと

で響きを感じるなど、

しまくとぅばに親し

もうとする態度を養

う。【高１段階】 

 

(知及技） 

日常よく使われる敬

(知・技） 

日常的に読書に親し

み、読書が、自分の考え

を広げることに役立つ

ことに気付いている。 

(思･判･表) 

書こうとしたことが明

確になっているかな

ど、文章に対する感想

や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところ

を見付けている。 

(主学) 

日常的に読書に親し

み、図書のもつ良さを

感じようとしている。 

 

 

 

 

 

 

(知・技) 

生活に身近なことば

（しまくとぅば）を知

り、使おうとしている。 

(思・判・表) 

しまくとぅばの知識を

もとに、どのように言

葉が変化するか考えて

いる。 

(主学) 

言葉を口に出すことで

響きを感じるなど、し

まくとぅばに親しもう

としている。 

 

 

 

 

(知・技） 

日常よく使われる敬語

・本に親しも

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・しまくとぅ

ばの学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現力を高

めよう② 

物語を読んでブックレビュ

ーを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しまくとぅばの基礎知識や

ことばについての学習 

『しまくとぅば読本』を活

用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬語の種類や日常よく使わ

れる敬語の学習 
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語を理解し使い慣れ

ることができる。【高

２段階ア(ｶ)】 

(思判表力) 

間違いを正したり、相

手や目的を意識した

表現になっているか

を確かめたりして、文

や文章を整えること

ができる。【高１段階B

エ】 

(学･人) 

敬語の種類について

知り、身近な敬語を理

解して使おうとする

態度を養う。【高２段

階】 

 

(知及技） 

考えとそれを支える

理由や事例、全体と中

心など、情報と情報と

の関係について理解

することができる。

【高１段階イ(ｱ)】 

(思判表力) 

相手や目的を意識し

て、書くことを決め、

集めた材料を比較す

るなど、 伝えたいこ

とを明確にすること

ができる。【高１段階B

ア】 

(学･人) 

すすんで情報を調べ

たりまとめたりして、

構成を考えて書こう

とする態度を養う。

【高２段階】 

 

(知及技） 

文や文章の中で漢字

と仮名を使い分けて

書くことができる。

【高２段階ア(ｳ)】 

(思判表力) 

間違いを正したり、相

手や目的を意識した

表現になっているか

を確かめたりして、文

や文章を整えること

を理解し使い慣れよう

としている。 

(思･判･表) 

間違いを正したり、相

手や目的を意識した表

現になっているかを確

かめたりして、文や文

章を整えている。 

(主学) 

敬語の種類について知

り、身近な敬語を理解

して使おうとしている 

 

 

 

 

 

 

(知・技） 

考えとそれを支える理

由や事例、全体と中心

など、情報と情報との

関係について理解しよ

うとしている。 

(思･判･表) 

相手や目的を意識し

て、書くことを決め、集

めた材料を比較するな

ど、 伝えたいことを明

確にしている。 

(主学) 

すすんで情報を調べた

りまとめたりして、構

成を考えて書こうとし

ている。 

 

 

 

 

 

(知・技） 

文や文章の中で漢字と

仮名を使い分けて書い

ている。 

(思･判･表) 

間違いを正したり、相

手や目的を意識した表

現になっているかを確

かめたりして、文や文

章を整えている。 

(主学) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新聞を作ろ

う。 

（調べて発表

しよう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手紙を書こう

③ 

①敬語の種類について 

②身近な敬語ついて 

③会話の中で敬語を使うロ

ールプレイング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行の旅行地等を調

べ、新聞を作る 

①テーマを決め、調べる 

②新聞の構成を考える 

③新聞作成 

④発表 

⑤ふり返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年賀状を書く 

12



ができる。【高１段階B

エ】 

(学･人) 

手紙の書き方を理解

し、送り相手に応じ

て、内容を工夫しよう

とする態度を養う。

【高２段階】 

手紙の書き方を理解

し、送り相手に応じて、

内容を工夫しようとし

ている。 

３

学

期 

15 

(知及技） 

用紙全体との関係に

注意して、文字の大き

さや配列などを決め

て書くことができ

る。【高２段階ウ(ｳ)

㋐】 

(思判表力) 

毛筆の特性を理解し、

全体のバランスを考

えながら書くことが

できる。【高１段階】 

(学･人) 

毛筆の特性が理解で

きるよう繰り返し書

こうとする態度を養

う。【高２段階】 

 

(知及技） 

比較や分類の仕方、辞

書や事典の使い方な

どを理解し使うこと

ができる。【高１段階

イ(ｲ)】 

生活に身近なことわ

ざや慣用句などを知

り、使うことができ

る。【高１段階ウ(ｱ)】 

(思判表力) 

辞書の用途を知り、ど

の辞書や辞典を用い

て調べるか考え、適し

た辞書を用いて調べ

ることができる。【高

１段階】 

(学･人) 

辞書の用途を理解し、

様々な語句を自ら調

べようとする態度を

養う。【高２段階】 

 

(知及技） 

(知・技） 

用紙全体との関係に注

意して、文字の大きさ

や配列などを決めて書

くことができる。 

(思･判･表) 

毛筆の特性を理解し、

全体のバランスを考え

ながら書いている。 

(主学) 

毛筆の特性が理解でき

るよう繰り返し書こう

としている。 

 

 

 

 

 

(知・技） 

比較や分類の仕方、辞

書や事典の使い方など

を理解し使っている。 

生活に身近なことわざ

や慣用句などを知り、

使おうとしている。 

(思･判･表) 

辞書の用途を知り、ど

の辞書や辞典を用いて

調べるか考え、適した

辞書を用いて調べてい

る。 

(主学) 

辞書の用途を理解し、

様々な語句を自ら調べ

ようとしている。 

 

 

 

 

 

 

(知・技） 

・書き初め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・辞書を活用

しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現力を高

字形を意識して毛筆で書

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語辞典や漢字辞典を活用

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想と事実、結果と原因な
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表現したり理解した

りするために必要な

語句の量を増し、話や

文章の中で使うとと

もに、語彙を豊かにす

ることができる。【高

１段階ア(ｴ)】 

(思判表力) 

段落相互の関係に着

目しながら、考えとそ

れを支える理由や事

例との関係などにつ

いて、叙述を基に捉え

ることができる。【高

１段階 C イ】 

(学･人) 

言葉の関係性を理解

し、自分の表現に生か

そうとする態度を養

う。【高２段階】 

 

(知及技） 

表現したり理解した

りするために必要な

語句の量を増し、話や

文章の中で使うとと

もに、言葉には、性質

や役割による語句の

まとまりがあること

を理解することがで

きる。【高１段階ア

(ｴ)】 

(思判表力) 

社会の中で関わる人

の話などについて、話

し手の目的や自分が

聞きたいことの中心

を捉え、その内容を捉

えることができる。

【高１段階 A ア】 

(学･人) 

会話で気をつけるこ

とや場に合った態度

について考え、実践し

ようとする態度を養

う。【高２段階】 

表現したり理解したり

するために必要な語句

の量を増し、話や文章

の中で使うとともに、

語彙を豊かにしようと

している。 

(思･判･表) 

段落相互の関係に着目

しながら、考えとそれ

を支える理由や事例と

の関係などについて、

叙述を基に捉えてい

る。 

(主学) 

言葉の関係性を理解

し、自分の表現に生か

そうとしている。 

 

 

 

 

(知・技） 

表現したり理解したり

するために必要な語句

の量を増し、話や文章

の中で使うとともに、

言葉には、性質や役割

による語句のまとまり

があることを理解して

いる。 

(思･判･表) 

社会の中で関わる人の

話などについて、話し

手の目的や自分が聞き

たいことの中心を捉

え、その内容を捉えて

いる。 

(主学) 

会話で気をつけること

や場に合った態度につ

いて考え、実践しよう

としている。 

めよう③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・あいさつや

会話をする力

を高めよう 

どを区別する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会話で気をつけることや場

に合った態度の練習 
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令和８年度 「  国語科  」 年間指導計画 
配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 ３学年 生徒 10 名 くらしに役立つ国語 ／ 東洋館出版社 

 

年間 

目標 

(知及技) 社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に親

しむことができるようにする。 

(思判表力) 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活におけ

る人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えをまとめることができるようにす

る。 

(学・人)言葉が持つよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考

えを伝え合おうとする態度を養う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

通

年 

 

（知及技） 

文や文章の中で漢字

と仮名を使い分けて

書くことができる。

【高２段階ア(ｳ)】 

（思判表力） 

学習した漢字を読ん

だり書いたりするな

ど、表現の幅を広げ、

活用することができ

る。【高２段階 B エ】 

（学・人） 

言葉がもつよさを認

識するとともに、進ん

で読書をし、国語を大

切にして、思いや考え

を伝え合おうとする

態度を養う。【高２段

階】 

（知・技） 

文や文章の中で漢字と

仮名を使い分けて書こ

うとしている。 

（思・判・表） 

学習した漢字を読んだ

り書いたりするなど、

表現の幅を広げ、活用

しようとしている。 

（主学） 

言葉がもつよさを認識

するとともに、進んで

読書をし、国語を大切

にして、思いや考えを

伝え合おうとしてい

る。 

・漢字の読み

書き 

漢字の読み書き 

小学校中学年から小学校高

学年までの漢字の読み書き

に取り組む。 

 

（知及技） 

情報と情報との関係

付けの仕方を理解し

使うことができる。

【高２段階イ(ｱ)】 

（思判表力） 

社会の中で関わる人

の話などについて、話

し手の目的や自分が

聞きたいことの中心

を捉え、その内容を捉

えることができる。

【高２段階 A ア】 

（学・人） 

（知・技） 

情報と情報との関係付

けの仕方を理解し使お

うとしている。 

（思・判・表） 

社会の中で関わる人の

話などについて、話し

手の目的や自分が聞き

たいことの中心を捉

え、その内容を捉えよ

うとしている。 

（主学） 

言葉がもつよさを認識

するとともに、進んで

・情報の聞き

取り 

情報の聞き取り 

聞き取り問題を活用し、必

要な情報を聞き取る学習に

取り組む。 
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言葉がもつよさを認

識するとともに、進ん

で読書をし、国語を大

切にして、思いや考え

を伝え合おうとする

態度を養う。【高２段

階】 

読書をし、国語を大切

にして、思いや考えを

伝え合おうとしてい

る。 

１

学

期 

25 

(知及技） 

社会生活に係る人と

のやり取りを通して、

言葉には、相手とのつ

ながりをつくる働き

があることに気付く

ことができる。【高２

段階ア(ｱ)】 

(思判表力) 

話の内容が明確にな

るように、話の構成を

考えることができ

る。【高２段階 A ウ】 

(学･人) 

相手に正確に伝わる

ように話したり、相手

の話の中心を捉えて

聞いたりしようとす

る態度を養う。【高２

段階】 

 

(知及技） 

文章を音読したり、朗

読したりすることが

できる。【高２段階ア

(ｷ)】 

親しみやすい文章を

音読するなどして、言

葉の響きやリズムに

親しむことができ

る。【高２段階ウ(ｱ)】 

(思判表力) 

文章を読んで理解し

たことに基づいて、自

分の考えをまとめる

ことができる。【高２

段階 C オ】 

(学･人) 

詩を読み味わい、感想

を書いたり、リズムを

感じながら音読した

りしようとする態度

を養う。【高２段階】 

 

(知・技） 

社会生活に係る人との

やり取りを通して、言

葉には、相手とのつな

がりをつくる働きがあ

ることに気付いてい

る。 

(思･判･表) 

話の内容が明確になる

ように、話の構成を考

えている。 

(主学) 

相手に正確に伝わるよ

うに話したり、相手の

話の中心を捉えて聞い

たりしようとしてい

る。 

 

 

 

 

(知・技） 

文章を音読したり、朗

読したりしている。 

親しみやすい文章を音

読するなどして、言葉

の響きやリズムに親し

んでいる。 

(思･判･表) 

文章を読んで理解した

ことに基づいて、自分

の考えをまとめてい

る。 

(主学) 

詩を読み味わい、感想

を書いたり、リズムを

感じながら音読したり

しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

・自己紹介を

しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・詩「雨ニモマ

ケズ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己紹介をしよう 

①自己紹介の素材集め 

②自己紹介の発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詩の読み取り・音読 

①詩の内容を読み取る 

②読み取った内容を基に工

夫して音読する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16



(知及技） 

日常よく使われる敬

語を理解し使い慣れ

ることができる。【高

２段階ア(ｶ)】 

(思判表力) 

社会の中で関わる人

の話などについて、話

し手の目的や自分が

聞きたいことの中心

を捉え、その内容を捉

えることができる。

【高２段階 A ア】 

(学･人) 

身近な敬語を理解し

て意識的に使い、使い

慣れようとする態度

を養う。【高２段階】 

 

(知及技） 

文や文章の中で漢字

と仮名を使い分けて

書くことができる。

【高２段階ア(ｳ)】 

(思判表力) 

筋道の通った文章と

なるように、文章全体

の構成を考えること

ができる。【高２段階B

イ】 

(学･人) 

手紙の書き方を理解

し、送り相手に応じ

て、内容や書き方を工

夫しようとする態度

を養う。【高２段階】 

(知・技） 

日常よく使われる敬語

を理解し使い慣れよう

としている。 

(思･判･表) 

社会の中で関わる人の

話などについて、話し

手の目的や自分が聞き

たいことの中心を捉

え、その内容を捉えて

いる。 

(主学) 

身近な敬語を理解して

意識的に使い、使い慣

れようとしている。 

 

 

 

 

(知・技） 

文や文章の中で漢字と

仮名を使い分けて書い

ている。 

(思･判･表) 

筋道の通った文章とな

るように、文章全体の

構成を考えている。 

(主学) 

手紙の書き方を理解

し、送り相手に応じて、

内容や書き方を工夫し

ようとしている。 

・表現力を高

めよう① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手紙を書こ

う① 

敬語の種類や日常よく使わ

れる敬語の学習 

①敬語の種類について 

②身近な敬語ついて 

③面接時の対応 

④面接のロールプレイング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お礼状と暑中見舞い 

①実習先へのお礼状作成 

②暑中見舞いを書く 

２

学

期 

 

30 

(知及技） 

日常的に読書に親し

み、読書が、自分の考

えを広げることに役

立つことに気付くこ

とができる。【高２段

階ウ(ｴ)】 

(思判表力) 

登場人物の相互関係

や心情などについて、

描写を基に捉えるこ

とができる。【高２段

階 C ア】 

人物像を具体的に想

像したり、表現の効果

(知・技） 

日常的に読書に親し

み、読書が、自分の考え

を広げることに役立つ

ことに気付いている。 

(思･判･表) 

登場人物の相互関係や

心情などについて、描

写を基に捉えている。 

人物像を具体的に想像

したり、表現の効果を

考えたりしている。 

(主学) 

日常的に読書に親し

み、図書のもつ良さを

・小説に親し

もう 

「 走 れ メ ロ

ス」 

・ブックレビ

ュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物語を読んでブックレビュ

ーを紹介する 
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を考えたりすること

ができる。【高２段階

C ウ】 

(学･人) 

日常的に読書に親し

み、図書のもつ良さを

感じようとする態度

を養う。【高２段階】 

 

(知及技) 

親しみやすい文章や

ことば（しまくとぅ

ば）を音読するなどし

て、言葉の響きやリズ

ムに親しむことがで

きる。【高２段階ウ

(ｱ)】 

(思判表力) 

資料を活用するなど

して、自分の考えが伝

わるよう工夫するこ

とができる。【高２段

階 A エ】 

(学・人) 

言葉を口に出すこと

で響きを感じるなど、

しまくとぅばに親し

もうとする態度を養

う。【高２段階】 

 

(知及技) 

目的に応じて使用す

る筆記具を選び、その

特徴を生かして書く

ことができる。【高２

段階ウ(ｳ)㋑】 

(思判表力) 

目的や意図に応じて、

書くことを決め、集め

た材料を比較したり

分類したりして、伝え

たいことを明確にす

ることができる。【高

２段階 B ア】 

(学・人) 

履歴書を正しく書こ

うとする態度を養う。 

 

(知及技） 

情報と情報との関係

付けの仕方を理解し

感じようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(知・技) 

生活に身近なことば

（しまくとぅば）を知

り、言葉の響きやリズ

ムに親しもうとしてい

る。 

(思・判・表) 

しまくとぅばの知識を

もとに、自分の考えを

工夫して伝えようとし

ている。 

(主学) 

言葉を口に出すことで

響きを感じるなど、し

まくとぅばに親しもう

としている。 

 

 

 

 

 

(知及技) 

目的に応じて使用する

筆記具を選び、その特

徴を生かして書こうと

している。 

(思・判・表) 

目的や意図に応じて、

書くことを決め、集め

た材料を比較したり分

類したりして、伝えた

いことを明確にしてい

る。 

(主学) 

履歴書を正しく書こう

としている。 

 

 

 

(知・技） 

情報と情報との関係付

けの仕方を理解し使っ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・しまくとぅ

ばの学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・履歴書を書

こう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポスターを

作ろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しまくとぅばの基礎知識や

ことばについての学習組踊

りや琉歌などの郷土の文芸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志望動機や履歴書を書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマを決めてポスターを

作成する 

①テーマを決める 
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使うことができる。

【高２段階イ(ｲ)】 

(思判表力) 

目的や意図に応じて

簡単に書いたり詳し

く書いたりするとと

もに、事実と感想、意

見とを区別して書い

たりするなど、自分の

考えが伝わるように

書き表し方を工夫す

ることができる。【高

２段階 B ウ】 

引用したり、図表やグ

ラフなどを用いたり

し て、自分の考えが

伝わるように書き表

し方を工夫すること

ができる。【高２段階B

エ】 

(学･人) 

調べた内容をもとに

構成を考え、書き方を

工夫してポスターを

作成しようとする態

度を養う。【高２段階】 

 

(知及技） 

文と文との接続の関

係、話や文章の構成や

種類について理解す

ることができる。【高

２段階ア(ｵ)】 

(思判表力) 

事実と感想，意見など

との関係を叙述を基

に押さえ、文章全体の

構成を捉えて要旨を

把握することができ

る。【高２段階 C イ】 

(学･人) 

さまざまな文章を読

み、文章の全体を捉え

て、必要な情報を読み

取ろうとする態度を

養う。【高２段階】 

 

(知及技） 

話し言葉と書き言葉

に違いがあることに

気付くことができ

ている。 

(思･判･表) 

目的や意図に応じて簡

単に書いたり詳しく書

いたりするとともに、

事実と感想、意見とを

区別して書いたりする

など、自分の考えが伝

わるように書き表し方

を工夫している。 

引用したり、図表やグ

ラフなどを用いたりし 

て、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を

工夫しようとしてい

る。 

(主学) 

調べた内容をもとに構

成を考え、書き方を工

夫してポスターを作成

しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

(知・技） 

文と文との接続の関

係、話や文章の構成や

種類について理解して

いる。 

(思･判･表) 

事実と感想，意見など

との関係を叙述を基に

押さえ、文章全体の構

成を捉えて要旨を把握

している。 

(主学) 

さまざまな文章を読

み、文章の全体を捉え

て、必要な情報を読み

取ろうとしている。 

 

 

 

 

(知・技） 

話し言葉と書き言葉に

違いがあることに気付

いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文章の読み

取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手紙を書こ

う② 

②構成を考える 

③内容を調べ、まとめる 

④発表 

⑤ふり返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な文章を読み、必要な

情報を読み取る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年賀状を書く 
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る。【高２段階ア(ｲ)】 

(思判表力) 

目的や意図に応じて、

書くことを決め、集め

た材料を比較したり

分類したりして、伝え

たいことを明確にす

ることができる。【高

２段階 A イ】 

(学･人) 

手紙の書き方を理解

し、送り相手に応じ

て、内容や書き方を工

夫しようとする態度

を養う。【高２段階】 

(思･判･表) 

目的や意図に応じて、

書くことを決め、集め

た材料を比較したり分

類したりして、伝えた

いことを明確にしてい

る。 

(主学) 

手紙の書き方を理解

し、送り相手に応じて、

内容や書き方を工夫し

ようとしている。 

３

学

期 

15 

(知及技） 

生活の中で使われる

慣用句、故事成語など

の意味を知り、使うこ

とができる。【高２段

階ウ(ｲ)】 

(思判表力) 

辞書の用途を知り、ど

の辞書や辞典を用い

て調べるか考え、適し

た辞書を用いて調べ

ることができる。【高

２段階 C エ】 

(学･人) 

辞書の用途を理解し、

様々な語句を自ら調

べようとする態度を

養う。【高２段階】 

 

(知及技） 

表現したり理解した

りするために必要な

語句の量を増し、話や

文章の中で使うとと

もに、語彙を豊かにす

ることができる。【高

２段階ア(ｴ)】 

(思判表力) 

資料を活用するなど

して、自分の考えが伝

わるように表現を工

夫することができ

る。【高２段階 B エ】 

文章全体の構成が明

確になっているかな

ど、文章に対する感想

(知・技） 

生活の中で使われる慣

用句、故事成語などの

意味を知り、使おうと

している。 

(思･判･表) 

辞書の用途を知り、ど

の辞書や辞典を用いて

調べるか考え、適した

辞書を用いて調べてい

る。 (主学) 

辞書の用途を理解し、

様々な語句を自ら調べ

ようとしている。 

 

 

 

 

 

(知・技） 

表現したり理解したり

するために必要な語句

の量を増し、話や文章

の中で使うとともに、

語彙を豊かにしてい

る。 

(思･判･表) 

資料を活用するなどし

て、自分の考えが伝わ

るように表現を工夫し

ている。 

文章全体の構成が明確

になっているかなど、

文章に対する感想や意

見を伝え合い、自分の

文章のよいところを見

・辞書を活用

しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・わたしの物

語を書こう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語辞典や漢字辞典を活用

する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分史の作成 
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や意見を伝え合い、自

分の文章のよいとこ

ろを見付けることが

できる。【高２段階 B

カ】 

(学･人) 

テーマ毎にこれまで

の自分をふり返り、書

き方を工夫しながら、

自分のことについて

書こうとする態度を

養う。【高２段階】 

 

(知及技） 

表現したり理解した

りするために必要な

語句の量を増し、話や

文章の中で使うとと

もに、語彙を豊かにす

ることができる。【高

２段階ア(ｴ)】 

(思判表力) 

文章全体の構成や書

き表し方などに着目

して、文や文章を整え

ることができる。【高

２段階 B オ】 

(学･人) 

相手に応じて、文章を

整え、自分の気持ちが

伝わるように手紙を

書こうとする態度を

養う。【高２段階】 

付けている。 

(主学) 

テーマ毎にこれまでの

自分をふり返り、書き

方を工夫しながら、自

分のことについて書こ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

(知・技） 

表現したり理解したり

するために必要な語句

の量を増し、話や文章

の中で使うとともに、

語彙を豊かにしてい

る。 

(思･判･表) 

文章全体の構成や書き

表し方などに着目し

て、文や文章を整えて

いる。 

(主学) 

相手に応じて、文章を

整え、自分の気持ちが

伝わるように手紙を書

こうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手紙を書こ

う③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お世話になった方へ感謝の

手紙を書く 
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令和８年度 「社会」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

３５ 1 学年 生徒 10 名 くらしに役立つ社会（東洋館出版社） 

年間 

目標 

(知及技)社会参加するためのきまり等について、様々な資料や具体的な活動を通して理解する

とともに、情報を適切に調べまとめる技能を身に付けることができる。（高２段階） 

(思判表力)社会的事象の特色について、自分の生活と結び付けて考える力、社会への関わり方

を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力を養うことができ

る。（高２段階） 

(学・人)社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活

に生かそうとする態度を養うとともに、我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養

うことができる。（高２段階） 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

13 

(知及技) 

・社会の中で互いに

協力しながら、社会生

活に必要な知識や技

能を身に付けること

ができる。 

・社会の慣習、生活に

関係の深い法やきま

りを理解することが

できる。【高２段階(2)

ア㋐㋐】 

 

(思判表力) 

・社会の中で状況を

的確に判断し、国民と

しての権利及び義務、

責任について考え、表

現することができる。 

・社会の慣習、生活に

関係の深い法やきま

りの意義と自分との

かかわりについて考

え、表現することがで

きる。【高２段階(2)ア

㋑㋑】 

 

(学・人) 

・社会参加する上で

日常生活においてど

のようなことに気を

つけたら良いか考え

ることができる。【高

２段階(2)（ｲ）㋐㋑】 

(知･技) 

・社会の中で互いに協

力しながら、社会生活

に必要な知識や技能を

身に付けることの大切

さを理解している。 

・社会の慣習、生活に関

係の深い法やきまりに

ついて理解している。 

 

 

 

(思･判･表) 

・社会の中で状況を的

確に判断し、国民とし

ての権利及び義務、責

任について考え、表現

することができてい

る。 

・社会の慣習、生活に関

係の深い法やきまりの

意義と自分とのかかわ

りについて考え、表現

することができてい

る。 

 

 

(主学) 

・社会参加する上で日

常生活においてどのよ

うなことに気をつけた

ら良いか考えることが

できている。 

社会参加とき

まり 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書をみな

がら取り組む。その際、わ

からない箇所はグループで

教えあるようにする。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

・授業の最初に「最近の気

になるニュース」を紹介し、

社会で起こっていることに

興味・関心が持てるように

する。 

 

・iPad とアプリを活用し、

５分間自学自習の取り組み

を行う 

 

・身近にあるきまりについ

て自ら調べ、発表すること

を通して、表現する力を身

に付けられるようにする。 

 

・必要に応じて、校外へ移

動し、地域に関連した取り

組みを行う。 
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２

学

期 

15 

(知及技) 

・地域における公共

施設や公共物の役割

とその必要性を理解

することができる。

【高２段階(2)イ㋐】 

 

(思判表力) 

・地域における公共

施設や公共物の利用

の仕方を調べ、適切な

活用を考え、表現する

ことができる。【高２

段階(2)イ㋑】 

 

(学・人) 

・地域で暮らすため

に、公共施設や公共物

の適切な利用につい

て考えることができ

る。【高２段階(2)イ㋐

㋑】 

(知･技) 

・地域における公共施

設や公共物の役割とそ

の必要性を理解してい

る。 

 

 

(思･判･表) 

・地域における公共施

設や公共物の利用の仕

方を調べ、適切な活用

を考え、表現すること

ができている。 

 

 

(主学) 

・地域で暮らすために、

公共施設や公共物の適

切な利用について考え

ることができている。 

公共施設の役

割 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書をみな

がら取り組む。その際、わ

からない箇所はグループで

教えあるようにする。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、ipad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

・授業の最初に「最近の気

になるニュース」を紹介し、

社会で起こっていることに

興味・関心が持てるように

する。 

 

・iPad とアプリを活用し、

５分間自学自習の取り組み

を行う 

 

・必要に応じて、校外へ移

動し、地域に関連した取り

組みを行う。 

３

学

期 

7 

(知及技) 

・生活に関係の深い

制度について理解す

ることができる。【高

２段階(2)イ(ｲ)㋐】 

 

(思判表力) 

・生活に関係の深い

制度について調べ、そ

の活用を考え、表現す

ることができる。【高

２段階(2)イ(ｲ) ㋑】 

 

(学・人) 

・社会で暮らすため

に、制度について考え

ることができる。【高

２段階 (2) イ ( ｲ ) ㋐ 

㋑】 

 

(知･技) 

・生活に関係の深い制

度について理解してい

る。 

 

 

(思･判･表) 

生活に関係の深い制度

について調べ、その活

用を考え、表現するこ

とができている。 

 

 

(主学) 

・社会で暮らすために、

制度について考えるこ

とができている。 

 

さまざまな制

度 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書をみな

がら取り組む。その際、わ

からない箇所はグループで

教えあるようにする。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、ipad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

・授業の最初に「最近の気

になるニュース」を紹介し、

社会で起こっていることに

興味・関心が持てるように

する。 

 

・iPad とアプリを活用し、

５分間自学自習の取り組み

を行う 

 

・必要に応じて、校外へ移

動し、地域に関連した取り

組みを行う。 

 

 ※評価は、各学期とも授業プリント・リフレクションシート・期末テスト・調べ学習等の提出物で行う。 

 ※年間を通して、沖縄の市町村とその特色について学習する。 
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令和８年度 「社会」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

３５ 2 学年 生徒 10 名 くらしに役立つ社会（東洋館出版社） 

 

年間 

目標 

(知及技)社会参加するためのきまり等について、様々な資料や具体的な活動を通して理解する

とともに、情報を適切に調べまとめる技能を身に付けることができる。（高２段階） 

(思判表力)社会的事象の特色について、自分の生活と結び付けて考える力、社会への関わり方

を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力を養うことができ

る。（高２段階） 

(学・人)社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活

に生かそうとする態度を養うとともに、我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養

うことができる。（高２段階） 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

13 

(知及技) 

・自然災害から国土

を保全し、国民生活を

守るために国や県な

どが様々な対策や事

業を進めていること

を理解することがで

きる。【高２段階(2)ウ

(ｱ)㋐】 

 

(思判表力) 

・国土の環境保全に

ついて、自分たちにで

きることなどを考え、

表現することができ

る。【高２段階(2)ウ

(ｱ)㋑】 

 

(学・人) 

・全然に暮らすため、

日常生活で気を付け

ることについて考え

ることができる。【高

２段階(2)ウ(ｱ)㋐㋑】 

 

(知･技) 

・自然災害から国土を

保全し、国民生活を守

るために国や県などが

様々な対策や事業を進

めていることを理解し

ている 

 

 

 

(思･判･表) 

・国土の環境保全につ

いて、自分たちにでき

ることなどを考え、表

現することができてい

る。 

 

 

(主学) 

・全然に暮らすため、日

常生活で気を付けるこ

とについて考えること

ができている。 

 

我が国の国土

の自然環境と

国民生活 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書をみな

がら取り組む。その際、わ

からない箇所はグループで

教えあるようにする。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、ipad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

・授業の最初に「最近の気

になるニュース」を紹介し、

社会で起こっていることに

興味・関心が持てるように

する。 

 

・iPad とアプリを活用し、

５分間自学自習の取り組み

を行う 

 

・身近にある災害について

自ら調べ、発表することを

通して、表現する力を身に

付けられるようにする。 

 

・必要に応じて、校外へ移

動し、地域に関連した取り

組みを行う。 
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２

学

期 

15 

(知及技) 

・我が国の工業地域

の盛んな地域及び工

業製品の重要な役割

について理解するこ

とができる。【高２段

階(2)エ(ｱ)㋐】 

 

(思判表力) 

・工業の種類、盛んな

地域等工業生産の概

要を捉え、国民生活に

果たす役割を考え、表

現することができる。 

【高２段階(2)エ(ｱ)

㋒】 

 

(学・人) 

・工業に携わる人々

の工夫や努力につい

て考えることができ

る。【高２段階(2)エ

(ｱ)㋓】 

 

(知･技) 

・我が国の工業地域の

盛んな地域及び工業製

品の重要な役割につい

て理解している。 

 

 

 

(思･判･表) 

・工業の種類、盛んな地

域等工業生産の概要を

捉え、国民生活に果た

す役割を考え、表現す

ることができている。 

 

 

 

(主学) 

・工業に携わる人々の

工夫や努力について考

えることができてい

る。 

産業と生活 ・教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書をみな

がら取り組む。その際、わ

からない箇所はグループで

教えあるようにする。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、ipad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

・授業の最初に「最近の気

になるニュース」を紹介し、

社会で起こっていることに

興味・関心が持てるように

する。 

 

・iPad とアプリを活用し、

５分間自学自習の取り組み

を行う 

 

・必要に応じて、校外へ移

動し、地域に関連した取り

組みを行う。 

３

学

期 

7 

(知及技) 

・世界における我が

国の国土の位置、国土

の構成、領土の範囲、

歴史などを大まかに

理解することができ

る。【高２段階(2)オ

(ｱ)㋐】 

 

(思判表力) 

・我が国の国土の様

子や歴史を捉え、その

特色を考え、表現する

ことができる。【高２

段階(2)オ(ｱ)㋑】 

 

(学・人) 

・我が国が健全に発

展するために、一人一

人ができることにつ

いて考えることがで

きる。【高２段階(2)オ

(ｲ)㋐㋑】 

(知･技) 

・世界における我が国

の国土の位置、国土の

構成、領土の範囲、歴史

などを大まかに理解し

ている。 

 

 

 

(思･判･表) 

・我が国の国土の様子

や歴史を捉え、その特

色を考え、表現するこ

とができている。 

 

 

(主学) 

・我が国が健全に発展

するために、一人一人

ができることについて

考えることができてい

る。 

我が国の国土

の様子と国民

生活、歴史 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書をみな

がら取り組む。その際、わ

からない箇所はグループで

教えあるようにする。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、ipad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

・iPad とアプリを活用し、

５分間自学自習の取り組み

を行う 

 

・授業の最初に「最近の気

になるニュース」を紹介し、

社会で起こっていることに

興味・関心が持てるように

する。 

 

・必要に応じて、校外へ移

動し、地域に関連した取り

組みを行う。 

 

※評価は、各学期とも授業プリント・リフレクションシート・期末テスト・調べ学習等の提出物で行う。 

 ※年間を通して、沖縄の市町村とその特色について学習する。 
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令和８年度 「社会」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

35 3 学年 生徒 10 名 くらしに役立つ社会（東洋館出版社） 

年間 

目標 

(知及技)社会参加するためのきまり等について、様々な資料や具体的な活動を通して理解する

とともに、情報を適切に調べまとめる技能を身に付けることができる。（高１段階） 

(思判表力)社会的事象の特色について、自分の生活と結び付けて考える力、社会への関わり方

を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力を養うことができ

る。（高１段階） 

(学・人)社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活

に生かそうとする態度を養うとともに、我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養

うことができる。（高１段階） 
学
期 

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

13 

(知及技) 

・地域の人々と互い

に協力することの大

切さを理解し、自分の

役割や責任を果たす

ための知識や技能を

身につけることがで

きる。【高１段階(2)ア

(ｱ)㋐】 

 

(思判表力) 

・社会生活の中で状

況を的確に判断し、自

分の役割と責任につ

いて考え、表現するこ

とができる。【高１段

階(2)ア(ｱ)㋑】 

 

(学・人) 

・社会参加する上で

日常生活においてど

のようなことに気を

つけたら良いか考え

ることができる。【高

１段階(2)ア(ｱ)㋐㋑】 

(知･技)  

・地域の人々と互いに

協力することの大切さ

を理解し、自分の役割

や責任を果たすための

知識や技能を身につけ

ることができている。 

 

 

 

(思･判･表) 

・社会生活の中で状況

を的確に判断し、自分

の役割と責任について

考え、表現することが

できている。 

 

 

(主学) 

・社会参加する上で日

常生活においてどのよ

うなことに気をつけた

ら良いか考えることが

できている。 

 

社会参加とき

まり 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書をみな

がら取り組む。その際、わ

からない箇所はグループで

教えあるようにする。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、ipad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す 

 

・授業の最初に「最近の気

になるニュース」を紹介し、

社会で起こっていることに

興味・関心が持てるように

する。 

 

・iPad とアプリを活用し、

５分間自学自習の取り組み

を行う 

 

・身近にあるきまりについ

て自ら調べ、発表すること

を通して、表現する力を身

に付けられるようにする。 

 

・必要に応じて、校外へ移

動し、地域に関連した取り

組みを行う。 
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２

学

期 

15 

(知及技) 

・生活に関係の深い

公共施設や公共物の

役割とその必要性を

理解することができ

る。【高１段階(2)イ㋐

㋐】 

 

(思判表力) 

・政治の取組につい

て調べ、国民生活にお

ける政治の働きを考

え、表現することがで

きる。【高１段階(2)イ

㋑㋑】 

 

(学・人) 

・地域で暮らすため

に、公共施設や公共物

の適切な利用につい

て考えることができ

る。【高１段階(2)イ㋑

㋑】 

(知･技) 

・生活に関係の深い公

共施設や公共物の役割

とその必要性を理解し

ている。 

 

 

 

(思･判･表) 

・政治の取組について

調べ、国民生活におけ

る政治の働きを考え、

表現することができて

いる。 

 

 

(主学) 

・地域で暮らすために、

公共施設や公共物の適

切な利用について考え

ることができている。 

公共施設の役

割と制度 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書をみな

がら取り組む。その際、わ

からない箇所はグループで

教えあるようにする。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、ipad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

・授業の最初に「最近の気

になるニュース」を紹介し、

社会で起こっていることに

興味・関心が持てるように

する。 

 

・iPad とアプリを活用し、

５分間自学自習の取り組み

を行う 

 

・必要に応じて、校外へ移

動し、地域に関連した取り

組みを行う。 

３

学

期 

7 

(知及技) 

・異なる文化や習慣

を尊重しあうことが

大切であることを理

解することができる。 

【高１段階(2)カ(ｱ)

㋐】 

(思判表力) 

・外国の人の生活の

様子などに着目して、

日本の文化や習慣と

の違いについて考え、

表現することができ

る。【高１段階(2)カ

(ｱ)㋑】 

 

(学・人) 

・グローバル化する

社会において、日本人

としての役割につい

て考えることができ

る。【高１段階(2)カ

(ｱ)㋐㋑】 

(知･技) 

・異なる文化や習慣を

尊重しあうことが大切

であることを理解して

いる。 

 

 

(思･判･表) 

・外国の人の生活の様

子などに着目して、日

本の文化や習慣との違

いについて考え、表現

することができてい

る。 

 

 

(主学) 

・グローバル化する社

会において、日本人と

しての役割について考

えることができてい

る。 

外国の様子 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書をみな

がら取り組む。その際、わ

からない箇所はグループで

教えあるようにする。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、ipad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す 

 

・授業の最初に「最近の気

になるニュース」を紹介し、

社会で起こっていることに

興味・関心が持てるように

する。 

 

・iPad とアプリを活用し、

５分間自学自習の取り組み

を行う 

 

・必要に応じて、校外へ移

動し、地域に関連した取り

組みを行う。 

※評価は、各学期とも授業プリント・リフレクションシート・期末テスト・調べ学習等の提出物で行う。 

 ※年間を通して、沖縄の市町村とその特色について学習する。 
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令和８年度 「数学 1 年」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

７０ １学年 生徒１０名 
東洋館出版社 

改訂新版 くらしに役立つ数学 

年間 

目標 

(知及技） 

 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事

象を数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

(思判表力) 

 日常の事象を数理的に捉えて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形などの性質を見いだ

し統合的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を表現する力を養う。 

(学･人) 

 数学的活動の楽しさやよさを実感し、数学を生活や学習に活用しようとする態度を養う。 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

25 

(知及技） 

・自然数の性質や分

数及び小数の意味、法

則を理解し、計算する

技能を身に付ける。 

(思判表力) 

・目的に合った表現

方法を用いて計算の

仕方を考察したりす

るとともに、数量の関

係を簡潔に表現する

ことができる。 

(学･人) 

・数量について数学

的に表現・処理したこ

とを振り返り、生活や

学習に活用しようと

する態度を養う。 

(知・技） 

・自然数の性質や分数

及び小数の意味、法則

を理解し、計算する技

能を身に付けている。 

(思・判・表) 

・目的に合った表現方

法を用いて計算の仕方

を考察したりするとと

もに、数量の関係を簡

潔に表現することがで

きている。 

(主学) 

・数量について数学的

に表現・処理したこと

を振り返り、生活や学

習に活用しようとして

いる。 

・なぜ数学を

学ぶのか。  

 

・自分の身の

回りのこと 

 

 

 

 

四則演算 

・自然数の性

質 

・小数及び分

数の性質 

 

・割合 

・身の回りにある数字に触

れる。 

 

・時計について 

・時刻・時間、前後の時刻 

・一日の日課 

・身体測定の結果 

・スポーツテスト 

 

 

加減乗除 

 

・小数、分数の表し方と大小

比較 

・加法と減法 

・歩合、百分率 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに取り組む。そ

の際、わからない箇所はグ

ループで教えあるようにす

る。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(知及技） 

・平面図形の構成要

素を知り、作図した

り、面積や体積を求め

ることができる。 

(思判表力) 

（知・技） 

・平面図形や立体図形

の構成要素を知り、作

図したり、面積や体積

を求めることができて

いる。 

図形と面積 

 

・平面図形の

名称と特徴 

 

 

 

・円 

・三角形の種類、特徴 

・四角形の種類、特徴 

・作図 
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２

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

・図形の構成要素に

着目し、面積や体積の

求め方について考察

できる。 

(学･人) 

・図形や数量につい

て数学的に表現・処理

したことを振り返り、

生活や学習に活用し

ようとする態度を養

う。 

 

(知及技） 

・比について理解す

るとともに、目的に応

じて比で処理する技

能を身に付けること

ができる。 

(思判表力) 

・伴って変わる二つ

の数量について表や

グラフを用いて表現

したり、考察すること

ができる。 

(学･人) 

・数量について数学

的に表現・処理したこ

とを振り返り、生活や

学習に活用しようと

する態度を養う。 

(思・判・表) 

・図形の構成要素に着

目し、面積や体積の求

め方について考察でき

ている。 

(主学) 

・図形や数量について

数学的に表現・処理し

たことを振り返り、生

活や学習に活用しよう

としている。 

 

(知・技） 

・比について理解する

とともに、目的に応じ

て比で処理する技能を

身に付けることができ

ている。 

(思・判・表) 

・伴って変わる二つの

数量について表やグラ

フを用いて表現した

り、考察することがで

きている。 

(主学) 

・数量について数学的

に表現・処理したこと

を振り返り、生活や学

習に活用しようとして

いる。 

 

 

 

・面積   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比例・反比例 

 

・数量の関係 

 

・変化量 

 

 

 

 

・面積の求め方・図形の形・

単位の読み方の確認 

・面積を計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比の値、比の計算 

 

・表の作成 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに取り組む。そ

の際、わからない箇所はグ

ループで教えあるようにす

る。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

３

学

期 

15 

(知及技） 

・データをグラフで

表す方法やグラフの

読み取り方を知り、問

題解決に生かすこと

ができる。 

(思判表力) 

・グラフで表したデ

ータの特徴や違いに

気付くなど、考察する

ことができる。 

(学･人) 

・データの活用につ

いて数学的に表現・処

理したことを振り返

り、生活や学習に活用

しようとする態度を

養う。 

 

(知及技） 

・データをグラフで表

す方法やグラフの読み

取り方を知り、問題解

決に生かすことができ

ている。 

(思判表力) 

・グラフで表したデー

タの特徴や違いに気付

くなど、考察すること

ができている。 

(主学) 

・データの活用につい

て数学的に表現・処理

したことを振り返り、

生活や学習に活用しよ

うとしている。 

表とグラフ 

 

・表の読み取

り 

 

・グラフの読

み取り 

 

・グラフの作

成 

 

 

・時刻表（バス、モノレール） 

 

・新聞、ニュースの表やグラ

フ 

 

・グラフの種類、特徴 

・アンケート集約（グラフ作

成） 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに取り組む。そ

の際、わからない箇所はグ

ループで教えあるようにす

る。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 
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令和８年度 「数学 ２年」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 ２学年 生徒１０名 
東洋館出版社 

改訂新版 くらしに役立つ数学 

年間 

目標 

(知及技） 

 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事

象を数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

(思判表力) 

 日常の事象を数理的に捉えて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形などの性質を見いだ

し統合的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を表現する力を養う。 

(学･人) 

 数学的活動の楽しさやよさを実感し、数学を生活や学習に活用しようとする態度を養う。 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

25 

(知及技） 

・自然数の性質や分

数及び小数の意味、法

則を理解し、計算する

技能を身に付ける。 

(思判表力) 

・目的に合った表現

方法を用いて計算の

仕方を考察したりす

るとともに、数量の関

係を簡潔に表現する

ことができる。 

(学･人) 

・数量について数学

的に表現・処理したこ

とを振り返り、生活や

学習に活用しようと

する態度を養う。 

(知・技） 

・自然数の性質や分数

及び小数の意味、法則

を理解し、計算する技

能を身に付けている。 

(思・判・表) 

・目的に合った表現方

法を用いて計算の仕方

を考察したりするとと

もに、数量の関係を簡

潔に表現することがで

きている。 

(主学) 

・数量について数学的

に表現・処理したこと

を振り返り、生活や学

習に活用しようとして

いる。 

・なぜ数学を

学ぶのか。  

 

・自分の身の

回りのこと 

 

 

 

 

四則演算 

・自然数の性

質 

・小数及び分

数の性質 

 

・割合 

・身の回りにある数字に触

れる。 

 

・時計について 

・時刻・時間、前後の時刻 

・一日の日課 

・身体測定の結果 

・スポーツテスト 

 

 

加減乗除 

 

・小数、分数の表し方と大小

比較 

・加法と減法 

・歩合、百分率 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに取り組む。そ

の際、わからない箇所はグ

ループで教えあるようにす

る。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(知及技） 

・平面図形の構成要

素を知り、作図した

り、面積や体積を求め

ることができる。 

(思判表力) 

（知・技） 

・平面図形や立体図形

の構成要素を知り、作

図したり、面積や体積

を求めることができて

いる。 

図形と面積 

 

・平面図形の

名称と特徴 

 

 

 

・円 

・三角形の種類、特徴 

・四角形の種類、特徴 

・作図 
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２

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

・図形の構成要素に

着目し、面積や体積の

求め方について考察

できる。 

(学･人) 

・図形や数量につい

て数学的に表現・処理

したことを振り返り、

生活や学習に活用し

ようとする態度を養

う。 

 

(知及技） 

・比について理解す

るとともに、目的に応

じて比で処理する技

能を身に付けること

ができる。 

(思判表力) 

・伴って変わる二つ

の数量について表や

グラフを用いて表現

したり、考察すること

ができる。 

(学･人) 

・数量について数学

的に表現・処理したこ

とを振り返り、生活や

学習に活用しようと

する態度を養う。 

(思・判・表) 

・図形の構成要素に着

目し、面積や体積の求

め方について考察でき

ている。 

(主学) 

・図形や数量について

数学的に表現・処理し

たことを振り返り、生

活や学習に活用しよう

としている。 

 

(知・技） 

・比について理解する

とともに、目的に応じ

て比で処理する技能を

身に付けることができ

ている。 

(思・判・表) 

・伴って変わる二つの

数量について表やグラ

フを用いて表現した

り、考察することがで

きている。 

(主学) 

・数量について数学的

に表現・処理したこと

を振り返り、生活や学

習に活用しようとして

いる。 

 

 

 

・面積   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比例・反比例 

 

・数量の関係 

 

・変化量 

 

 

 

 

・面積の求め方・図形の形・

単位の読み方の確認 

・面積を計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比の値、比の計算 

 

・表の作成 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに取り組む。そ

の際、わからない箇所はグ

ループで教えあるようにす

る。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

３

学

期 

15 

(知及技） 

・データをグラフで

表す方法やグラフの

読み取り方を知り、問

題解決に生かすこと

ができる。 

(思判表力) 

・グラフで表したデ

ータの特徴や違いに

気付くなど、考察する

ことができる。 

(学･人) 

・データの活用につ

いて数学的に表現・処

理したことを振り返

り、生活や学習に活用

しようとする態度を

養う。 

 

(知及技） 

・データをグラフで表

す方法やグラフの読み

取り方を知り、問題解

決に生かすことができ

ている。 

(思判表力) 

・グラフで表したデー

タの特徴や違いに気付

くなど、考察すること

ができている。 

(主学) 

・データの活用につい

て数学的に表現・処理

したことを振り返り、

生活や学習に活用しよ

うとしている。 

表とグラフ 

 

・表の読み取

り 

 

・グラフの読

み取り 

 

・グラフの作

成 

 

 

・時刻表（バス、モノレール） 

 

・新聞、ニュースの表やグラ

フ 

 

・グラフの種類、特徴 

・アンケート集約（グラフ作

成） 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに取り組む。そ

の際、わからない箇所はグ

ループで教えあるようにす

る。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 
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令和８年度 「数学 ３年」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 ３学年 生徒 10 名  
東洋館出版社 

くらしに役立つ数学 

年間 

目標 

(知及技） 

 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事

象を数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

(思判表力) 

 日常の事象を数理的に捉えて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形などの性質を見いだ

し統合的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を表現する力を養う。 

(学･人) 

 数学的活動の楽しさやよさを実感し、数学を生活や学習に活用しようとする態度を養う。 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

25 

(知及技） 

・自然数の性質や分

数及び小数の意味、法

則を理解し、計算する

技能を身に付ける。 

(思判表力) 

・目的に合った表現

方法を用いて計算の

仕方を考察したりす

るとともに、数量の関

係を簡潔に表現する

ことができる。 

(学･人) 

・数量について数学

的に表現・処理したこ

とを振り返り、生活や

学習に活用しようと

する態度を養う。 

(知・技） 

・自然数の性質や分数

及び小数の意味、法則

を理解し、計算する技

能を身に付けている。 

(思・判・表) 

・目的に合った表現方

法を用いて計算の仕方

を考察したりするとと

もに、数量の関係を簡

潔に表現することがで

きている。 

(主学) 

・数量について数学的

に表現・処理したこと

を振り返り、生活や学

習に活用しようとして

いる。 

・なぜ数学を

学ぶのか。  

 

・自分の身の

回りのこと 

 

 

 

 

四則演算 

・自然数の性

質 

・小数及び分

数の性質 

 

・割合 

・身の回りにある数字に触

れる。 

 

・時計について 

・時刻・時間、前後の時刻 

・一日の日課 

・身体測定の結果 

・スポーツテスト 

 

 

加減乗除 

 

・小数、分数の表し方と大小

比較 

・加法と減法 

・歩合、百分率 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに取り組む。そ

の際、わからない箇所はグ

ループで教えあるようにす

る。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(知及技） 

・平面図形の構成要

素を知り、作図した

り、面積や体積を求め

ることができる。 

(思判表力) 

（知・技） 

・平面図形や立体図形

の構成要素を知り、作

図したり、面積や体積

を求めることができて

いる。 

図形と面積 

 

・平面図形の

名称と特徴 

 

 

 

・円 

・三角形の種類、特徴 

・四角形の種類、特徴 

・作図 
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２

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

30 

・図形の構成要素に

着目し、面積や体積の

求め方について考察

できる。 

(学･人) 

・図形や数量につい

て数学的に表現・処理

したことを振り返り、

生活や学習に活用し

ようとする態度を養

う。 

 

(知及技） 

・比について理解す

るとともに、目的に応

じて比で処理する技

能を身に付けること

ができる。 

(思判表力) 

・伴って変わる二つ

の数量について表や

グラフを用いて表現

したり、考察すること

ができる。 

(学･人) 

・数量について数学

的に表現・処理したこ

とを振り返り、生活や

学習に活用しようと

する態度を養う。 

(思・判・表) 

・図形の構成要素に着

目し、面積や体積の求

め方について考察でき

ている。 

(主学) 

・図形や数量について

数学的に表現・処理し

たことを振り返り、生

活や学習に活用しよう

としている。 

 

(知・技） 

・比について理解する

とともに、目的に応じ

て比で処理する技能を

身に付けることができ

ている。 

(思・判・表) 

・伴って変わる二つの

数量について表やグラ

フを用いて表現した

り、考察することがで

きている。 

(主学) 

・数量について数学的

に表現・処理したこと

を振り返り、生活や学

習に活用しようとして

いる。 

 

 

 

・面積   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比例・反比例 

 

・数量の関係 

 

・変化量 

 

 

 

 

・面積の求め方・図形の形・

単位の読み方の確認 

・面積を計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比の値、比の計算 

 

・表の作成 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに取り組む。そ

の際、わからない箇所はグ

ループで教えあるようにす

る。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 

 

３

学

期 

15 

(知及技） 

・データをグラフで

表す方法やグラフの

読み取り方を知り、問

題解決に生かすこと

ができる。 

(思判表力) 

・グラフで表したデ

ータの特徴や違いに

気付くなど、考察する

ことができる。 

(学･人) 

・データの活用につ

いて数学的に表現・処

理したことを振り返

り、生活や学習に活用

しようとする態度を

養う。 

 

(知及技） 

・データをグラフで表

す方法やグラフの読み

取り方を知り、問題解

決に生かすことができ

ている。 

(思判表力) 

・グラフで表したデー

タの特徴や違いに気付

くなど、考察すること

ができている。 

(主学) 

・データの活用につい

て数学的に表現・処理

したことを振り返り、

生活や学習に活用しよ

うとしている。 

表とグラフ 

 

・表の読み取

り 

 

・グラフの読

み取り 

 

・グラフの作

成 

 

 

・時刻表（バス、モノレール） 

 

・新聞、ニュースの表やグラ

フ 

 

・グラフの種類、特徴 

・アンケート集約（グラフ作

成） 

 

・教科書を基に作成したワ

ークシートに取り組む。そ

の際、わからない箇所はグ

ループで教えあるようにす

る。 

※教師による解説の際に

は、視聴覚機器、iPad を使

い、視覚的に理解できるよ

う促す。 
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令和８年度 「理科」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

３５ １学年 生徒１０名 くらしに役立つ理科（東洋館出版社） 

 

年間 

目標 

(知及技)自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な

技能を身に付けることができる。 

(思判表力)観察、実験などを行い、解決の方法を考える力とより妥当な考えをつくりだす力を

身に付けることができる。 

(学・人)自然を愛する心情を身に付けるとともに、学んだことを主体的に生活に生かそうとす

る態度を身に付けることができる。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

13 

(知及技) 

植物は種子の中の養

分をもとにして発芽

すること、発芽には

水、空気及び温度が関

係していることが分

かる。【高 1 段階】 

 

 

 (思判表力) 

植物の育ち方につい

て調べる中で、植物の

発芽、成長及び結実と

それらに関わる条件

についての予想や仮

設を基に、解決の方法

を考え、表現すること

ができる。【高 1 段階】 

 

(学・人) 

植物の成長と環境の

関わりについて見い

だした疑問を調べ、日

常生活に活かすこと

ができる。【高 1 段階】 

 

(知･技) 

植物は種子の中の養分

を基にして発芽するこ

と、発芽には水、空気及

び温度が関係している

ことを理解している。 

 

 

(思･判･表) 

植物の育ち方について

調べる中で、植物の発

芽、成長及び結実とそ

れらに関わる条件につ

いての予想や仮設をも

とに、解決の方法を考

え、表現しようとして

いる。 

 

(主学) 

植物の成長と環境との

関わりについて見いだ

した疑問を調べ、日常

生活に活かそうとして

いる。 

 

（評価資料） 

活動の姿、提出物、自己

評価 

 

植物の発芽、

成長、結実 

植物の発芽、成長、結実に

ついての動画を視聴する。 

 

iPadを用いて、植物の発芽、

成長、結実の条件やその条

件が植物の成長の種類によ

って違いがあるかを調べ

る。 

 

植物の発芽、成長、結実に

ついて、クイズなどを通し

て 

 

２

学

期 

14 

(知及技) 

私たちの体にある、生

きていくために必要

なつくりや働きにつ

いて学ぶ。（高 2 段階

A ア(ア)） 

 

(知･技) 

私たちの体にある、生

きていくために必要な

つくりや働きについて

理解している。 

 

 

人体とけが 

病気の予防 

 

・人の体の主

なつくりや

働き 

 

教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書を見な

がら、取り組み、黒板の解

答欄に自身の解答を記入す

る。 

 

教師の解説を聞きなが
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(思判表力) 

病気になったり、けが

をした時にどうすれ

ばよいかを考えるこ

とができる。（高 2 段

階 A ア(イ)） 

 

(学・人) 

病気やけがを予防す

るために、どのような

ことに気をつければ

よいかを考えること

ができる。（高 2 段階

A ア(イ)） 

 

(思･判･表) 

病気になったり、けが

をした時の対応方法に

ついて考えることがで

きている。 

 

(主学) 

病気やけがの予防のた

めに、日常生活でどの

ようなことに気をつけ

ればよいかを考えるこ

とができている。 

 

授業プリント(振り返

りシート)、活動の様

子、期末テストで評価

する。 

・体を守るし

くみ 

 

・様々な病気 

 

・病気の予防 

 

・けがとその

処置 

ら、答え合わせを行う。間

違えた箇所や無記入の箇所

は再記入する。 

※解説の際には視聴覚機

器・iPad を使い、視覚的に

理解できるように促す。 

※適宜、実験を行い体験

的に理解できるように促

す。 

 

様々な病気やけがを挙

げ、それらの対応方法につ

いて考える。 

 

 病気やけがを防ぐため

に、日常生活でどのような

ことに気をつければよいか

を考えてグループ内で発表

し、グループの意見をまと

め、全体で発表する。 

 

３

学

期 

８ 

(知及技) 

各栄養素の体内での

働きと各栄養素が多

く含まれる食品につ

いて学ぶ。（高 2 段階

A ア(ア)） 

 

(思判表力) 

自身の食生活を振り

返り、栄養バランスに

ついて考えることが

できる。（高 2 段階 A

ア(イ)） 

 

(学・人) 

健康に暮らすために、

どのように食事を工

夫したら良いかを考

えることができる。

（高 2 段階 A ア(イ)） 

 

(知･技) 

各栄養素の体内での働

きと各栄養素が多く含

まれる食品について理

解している。 

 

(思･判･表) 

自身の食生活を振り返

り、栄養バランスにつ

いて考えることができ

ている。 

 

(主学) 

健康に暮らすために、

どのように食事を工夫

したら良いかを考える

ことができている。 

 

 

授業プリント(振り返

りシート)、活動の様

子、期末テストで評価

する。 

食事と健康 

 

・食品の栄養

素（炭水化

物・脂質・タ

ンパク質・

無機質・ビ

タミン） 

 

・食品の腐敗 

教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書を見な

がら、取り組み、黒板の解

答欄に自身の解答を記入す

る。 

 

教師の解説を聞きなが

ら、答え合わせを行う。間

違えた箇所や無記入の箇所

は再記入する。 

※解説の際には視聴覚機

器・iPad を使い、視覚的に

理解できるように促す。 

 ※適宜、実験を行い体験

的に理解できるように促

す。 

 

私たちが使用している

様々な物質を挙げ、それら

の物質の環境に優しい使い

方について考える。 

 

 健康のためにできる食事

での工夫について考えてグ

ループ内で発表し、グルー

プの意見をまとめ、全体で

発表する。 
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令和８年度 「理科」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

３５ ２学年 生徒１０名 くらしに役立つ理科（東洋館出版社） 

 

年間 

目標 

(知及技)自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な

技能を身に付けることができる。 

(思判表力)観察、実験などを行い、解決の方法を考える力とより妥当な考えをつくりだす力を

身に付けることができる。 

(学・人)自然を愛する心情を身に付けるとともに、学んだことを主体的に生活に生かそうとす

る態度を身に付けることができる。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

13 

(知及技) 

私たちは自然の中で

暮らし、自然の中には

たくさんの生物がお

り、その生物と共生し

ていることを学ぶ。

（高 1 段階 A ア(ア)、

高 2 段階 A ウ(ア)） 

 

(思判表力) 

生物と共生するため

にどのようなことが

必要であるかを考え

ることができる。(高 2

段階 A ウ(ア)) 

 

(学・人) 

生物と共生するため

にどのようなことを

工夫したりすればよ

いかを考えることが

できる。(高 2 段階 A

ウ(ア)(イ)) 

 

(知･技) 

私たちは自然の中で多

くの生物と共生するこ

とにより生きているこ

とを理解している。 

 

(思･判･表) 

生物と共生するために

必要なことを考えるこ

とができている。 

 

(主学) 

生物と共生するために

日常生活でどのような

工夫をすればよいかを

考えることができてい

る。 

 

授業プリント(振り返

りシート)、活動の様

子、期末テストで評価

する。 

生物との共生 

 

・植物の種類

とその特徴 

 

・動物の種類

とその特徴 

 

・微生物の暮

らしへの利

用や活用 

 

・生物と食物

連鎖 

教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書を見な

がら、取り組み、黒板の解

答欄に自身の解答を記入す

る。 

 

教師の解説を聞きなが

ら、答え合わせを行う。間

違えた箇所や無記入の箇所

は再記入する。 

※解説の際には視聴覚機

器・iPad を使い、視覚的に

理解できるように促す。 

※適宜、実験を行い体験

的に理解できるように促

す。 

 

 生物と共生するために必

要なことや日常生活ででき

ることを考えてグループ内

で発表し、グループの意見

をまとめ、全体で発表する。 

２

学

期 

14 

(知及技) 

地球の様子や気象現

象、地球から見える天

体の見え方や動きに

ついて学ぶ。（高 1 段

階 B イ(ア)、高 2 段階

B イ(ア)） 

 

(思判表力) 

自然について学び、自

然環境を守るために

どのようなことが必

(知･技) 

気象現象には太陽が大

きく関わり、雲ができ

るには水蒸気を含んだ

空気の上昇気流が必要

であることを理解して

いる。また、太陽の公転

により昼夜や季節の変

化が起きていることを

理解している。 

 

 

地球と自然 

 

・地球の様子 

 

・気象の変化

とその特徴 

 

・大気と海 

 

・月の見え方

と動き 

 

教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書を見な

がら、取り組み、黒板の解

答欄に自身の解答を記入す

る。 

 

教師の解説を聞きなが

ら、答え合わせを行う。間

違えた箇所や無記入の箇所

は再記入する。 

※解説の際には視聴覚機

器・iPad を使い、視覚的に
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要であるかを考える

ことができる。(高 2

段階 A ウ(ア)) 

 

(学・人) 

自然環境を守るため

にどのようなことを

工夫したりすればよ

いかを考えることが

できる。(高 2 段階 A

ウ(ア)(イ)) 

(思･判･表) 

自然環境を守るために

必要なことを考えるこ

とができている。 

 

(主学) 

自然環境を守るために

日常生活でどのような

工夫をすればよいかを

考えることができてい

る。 

 

授業プリント(振り返

りシート)、活動の様

子、期末テストで評価

する。 

 

・太陽や星の

動き 

 

・様々な環境

問題 

 

・環境保全に

ついて考え

る 

理解できるように促す。 

※適宜、実験を行い体験

的に理解できるように促

す。 

 

 自然環境を守るために必

要なことや日常生活ででき

ることを考えてグループ内

で発表し、グループの意見

をまとめ、全体で発表する。 

３

学

期 

8 

(知及技) 

地震や津波、台風のメ

カニズムについて学

ぶ。（高 1 段階 B イ

(ア)） 

 

(思判表力) 

台風の特徴について

学び、何が台風の進路

に影響を与えている

かを考えることがで

きる。（高 1 段階 B イ

(イ)） 

 

(学・人) 

地震や津波、台風など

の災害時の対応方法

について考えること

ができる。（高 1 段階

B イ(イ)） 

(知･技) 

地震はプレートの動き

により起こることを理

解している。津波は海

底を震源とする地震に

より起こることを理解

している。台風は熱帯

低気圧が発達してで

き、暖かい海で発生し

た水蒸気がエネルギー

源であることを理解し

ている。 

 

(思･判･表) 

台風の進路を示した図

を見て、貿易風、太平洋

高気圧、偏西風が進路

に影響を与えているこ

とを考えることができ

ている。 

 

(主学) 

地震や津波、台風など

各災害の特徴を踏まえ

て対応方法について考

えることができてい

る。 

 

授業プリント(振り返

りシート)、活動の様

子、期末テストで評価

する。 

 

自然災害とそ

の対応方法 

 

・地震につい 

 て 

 

・津波につい 

 て 

 

・台風につい 

 て 

 

・災害時の対

応方法 

教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書を見な

がら、取り組み、黒板の解

答欄に自身の解答を記入す

る。 

 

教師の解説を聞きなが

ら、答え合わせを行う。間

違えた箇所や無記入の箇所

は再記入する。 

※解説の際には視聴覚機

器・iPad を使い、視覚的に

理解できるように促す。 

※適宜、実験を行い体験

的に理解できるように促

す。 

 

台風の進路を示した図を

見て、台風の進路に影響を

与えているものについて考

える。 

 

 地震や津波、台風など各

災害の対応方法について考

えてグループ内で発表し、

グループの意見をまとめ、

全体で発表する。 
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令和８年度 「理科」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

３５ ３学年 生徒９名 くらしに役立つ理科（東洋館出版社） 

 

年間 

目標 

(知及技)自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な

技能を身に付けることができる。 

(思判表力)観察、実験などを行い、解決の方法を考える力とより妥当な考えをつくりだす力を

身に付けることができる。 

(学・人)自然を愛する心情を身に付けるとともに、学んだことを主体的に生活に生かそうとす

る態度を身に付けることができる。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

13 

(知及技) 

私たちの生活を快適

にするために利用さ

れている物質の特徴

について学ぶ。（高 1

段階Ｃイ(ア)） 

 

(思判表力) 

私たちが利用してい

る物質を資源として

無駄遣いしないため

にどのようなことが

必要であるかを考え

ることができる。(高 2

段階 A ウ(ア)) 

 

(学・人) 

私たちが利用してい

る物質を資源として

無駄遣いしないため

にどのようなことを

工夫したりすればよ

いかを考えることが

できる。(高 2 段階 A

ウ(ア)(イ)) 

 

(知･技) 

私たちが生活に利用し

ている様々な物質の特

徴を理解している。 

 

(思･判･表) 

資源を無駄遣いしない

ために必要なことを考

えることができてい

る。 

 

(主学) 

資源を無駄遣いしない

ために日常生活でどの

ような工夫をすればよ

いかを考えることがで

きている。 

 

授業プリント(振り返

りシート)、活動の様

子、期末テストで評価

する。 

身のまわりに

ある物質 

 

・プラスチッ

クの特徴 

・金属の特徴 

 

・ガラスの特 

 徴 

・セメントの

特徴 

・その他(セラ

ミックス、

ガラス繊維

等 ) の物質

の特徴 

教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書を見な

がら、取り組み、黒板の解

答欄に自身の解答を記入す

る。 

 

教師の解説を聞きなが

ら、答え合わせを行う。間

違えた箇所や無記入の箇所

は再記入する。 

※解説の際には視聴覚機

器・iPad を使い、視覚的に

理解できるように促す。 

※適宜、実験を行い体験

的に理解できるように促

す。 

 

 資源を守るために必要な

ことや日常生活でできるこ

とを考えてグループ内で発

表し、グループの意見をま

とめ、全体で発表する。 

２

学

期 

14 

(知及技) 

私たちの生活に欠か

せない様々なエネル

ギーや機械の特徴、安

全性について学ぶ。

（高 2 段階Ｃエ(ア)） 

 

 

 

 

(知･技) 

私たちが生活に利用し

ている様々なエネルギ

ーや機械の特徴、安全

性について理解してい

る。 

 

 

 

 

日常生活に係

わるエネルギ

ーと機械 

 

・私たちが利

用するエネ

ルギー ( 電

気、ガス、石

油 ) につい

て 

教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書を見な

がら、取り組み、黒板の解

答欄に自身の解答を記入す

る。 

 

教師の解説を聞きなが

ら、答え合わせを行う。間

違えた箇所や無記入の箇所

は再記入する。 
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(思判表力) 

持続可能な社会に向

けたエネルギーの使

い方において、どのよ

うなことが必要であ

るかを考えることが

できる。(高 2 段階 A

ウ(ア)、高 2 段階Ｃエ

(イ)) 

 

(学・人) 

持続可能な社会に向

けたエネルギーの使

い方において、どのよ

うなことを工夫した

りすればよいかを考

えることができる。 

( 高 2 段 階 A ウ

(ア)(イ)、高 2 段階Ｃ

エ(イ)) 

 

(思･判･表) 

持続可能な社会に向け

たエネルギーの使用方

法について必要なこと

を考えることができて

いる。 

 

(主学) 

持続可能な社会に向け

たエネルギーの使い方

において、日常生活で

どのような工夫をすれ

ばよいかを考えること

ができている。 

 

授業プリント(振り返

りシート)、活動の様

子、期末テストで評価

する。 

 

・電気製品や

ガス機器の

安全な使い

方 

※解説の際には視聴覚機

器・iPad を使い、視覚的に

理解できるように促す。 

※適宜、実験を行い体験

的に理解できるように促

す。 

 

 持続可能な社会に向けた

エネルギーの使い方におい

て、必要なことや日常生活

でできることを考えてグル

ープ内で発表し、グループ

の意見をまとめ、全体で発

表する。 

３

学

期 

8 

(知及技) 

私たちが生活を快適

にするために利用し

ている生活用薬品や

医薬品の性質及び正

しい使用法や服用法

を学ぶ。（高 2 段階Ｃ

イ(ア)） 

 

(思判表力) 

私たちが利用してい

る生活用薬品を挙げ、

どのような時に利用

しているのかを考え

ることができる。（高 2

段階Ｃイ(イ)） 

 

(学・人) 

病気や体調が悪い時

に、その症状に応じて

使用する医薬品や服

用方法について考え

ることができる。（高 2

段階Ｃイ(イ)） 

 

(知･技) 

私たちが利用している

生活用薬品や医薬品の

性質及び正しい使用法

や服用法を理解してい

る。 

 

(思･判･表) 

身の回りにある生活用

薬品を挙げ、どのよう

な時に利用しているの

かを考えることができ

ている。 

 

(主学) 

日常生活において病気

や体調が悪くなった時

に、その症状に応じて

使用する医薬品や服用

方法について考えるこ

とができている。 

 

授業プリント(振り返

りシート)、活動の様

子、期末テストで評価

する。 

 

身のまわりに

ある薬品と医

薬品 

 

・生活を快適

にする生活

用薬品とそ

の正しい使

い方 

 

・医薬品の主

作用と副作

用 

 

・医薬品の飲

み方 

教科書を基に作成したワ

ークシートに教科書を見な

がら、取り組み、黒板の解

答欄に自身の解答を記入す

る。 

 

教師の解説を聞きなが

ら、答え合わせを行う。間

違えた箇所や無記入の箇所

は再記入する。 

※解説の際には視聴覚機

器・iPad を使い、視覚的に

理解できるように促す。 

※適宜、実験を行い体験

的に理解できるように促

す。 

 

身の回りにある生活用薬

品を挙げ、どのような時に

利用しているのかを考え

る。 

 

日常生活において病気や

体調が悪くなった時に、そ

の症状に応じて使用する医

薬品や服用方法について考

える。 
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令和８年度 「 音楽 」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

７０ 1 学年 生徒 5 名 Tutti＋（教育出版）音楽Ⅰ 

 

年間 

目標 

(知及技) 曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、相

違工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けることができる。（高１段階） 

(思判表力) 音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを

味わって聴くことができるようにする。（高１段階） 

(学・人) 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感

性を育むとともに、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培うことができる。（高１

段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技)  

言葉の特性と曲種に

応じた発声との関わ

り、曲想と和楽器の音

色や奏法との関わり

を理解するとともに、

創意工夫を生かした

表現で演奏するため

に必要な曲にふさわ

しい発声、奏法、言葉

の発音、身体の使い方

などの技能を身に付

けることができる。

（高１段階 A ア（ア）、

イ（ア）） 

 

 (思判表力)  

音色、リズム、旋律を

知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰

囲気を感受しながら、

知覚したことと感受

したこととの関わり

について考え、歌唱表

現や器楽表現を創意

工夫することができ

る。（高１段階 A ア

（イ）、イ（イ）） 

 

(学・人) 

旋律や歌詞、曲想のも

つリズムとの関係に

(知･技)  

言葉の特性と曲種に応

じた発声との関わり、

曲想と和楽器の音色や

奏法との関わりを理解

するとともに、創意工

夫を生かした表現で演

奏するために必要な曲

にふさわしい発声、奏

法、言葉の発音、身体の

使い方などの技能を身

に付けることができて

いる。 

 

(思･判･表) 

音色、リズム、旋律を知

覚し、それらの働きが

生み出す特質や雰囲気

を感受しながら、知覚

したことと感受したこ

ととの関わりについて

考え、歌唱表現や器楽

表現を創意工夫するこ

とができている。 

 

(主学) 

旋律や歌詞、曲想のも

つリズムとの関係に関

心をもち、主体的・協働

的に歌唱や器楽の学習

活動に取り組むととも

に、音楽に対する感性

曲にふさわしい

発声で表情豊か

に歌おう 

・校歌 

・翼をください 

・春 

・Caro mio ben 

・O sole mio 

 

 

 

 

 

三線に親しみ、

演奏に挑戦しよ

う 

・安波節 

・安里屋ユンタ 

 

・校歌の斉唱，暗譜での歌

唱をする。 

・姿勢や呼吸法，発声法に

気をつけて，楽曲の特徴

を感じ取り，イメージを

もって歌う。 

・合唱で生まれる一体感

を味わって歌う。 

※正しい発声法や姿勢に

ついてイメージしやすい

言葉がけを行う。 

 

 

・郷土の音楽，琉球民謡，

琉球古典音楽を鑑賞し，

歴史や背景など理解を深

める琉球音楽の楽しさ奥

深さを味わう 

・三線のルーツや構造に

ついて学ぶ 

・三線の基本的な奏法や

工工四の読み方を学び，

弾き歌いで演奏する。 

※適宜個別指導を行う。 
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関心をもち、主体的・

協働的に歌唱や器楽

の学習活動に取り組

むとともに、音楽に対

する感性を豊かにし、

主体的・協働的に歌唱

や器楽の学習活動に

取り組むことができ

る。（高１段階 A ア

（ア）イ（ア）） 

を豊かにし、主体的・協

働的に歌唱や器楽の学

習活動に取り組むこと

ができている。 

２

学

期 

30 

(知及技)  

曲想と音楽の構造や

歌詞との関わりや音

楽の特徴と他の芸術

との関わりについて

理解するとともに、創

意工夫を生かした歌

唱・器楽表現をするた

めに必要な、曲にふさ

わしい発声、言葉の発

音、身体の使い方など

の技能を身に付けて

演奏することができ

る。（高１段階 A ア

（ア）、イ（ア）） 

 

(思判表力) 

音色、旋律、テクスチ

ュアを知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、知覚したことと感

受したこととの関わ

りについて考え、どの

ように演奏するかに

ついて表現意図をも

つとともに、曲や演奏

に対する評価とその

根拠について考え、音

楽のよさや美しさを

自ら味わって聴くこ

とができる。（高１段

階 A ア（イ）（ウ）、イ

（イ）（ウ）、Ｂア（ア）） 

 

(学・人) 

曲想と音楽の構造や

歌詞との関わりや音

楽の特徴と他の芸術

との関わりに関心を

もち、主体的・協働的

に歌唱、鑑賞の学習活

(知･技) 

曲想と音楽の構造や歌

詞との関わりや音楽の

特徴と他の芸術との関

わりについて理解する

とともに、創意工夫を

生かした歌唱・器楽表

現をするために必要

な、曲にふさわしい発

声、言葉の発音、身体の

使い方などの技能を身

に付けて演奏すること

ができている。 

 

(思･判･表) 

音色、旋律、テクスチュ

アを知覚し、それらの

働きを感受しながら、

知覚したことと感受し

たこととの関わりにつ

いて考え、どのように

演奏するかについて表

現意図をもつととも

に、曲や演奏に対する

評価とその根拠につい

て考え、音楽のよさや

美しさを自ら味わって

聴くことができてい

る。 

 

(主学) 

曲想と音楽の構造や歌

詞との関わりや音楽の

特徴と他の芸術との関

わりに関心をもち、主

体的・協働的に歌唱、鑑

賞の学習活動に取り組

むことができている。 

ミュージカル映

画を鑑賞しよう 

・サウンドオブ

ミュージック 

 

 

 

「楽器の世界」 

～ハンドベル演

奏、キーボード

演奏～ 

・クリスマスソ

ング 

・海の声 

 

 

・ミュージカルの歴史に

ついて学び、曲を味わい

ながら鑑賞する。 

※ミュージカル映画に登

場する曲名が視覚的にわ

かるように表示する。 

 

・音楽の諸要素について

学び，音楽の構成につい

て考える。 

・運指法やキーボードの

基礎的な知識を学ぶ。 

・五線，音階，音符と休符，

楽語等を理解する。 

・ハンドベルの奏法につ

いて学び，それぞれの役

割の重要さを認識しなが

ら，合奏の面白さを感じ

る。 

※生徒同士で教え合うこ

とができるよう、一音を

２人以上が担当するよう

配置する。 
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動に取り組むことが

できる。（高１段階 A

ア（ア）イ（ア）） 

３

学

期 

14 

(知及技) 

ことばの響き、音型な

どの特徴及び構成上

の特徴について、表し

たいイメージと関わ

らせて理解し、創意工

夫を生かした創作表

現をするために必要

な、反復、変化などの

手法を活用して音楽

をつくる技能を身に

付け、創作で表すとと

もに、創意工夫を生か

した歌唱・器楽表現を

するために必要な、曲

にふさわしい発声、言

葉の発音、身体の使い

方などの技能を身に

付け、歌唱や器楽で表

すことができる。（高

１段階 A ウ（ア）） 

 

(思判表力) 

音色、リズム、構成を

知覚し、それらの働き

を感受しながら、知覚

したことと感受した

こととの関わりにつ

いて考え、どのように

音楽をつくり、どのよ

うに演奏するかにつ

いて表現意図をもつ

ことができる。（高１

段階 A ウ（イ）（ウ）） 

 

(学・人) 

ことばの響き、音型な

どの特徴に関心をも

ち、主体的・協働的に

創作の学習活動や歌

唱・器楽の学習活動に

取り組むことができ

る。（高１段階 A ウ

（ア）） 

 

(知･技) 

ことばの響き、音型な

どの特徴及び構成上の

特徴について、表した

いイメージと関わらせ

て理解し、創意工夫を

生かした創作表現をす

るために必要な、反復、

変化などの手法を活用

して音楽をつくる技能

を身に付け、創作で表

すとともに、創意工夫

を生かした歌唱・器楽

表現をするために必要

な、曲にふさわしい発

声、言葉の発音、身体の

使い方などの技能を身

に付け、歌唱や器楽で

表すことができてい

る。 

 

(思･判･表) 

音色、リズム、構成を知

覚し、それらの働きを

感受しながら、知覚し

たことと感受したこと

との関わりについて考

え、どのように音楽を

つくり、どのように演

奏するかについて表現

意図をもつことができ

ている。 

 

(主学) 

ことばの響き、音型な

どの特徴に関心をも

ち、主体的・協働的に創

作の学習活動や歌唱・

器楽の学習活動に取り

組むことができてい

る。 

発音や発声を工

夫して声による

アンサンブルを

つくろう 

 

 

 

さまざまな器楽

アンサンブルを

楽しもう 

・クラスコンサ

ート 

 

 

・１・２学期で学習した音

楽の知識や，歌唱，器楽の

技術を生かして短い音楽

の創作活動を行う。・ 

※創作活動の指針となる

よう、例を提示する。 

 

・グループを作ってコン

サートを行うことでアン

サンブルの楽しさを味わ

う。 

・１・２学期で学習した音

楽の知識や，歌唱，器楽の

技術を生かして，創造的

な表現や演奏を目指す 

・コンサートで互いに鑑

賞しあうことで音楽のよ

さやアンサンブルのよさ

を味わう。 

※生徒同士で教え合うこ

とができるよう、一つの

パートを２人以上が担当

するよう配置する。 
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令和８年度 「 音楽 」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

７０ ２学年 生徒 5 名 Tutti＋（教育出版）音楽Ⅰ 

 

年間 

目標 

(知及技) 曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、相

違工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けることができる。（高１段階） 

(思判表力) 音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを

味わって聴くことができるようにする。（高１段階） 

(学・人) 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感

性を育むとともに、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培うことができる。（高１

段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技)  

言葉の特性と曲種に

応じた発声との関わ

り、曲想と和楽器の音

色や奏法との関わり

を理解するとともに、

創意工夫を生かした

表現で演奏するため

に必要な曲にふさわ

しい発声、奏法、言葉

の発音、身体の使い方

などの技能を身に付

けることができる。

（高１段階 A ア（ア）、

イ（ア）） 

 

 (思判表力)  

音色、リズム、旋律を

知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰

囲気を感受しながら、

知覚したことと感受

したこととの関わり

について考え、歌唱表

現や器楽表現を創意

工夫することができ

る。（高１段階 A ア

（イ）、イ（イ）） 

 

(学・人) 

旋律や歌詞、曲想のも

つリズムとの関係に

(知･技)  

言葉の特性と曲種に応

じた発声との関わり、

曲想と和楽器の音色や

奏法との関わりを理解

するとともに、創意工

夫を生かした表現で演

奏するために必要な曲

にふさわしい発声、奏

法、言葉の発音、身体の

使い方などの技能を身

に付けることができて

いる。 

 

(思･判･表) 

音色、リズム、旋律を知

覚し、それらの働きが

生み出す特質や雰囲気

を感受しながら、知覚

したことと感受したこ

ととの関わりについて

考え、歌唱表現や器楽

表現を創意工夫するこ

とができている。 

 

(主学) 

旋律や歌詞、曲想のも

つリズムとの関係に関

心をもち、主体的・協働

的に歌唱や器楽の学習

活動に取り組むととも

に、音楽に対する感性

曲にふさわしい

発声で表情豊か

に歌おう 

・校歌 

・翼をください 

・春 

・Caro mio ben 

・O sole mio 

 

 

 

 

 

三線に親しみ、

演奏に挑戦しよ

う 

・安波節 

・安里屋ユンタ 

 

・校歌の斉唱，暗譜での歌

唱をする。 

・姿勢や呼吸法，発声法に

気をつけて，楽曲の特徴

を感じ取り，イメージを

もって歌う。 

・合唱で生まれる一体感

を味わって歌う。 

※正しい発声法や姿勢に

ついてイメージしやすい

言葉がけを行う。 

 

 

・郷土の音楽，琉球民謡，

琉球古典音楽を鑑賞し，

歴史や背景など理解を深

める琉球音楽の楽しさ奥

深さを味わう 

・三線のルーツや構造に

ついて学ぶ 

・三線の基本的な奏法や

工工四の読み方を学び，

弾き歌いで演奏する。 

※適宜個別指導を行う。 
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関心をもち、主体的・

協働的に歌唱や器楽

の学習活動に取り組

むとともに、音楽に対

する感性を豊かにし、

主体的・協働的に歌唱

や器楽の学習活動に

取り組むことができ

る。（高１段階 A ア

（ア）イ（ア）） 

を豊かにし、主体的・協

働的に歌唱や器楽の学

習活動に取り組むこと

ができている。 

２

学

期 

30 

(知及技)  

曲想と音楽の構造や

歌詞との関わりや音

楽の特徴と他の芸術

との関わりについて

理解するとともに、創

意工夫を生かした歌

唱・器楽表現をするた

めに必要な、曲にふさ

わしい発声、言葉の発

音、身体の使い方など

の技能を身に付けて

演奏することができ

る。（高１段階 A ア

（ア）、イ（ア）） 

 

(思判表力) 

音色、旋律、テクスチ

ュアを知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、知覚したことと感

受したこととの関わ

りについて考え、どの

ように演奏するかに

ついて表現意図をも

つとともに、曲や演奏

に対する評価とその

根拠について考え、音

楽のよさや美しさを

自ら味わって聴くこ

とができる。（高１段

階 A ア（イ）（ウ）、イ

（イ）（ウ）、Ｂア（ア）） 

 

(学・人) 

曲想と音楽の構造や

歌詞との関わりや音

楽の特徴と他の芸術

との関わりに関心を

もち、主体的・協働的

に歌唱、鑑賞の学習活

(知･技) 

曲想と音楽の構造や歌

詞との関わりや音楽の

特徴と他の芸術との関

わりについて理解する

とともに、創意工夫を

生かした歌唱・器楽表

現をするために必要

な、曲にふさわしい発

声、言葉の発音、身体の

使い方などの技能を身

に付けて演奏すること

ができている。 

 

(思･判･表) 

音色、旋律、テクスチュ

アを知覚し、それらの

働きを感受しながら、

知覚したことと感受し

たこととの関わりにつ

いて考え、どのように

演奏するかについて表

現意図をもつととも

に、曲や演奏に対する

評価とその根拠につい

て考え、音楽のよさや

美しさを自ら味わって

聴くことができてい

る。 

 

(主学) 

曲想と音楽の構造や歌

詞との関わりや音楽の

特徴と他の芸術との関

わりに関心をもち、主

体的・協働的に歌唱、鑑

賞の学習活動に取り組

むことができている。 

ミュージカル映

画を鑑賞しよう 

・サウンドオブ

ミュージック 

 

 

 

「楽器の世界」 

～ハンドベル演

奏、キーボード

演奏～ 

・クリスマスソ

ング 

・海の声 

 

 

・ミュージカルの歴史に

ついて学び、曲を味わい

ながら鑑賞する。 

※ミュージカル映画に登

場する曲名が視覚的にわ

かるように表示する。 

 

・音楽の諸要素について

学び，音楽の構成につい

て考える。 

・運指法やキーボードの

基礎的な知識を学ぶ。 

・五線，音階，音符と休符，

楽語等を理解する。 

・ハンドベルの奏法につ

いて学び，それぞれの役

割の重要さを認識しなが

ら，合奏の面白さを感じ

る。 

※生徒同士で教え合うこ

とができるよう、一音を

２人以上が担当するよう

配置する。 
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動に取り組むことが

できる。（高１段階 A

ア（ア）イ（ア）） 

３

学

期 

14 

(知及技) 

ことばの響き、音型な

どの特徴及び構成上

の特徴について、表し

たいイメージと関わ

らせて理解し、創意工

夫を生かした創作表

現をするために必要

な、反復、変化などの

手法を活用して音楽

をつくる技能を身に

付け、創作で表すとと

もに、創意工夫を生か

した歌唱・器楽表現を

するために必要な、曲

にふさわしい発声、言

葉の発音、身体の使い

方などの技能を身に

付け、歌唱や器楽で表

すことができる。（高

１段階 A ウ（ア）） 

 

(思判表力) 

音色、リズム、構成を

知覚し、それらの働き

を感受しながら、知覚

したことと感受した

こととの関わりにつ

いて考え、どのように

音楽をつくり、どのよ

うに演奏するかにつ

いて表現意図をもつ

ことができる。（高１

段階 A ウ（イ）（ウ）） 

 

(学・人) 

ことばの響き、音型な

どの特徴に関心をも

ち、主体的・協働的に

創作の学習活動や歌

唱・器楽の学習活動に

取り組むことができ

る。（高１段階 A ウ

（ア）） 

 

(知･技) 

ことばの響き、音型な

どの特徴及び構成上の

特徴について、表した

いイメージと関わらせ

て理解し、創意工夫を

生かした創作表現をす

るために必要な、反復、

変化などの手法を活用

して音楽をつくる技能

を身に付け、創作で表

すとともに、創意工夫

を生かした歌唱・器楽

表現をするために必要

な、曲にふさわしい発

声、言葉の発音、身体の

使い方などの技能を身

に付け、歌唱や器楽で

表すことができてい

る。 

 

(思･判･表) 

音色、リズム、構成を知

覚し、それらの働きを

感受しながら、知覚し

たことと感受したこと

との関わりについて考

え、どのように音楽を

つくり、どのように演

奏するかについて表現

意図をもつことができ

ている。 

 

(主学) 

ことばの響き、音型な

どの特徴に関心をも

ち、主体的・協働的に創

作の学習活動や歌唱・

器楽の学習活動に取り

組むことができてい

る。 

発音や発声を工

夫して声による

アンサンブルを

つくろう 

 

 

 

さまざまな器楽

アンサンブルを

楽しもう 

・クラスコンサ

ート 

 

 

・１・２学期で学習した音

楽の知識や，歌唱，器楽の

技術を生かして短い音楽

の創作活動を行う。・ 

※創作活動の指針となる

よう、例を提示する。 

 

・グループを作ってコン

サートを行うことでアン

サンブルの楽しさを味わ

う。 

・１・２学期で学習した音

楽の知識や，歌唱，器楽の

技術を生かして，創造的

な表現や演奏を目指す 

・コンサートで互いに鑑

賞しあうことで音楽のよ

さやアンサンブルのよさ

を味わう。 

※生徒同士で教え合うこ

とができるよう、一つの

パートを２人以上が担当

するよう配置する。 
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令和８年度 「美術」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 １学年 生徒５名 美術１（光村図書出版） 

 

年間 

目標 

(知及技) 造形的な視点について理解するとともに，表現方法を創意工夫し，創造的 

に表すことができるようにする。（1 段階） 

(思判表力) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫などについて考え，主題を生み 

出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化などに対する見方や感じ 

方を深めたりすることができるようにする。（1 段階） 

(学・人) 美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，感性を豊か 

にし，心豊かな生活を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。（1 段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

 安全に道具を扱う

事を学ぶ。（高 1 段階

A イ（ア）） 

 

(思判表力) 

 自由な発想で単純

な形や線を繰り返し、

変化とまとまりのあ

る美しい模様をデザ

インすることができ

る。高 1 段階 A ア

（イ）） 

 

(学・人) 

・計画的に作業を進

めることができる。 

・誠実な態度で作品

を仕上げることがで

きる。（高 1 段階 B ア

（ア）） 

 

(知･技) 

 用具を安全に扱う。 

 

 

 

(思･判･表) 

 自由な発想で単純な

形や線を繰り返し、変

化とまとまりのある美

しい模様をデザインす

る。 

 

 

 

(主学) 

・計画的に作業を進め

る。 

・誠実な態度で作品を

仕上げる。 

・自己紹介デッサ

ン 

 

・模様とは 

 

・ゼンタンクル 

 

・切り絵 

 

・島ぞうりカービン

グ 

 

・撮影、鑑賞 

 技法にとらわれず自

由に、目前の対象物をデ

ッサンし自己アピール

をする。 

 

 5 ㎝角の小さなマス

目に自由な発想で線や

形を繰り返し表現する。 

  

 用具の特性を理解す

るために様々な形や線

をカットする。 

 

 完成作品を鑑賞し合

い意図や工夫を感じ取

り話し合う。 
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２

学

期 

30 

(知及技) 

 材料や用具の特性

の生かすことができ

る。（高 1 段階 A イ

（ア）） 

 

(思判表力) 

 物体に当たる光と

影を見つけ、意図に応

じた表現を工夫して

描写することができ

る。（高 1 段階 A ア

（イ）） 

 

(学・人) 

 お互いの作品を鑑

賞しあうことで、表現

や構成のおもしろさ、

美しさに気づくこと

ができる。（高 1 段階

B ア（ア）） 

 

(知･技) 

 材料や用具の特性の

生かし方を身につけ

る。 

 

 

(思･判･表) 

 物体に当たる光と影

を見つけ、意図に応じ

た表現を工夫して描写

する。 

 

 

 

(主学) 

 お互いの作品を鑑賞

し合い、表現や構成の

おもしろさ、美しさに

気づく。 

・測って描く 

 

・木炭デッサン 

 

・鑑賞 

 光と影の関係につい

て対象物を見ながら多

方面から観察する。 

 

 紙の性質や特性を感

じながら素材の扱い方

や表現の幅を広げる。 

 

対象物のアウトライン

を意識させる。 

 

 完成作品を鑑賞し合

い、意図や工夫を感じ取

り、話し合う。 

３

学

期 

14 

(知及技) 

 主題をもとに形や

色構想を練り、構図を

考えアイデアを出す

ことができる。（高 1

段階 A ア（ア）） 

 

(思判表力) 

 好きな曲から感じ

取ったひらめきや発

想、イメージをアウト

プットすることに挑

戦できる。 

（高 1 段階 A ア（ア）） 

 

(学・人) 

 主体的に感じ取っ

たことや考えたこと

などを基に表現の創

造活動に取り組むこ

とができる。（高 1 段

階 B ア（ア）） 

(知･技) 

 主題を基に形や色、

構想を練り、構図を考

えアイデアを出す。 

 

 

 

(思･判･表) 

 好きな曲から感じ取

ったひらめきや発想、

イメージをアウトプッ

トする。 

 

 

 

(主学) 

 主体的に感じ取った

ことや考えたことなど

を基に表現の創造活動

に取り組む。 

・見えないもの

を描く 

 

・音を絵で表現 

 

・鑑賞 

 ・好きな曲を基に描く

題材を決める。 

  

 主題を基に自由な発

想でアイデアスケッチ

をしイメージをアウト

プットする。 

 

 アイデアスケッチを

基に形や色、構図などの

構想を練り下描きをす

る。 

  

 表したいイメージを

基に、材料や表現方法を

工夫して制作する。 

  

 完成作品を鑑賞し合

い意図や工夫を感じ取

り話し合う。 
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令和８年度 「美術」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 ２学年 生徒５名 美術１（光村図書出版） 

 

年間 

目標 

(知及技) 造形的な視点について理解するとともに，表現方法を創意工夫し，創造的 

に表すことができるようにする。（1 段階） 

(思判表力) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫などについて考え，主題を生み 

出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化などに対する見方や感じ 

方を深めたりすることができるようにする。（1 段階） 

(学・人) 美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，感性を豊か 

にし，心豊かな生活を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。（1 段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

 安全に道具を扱う

事を学ぶ。（高 1 段階

A イ（ア）） 

 

(思判表力) 

 自由な発想で単純

な形や線を繰り返し、

変化とまとまりのあ

る美しい模様をデザ

インすることができ

る。高 1 段階 A ア

（イ）） 

 

(学・人) 

・計画的に作業を進

めることができる。 

・誠実な態度で作品

を仕上げることがで

きる。（高 1 段階 B ア

（ア）） 

 

(知･技) 

 用具を安全に扱う。 

 

 

 

(思･判･表) 

 自由な発想で単純な

形や線を繰り返し、変

化とまとまりのある美

しい模様をデザインす

る。 

 

 

 

(主学) 

・計画的に作業を進め

る。 

・誠実な態度で作品を

仕上げる。 

・自己紹介デッサ

ン 

 

・模様とは 

 

・ゼンタンクル 

 

・切り絵 

 

・島ぞうりカービン

グ 

 

・撮影、鑑賞 

 技法にとらわれず自

由に、目前の対象物を

デッサンし自己アピー

ルをする。 

 

 5 ㎝角の小さなマス

目に自由な発想で線や

形を繰り返し表現す

る。 

  

 用具の特性を理解す

るために様々な形や線

をカットする。 

 

 完成作品を鑑賞し合

い意図や工夫を感じ取

り話し合う。 
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２

学

期 

30 

(知及技) 

 材料や用具の特性

の生かすことができ

る。（高 1 段階 A イ

（ア）） 

 

(思判表力) 

 物体に当たる光と

影を見つけ、意図に応

じた表現を工夫して

描写することができ

る。（高 1 段階 A ア

（イ）） 

 

(学・人) 

 お互いの作品を鑑

賞しあうことで、表現

や構成のおもしろさ、

美しさに気づくこと

ができる。（高 1 段階

B ア（ア）） 

 

(知･技) 

 材料や用具の特性の

生かし方を身につけ

る。 

 

 

(思･判･表) 

 物体に当たる光と影

を見つけ、意図に応じ

た表現を工夫して描写

する。 

 

 

 

(主学) 

 お互いの作品を鑑賞

し合い、表現や構成の

おもしろさ、美しさに

気づく。 

・測って描く 

 

・木炭デッサン 

 

・鑑賞 

 光と影の関係につい

て対象物を見ながら多

方面から観察する。 

 

 紙の性質や特性を感

じながら素材の扱い方

や表現の幅を広げる。 

 

対象物のアウトライン

を意識させる。 

 

 完成作品を鑑賞し合

い、意図や工夫を感じ

取り、話し合う。 

３

学

期 

14 

(知及技) 

 主題をもとに形や

色構想を練り、構図を

考えアイデアを出す

ことができる。（高 1

段階 A ア（ア）） 

 

(思判表力) 

 好きな曲から感じ

取ったひらめきや発

想、イメージをアウト

プットすることに挑

戦できる。 

（高 1 段階 A ア（ア）） 

 

(学・人) 

 主体的に感じ取っ

たことや考えたこと

などを基に表現の創

造活動に取り組むこ

とができる。（高 1 段

階 B ア（ア）） 

(知･技) 

 主題を基に形や色、

構想を練り、構図を考

えアイデアを出す。 

 

 

 

(思･判･表) 

 好きな曲から感じ取

ったひらめきや発想、

イメージをアウトプッ

トする。 

 

 

 

(主学) 

 主体的に感じ取った

ことや考えたことなど

を基に表現の創造活動

に取り組む。 

・見えないものを

描く 

 

・音を絵で表現 

 

・鑑賞 

 ・好きな曲を基に描

く題材を決める。 

  

 主題を基に自由な発

想でアイデアスケッチ

をしイメージをアウト

プットする。 

 

 アイデアスケッチを

基に形や色、構図など

の構想を練り下描きを

する。 

  

 表したいイメージを

基に、材料や表現方法

を工夫して制作する。 

  

 完成作品を鑑賞し合

い意図や工夫を感じ取

り話し合う。 
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令和８年度 「美術」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 ３学年 生徒 10 名 なし 

 

年間 

目標 

(知及技) 造形的な視点について理解するとともに，表現方法を創意工夫し，創造的 

に表すことができるようにする。（1 段階） 

(思判表力) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫などについて考え，主題を生み 

出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化などに対する見方や感じ 

方を深めたりすることができるようにする。（1 段階） 

(学・人) 美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，感性を豊か 

にし，心豊かな生活を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。（1 段階） 

学
期 

時
数 単元・題材の目標 

単元・題材の評価

基準 
単元・題材名 

単元・題材の活動

内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

 画材や用具、情報機

器を扱う事を学ぶ。（1

段階 A イ（ア）） 

 

(思判表力) 

 自由な発想で構図

や構成を考え作品に

することができる。1

段階 A ア（イ）） 

 

(学・人) 

・計画的に作業を進

めることができる。 

・誠実な態度で作品

を仕上げることがで

きる。（1 段階 B ア

（ア）） 

(知･技) 

 用具や情報機器

を安全に扱う。 

 

(思･判･表) 

 自由な発想で単

純な形や線を繰り

返し、変化とまと

まりのある美しい

模様をデザインす

る。 

 

(主学) 

・計画的に作業を

進める。 

・誠実な態度で作

品を仕上げる。 

・自由な発想で絵を描いて

みよう 

 

・タブレット機器 

校内外の風景を撮影 

 

 

・タブレット機器 

で絵を描く。 

 

 

無料アプリ 

「アイビスペイント」を使用 

 

 

・鑑賞、ディスカッション 

自由な発想で線

や形を繰り返し表

現する。 

  

 素材や用具の特

性を理解し、様々な

形や線をカットし

たり、構成を考えて

貼り付けたりする。 

 

 完成作品を鑑賞

し合い意図や工夫

を感じ取り話し合

う。 

２

学

期 

30 

(知及技) 

 情報機器の特性を

理解し、作品を制作す

ることができる。（高1

段階 A イ（ア）） 

 

(思判表力) 

 意図に応じた表現

を工夫して具現化す

ることができる。（高1

段階 A ア（イ）） 

 

 

(知･技) 

 情報機器の特性

の生かし方を身に

つける。 

 

 

(思･判･表) 

 意図に応じた表

現を工夫して具現

化する。 

 

 

 

・タブレット機器   

で写真を撮影し、 

組み写真にする。 

 

 

・タブレット機器 

で無料アプリ 

「iMovie」を使用。 

 

・鑑賞、ディスカッション 

 

 

 

 特性を生かして、

イメージを具現化

する。 

 

対象物を見なが

ら多方面から観察

する。 

 

 情報機器やアプ

リの操作、扱い方、

表現の幅を広げる。 
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(学・人) 

 お互いの作品を鑑

賞しあうことで、表現

や構成のおもしろさ、

美しさに気づくこと

ができる。（高 1 段階

B ア（ア）） 

(主学) 

 お互いの作品を

鑑賞し合い、表現

や構成のおもしろ

さ、美しさに気づ

く。 

・タブレット機器 

で無料アプリ 

「Stop Motion」を使用。 

 

 

・名画の鑑賞と 

 ディスカッション 

 

 完成作品を鑑

賞し合い、意図や工

夫を感じ取り、話し

合う。 

３

学

期 

14 

(知及技) 

 主題をもとに形や

色構想を練り、構図を

考えアイデアを出す

ことができる。（高 1

段階 A ア（ア）） 

 

(思判表力) 

 イメージをアウト

プットすることに挑

戦できる。 

（高 1 段階 A ア（ア）） 

 

(学・人) 

 主体的に感じ取っ

たことや考えたこと

などを基に表現の創

造活動に取り組むこ

とができる。（高 1 段

階 B ア（ア）） 

(知･技) 

 主題を基に形や

色、構想を練り、構

図を考えアイデア

を出す。 

 

 

 

(思･判･表) 

 感じ取ったひら

めきや発想、イメ

ージをアウトプッ

トする。 

 

 

 

(主学) 

 主体的に感じ取

ったことや考えた

ことなどを基に表

現の創造活動に取

り組む。 

・タブレット機器 

で無料アプリ 

「Cup Cut」を使用。 

 

・「Stop Motion」で作成し

た動画に音を挿入して編

集。 

 

・タブレット機器 

で無料アプリ 

「Cup Cut」を使用して 

高校の思い出を作成する。 

 

 

 

 

・名画の鑑賞と 

 ディスカッション 

 主題を基に自由

な発想でイメージ

をアウトプットす

る。 

 

 アイデアを基に

形や色、構図などの

構想を練り制作を

する。 

  

 表したいイメー

ジを基に、材料や表

現方法を工夫して

制作する。 

  

 完成作品を鑑賞

し合い意図や工夫

を感じ取り話し合

う。 
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令和８年度 「保健体育」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

105 
１学年  

生徒１０名 
くらしに役立つ「保健体育」（東洋館出版社） 

 

年間 

目標 

(知及技)各種の運動の楽しさや喜びを味わい，その特性に応じた技能等や心身の発育・発達，個人 

生活に必要な健康・安全に関する事柄などを理解するとともに，技能を身に付けるように 

する。 

(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し，その解決のための 

方策を工夫したり，仲間と考えたりしたことを，他者に伝える力を養う 

(学・人)各種の運動における多様な経験を通して，きまりやルール，マナーなどを守り，仲間と協 

力したり，場や用具の安全を確保したりし，自己の最善を尽くして自主的に運動をする態 

度を養う。また，健康・安全に留意し，健康の保持増進と回復に積極的に取り組む態度を 

養う  

学

期 

時

数 
単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

年

間

を

通

し

て

指

導 

４

月 

｜

３

月 

(知及技)  

・心身の発育・発達，傷害

の防止及び疾病の予防等

の理解を深めるととも

に，健康で安全な個人生

活及び社会生活を営むた

めの目的に応じた技能を

身に付けることができ

る。(高校 2 段階 I ア) 

 

(思判表力) 

・ 健康・安全に関わる自

他の課題を発見し、より

よい解決のために仲間と

思考し判断したことを、

目的や状況に応じて他者

に伝えることができる。

(高校 2 段階 I イ) 

 

(学・人) 

・生涯にわたって継続し

て健康の保持増進を目指

す態度を養うことができ

る。（高校 2 段階(1)目標） 

 

(知･技) 

・ 心身の発育・発達，傷害

の防止及び疾病の予防等の

理解を深めるとともに，健

康で安全な個人生活及び社

会生活を営むための目的に

応じた技能を身に付けるこ

とができている。 

 

 

(思･判･表) 

・ 健康・安全に関わる自他

の課題を発見し、よりよい

解決のために仲間と思考し

判断したことを、目的や状

況に応じて他者に伝えるこ

とができている。 

 

 

(主学) 

・生涯にわたって継続して

健康の保持増進を目指す態

度を養うことができてい

る。 

 

保健 

・私たちの生活

と健康 

 

 

 

 

  

・心身の発育発

達と健康 

 

 

 

 

体育理論 

・運動やスポー

ツの多様性 

 

 

 

 

 

 

 

・健康の考え方 

・健康と運動 

・食事と健康 

・休養と健康 

・喫煙飲酒薬物乱用と健康 

 

 

・体の発育と発達 

・心の発育と発達 

・心と体の関係とストレス 

・欲求と適応機制 

・性教育について 

 （外部講師） 

 

・運動やスポーツの必要性と楽

しさ 

・運動やスポーツの多様な関わ

り方 

・運動やスポーツの安全な行い

方 

 

・新しいスポーツを体験しよう

（外部講師） 

１

学

期 

4 

～  

７ 

(36) 

(知及技)  

・体ほぐしの運動や体の

動きを高める運動を通し

て，体を動かす楽しさや

心地よさを味わい，その

行い方や方法を理解する

とともに，仲間と積極的

に関わったり，動きを持

続する能力などを高める

運動をしたりすることが

できる。(高校１段階 Aア) 

 

(思判表力)  

・体ほぐしの運動や体の

動きを高める運動につい

ての自他の課題を発見

し，その解決のための方

策を工夫したり，仲間と

考えたりしたことを他者

(知･技)  

・体ほぐしの運動や体の動

きを高める運動を通して，

体を動かす楽しさや心地よ

さを味わい，その行い方や

方法を理解するとともに，

仲間と積極的に関わった

り，動きを持続する能力な

どを高める運動をしようと

している。 

 

 

(思･判･表)  

体ほぐしの運動や体の動き

を高める運動についての自

他の課題を発見し，その解

決のための方策を工夫した

り，仲間と考えたりしたこ

とを他者に伝えようとして

体づくり運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・集団行動 

・体力テスト 

・サーキットトレーニング 

・エアロビクス 
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に伝えることができる。 

(高校１段階 A イ) 

 

(学・人) 

体ほぐしの運動や体の動

きを高める運動の多様な

経験を通して，きまりを

守り，仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保し

たりし，自主的に運動を

することができる。(高校

１段階 A ウ) 

 

(知及技)  

・器械運動の楽しさや喜

びを味わい，その特性に

応じた技能を理解すると

ともに技を身に付けるこ

とができる。 

(高校１段階 B ア) 

 

(思判表力)  

・器械運動についての自

他の課題を発見し，その

解決のための方策を工夫

したり，仲間と考えたり

したことを他者に伝える

こと。 

(高校１段階 B イ) 

 

(学・人)  

・器械運動の多様な経験

を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，仲

間と協力したり，場や器

械・器具の安全を確保し

たりし，自主的に運動を

することができる。 

(高校１段階 B ウ) 

 

 

(知及技)  

・水泳の楽しさや喜びを

味わい，その特性に応じ

た技能を理解するととも

に泳法を身に付けること

ができる。 

(高校１段階 D ア) 

 

(思判表力)  

・水泳についての自他の

課題を発見し，その解決

のための方策を工夫した

り，仲間と考えたりした

ことを他者に伝えること

ができる。 

 (高校１段階 D イ) 

 

(学・人)  

・水泳の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，仲間と

協力したり，場や用具の

安全を確保したりし，自

主的に運動をすることが

いる。 

 

 

(主学)  

・体ほぐしの運動や体の動

きを高める運動の多様な経

験を通して，きまりを守り，

仲間と協力したり，場や用

具の安全を確保したりし，

自主的に運動をしようとし

ている。 

 

 

(知･技)  

・器械運動の楽しさや喜び

を味わい，その特性に応じ

た技能を理解するとともに

技を身に付けている。 

 

 

 

(思･判･表)  

・器械運動についての自他

の課題を発見し，その解決

のための方策を工夫した

り，仲間と考えたりしたこ

とを他者に伝えようとして

いる。 

 

 

(主学)  

・器械運動の多様な経験を

通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，仲間と協

力したり，場や器械・器具の

安全を確保したりし，自主

的に運動をしようとしてい

る。 

 

 

 

(知･技)  

・水泳の楽しさや喜びを味

わい，その特性に応じた技

能を理解するとともに泳法

を身に付けている。 

 

 

 

(思･判･表)  

・水泳についての自他の課

題を発見し，その解決のた

めの方策を工夫したり，仲

間と考えたりしたことを他

者に伝えようとしている。 

 

 

 

(主学)  

・水泳の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，仲間と協力し

たり，場や用具の安全を確

保したりし，自主的に運動

をしようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械体操 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マット運動 

・前転  

・後転 

・開脚前転 

・開脚後転 

・側転 

・ロンダード 

・連続技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ビート板キック 

・面クロール 

・クロール 

・救助法 

・泳力測定 
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できる。 

(高校１段階 D ウ) 

 

 

(知及技)  

・球技の楽しさや喜びを

味わい，その特性に応じ

た技能を理解するととも

に技能を身に付け，簡易

化されたゲームを行うこ

とができる。 

(高校１段階 E ア) 

 

(思判表力)  

・球技についての自他の

課題を発見し，その解決

のための方策を工夫した

り，仲間と考えたりした

ことを他者に伝えること

ができる。 

(高校１段階 E イ) 

 

(学・人)  

・球技の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，仲間と

協力したり，場や用具の

安全を確保したりし，自

主的に運動をすることが

できる。 

(高校 2 段階 E ウ) 

 

 

 

 

 

(知･技)  

・球技の楽しさや喜びを味

わい，その特性に応じた技

能を理解するとともに技能

を身に付け，簡易化された

ゲームを行おうとしてい

る。 

 

 

(思･判･表)  

・球技についての自他の課

題を発見し，その解決のた

めの方策を工夫したり，仲

間と考えたりしたことを他

者に伝えようとしている。 

 

 

 

(主学)  

・球技の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，仲間と協力し

たり，場や用具の安全を確

保したりし，自主的に運動

しようとしている。 

 

 

 

 

 

球技Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バドミントン 

・卓球 

 

２

学

期 

 

 

９ 

～  

12 

(45) 

 

(知及技)  

・陸上競技の楽しさや喜

びを味わい，その特性に

応じた技能を理解すると

ともに技能を身に付ける

ことができる。 

(高校１段階 C ア) 

 

(思判表力)  

・陸上競技についての自

他の課題を発見し，その

解決のための方策を工夫

したり，仲間と考えたり

したことを他者に伝える

ことができる。 

(高校１段階 C イ) 

 

(学・人)  

・陸上競技の多様な経験

を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，仲

間と協力したり，場や用

具の安全を確保したり

し，自主的に運動をする

ことができる。 

(高校１段階 C ウ) 

 

(知及技) 

・空手の楽しさや喜びを

味わい，その特性に応じ

た技能を理解するととも

に，基本動作や基本とな

る技や型を身につけるこ

(知･技)  

・陸上競技の楽しさや喜び

を味わい，その特性に応じ

た技能を理解するとともに

技能を身に付けている。 

 

 

 

(思･判･表)  

・陸上競技についての自他

の課題を発見し，その解決

のための方策を工夫した

り，仲間と考えたりしたこ

とを他者に伝えようとして

いる。 

 

 

(主学)  

・陸上競技の多様な経験を

通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，仲間と協

力したり，場や用具の安全

を確保したりし，自主的に

運動をしようとしている。 
 

 

 

 

(知･技) 

・空手の楽しさや喜びを味

わい，その特性に応じた技

能を理解するとともに，基

本動作や基本となる技や型

を身につけている。 

陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武道 

・空手 

 

 

 

 

・短距離(50M、100m) 

・跳躍(走幅跳) 

・跳躍(走高跳) 

・投擲(ソフトボール投げ) 

・リレー 

・フォーム確認と改善 

・試走会・記録会（校外学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・礼法 

・基本（突き、蹴り、受け） 

・移動基本 

・型（普及型Ⅰ） 
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とができる。 

(高校１段階 F ア) 

 

(思判表力) 

・空手についての自他の

課題を発見し，その解決

のための方策を工夫した

り，仲間と考えたりした

ことを他者に伝えること

ができる。 

(高校１段階 F イ) 

 

(学・人) 

空手の多様な経験を通し

て，きまりや伝統的な行

動の仕方を守り，仲間と

協力したり，場や用具の

安全を確保したりし，自

主的に運動をすることが

できる。 

(高校１段階 F イ) 

 

 

(知及技)  

・ダンスの楽しさや喜び

を味わい，その行い方を

理解するとともに，技能

を身に付けることができ

る。 

(高校１段階 G ア) 

 

(思判表力)  

・ダンスについての自他

の課題を発見し，その解

決のための方策を工夫し

たり，仲間と考えたりし

たことを他者に伝えるこ

とができる。 

(高校１段階 G イ) 

 

(学・人)  

・ダンスの多様な経験を

通して，仲間の表現を認

め助け合ったり，場や用

具の安全を確保したり

し，自主的に運動をする

ことができる。 

(高校１段階 G イ) 

 

(知及技)  

・球技の楽しさや喜びを

味わい，その特性に応じ

た技能を理解するととも

に技能を身に付け，簡易

化されたゲームを行うこ

とができる。 

(高校１段階 E ア) 

(思判表力)  

・球技についての自他の

課題を発見し，その解決

のための方策を工夫した

り，仲間と考えたりした

ことを他者に伝えること

ができる。 

(高校１段階 E イ) 

 

 

 

 

(思･判･表) 

・空手についての自他の課

題を発見し，その解決のた

めの方策を工夫したり，仲

間と考えたりしたことを他

者に伝えようとしている。 

 

 

 

(主学) 

空手の多様な経験を通し

て，きまりや伝統的な行動

の仕方を守り，仲間と協力

したり，場や用具の安全を

確保したりし，自主的に運

動をしようとしている。 

 

 

 

(知･技)  

・ダンスの楽しさや喜びを

味わい，その行い方を理解

するとともに，技能を身に

付けようとしている。 

 

 

 

(思･判･表)  

・ダンスについての自他の

課題を発見し，その解決の

ための方策を工夫したり，

仲間と考えたりしたことを

他者に伝えようとしてい

る。 

 

 

(主学)  

・ダンスの多様な経験を通

して，仲間の表現を認め助

け合ったり，場や用具の安

全を確保したりし，自主的

に運動をしようとしてい

る。 

 

 
 

(知･技)  

・球技の楽しさや喜びを味

わい，その特性に応じた技

能を理解するとともに技能

を身に付け，簡易化された

ゲームを行おうとしてい

る。 

 

(思･判･表)  

・球技についての自他の課

題を発見し，その解決のた

めの方策を工夫したり，仲

間と考えたりしたことを他

者に伝えようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特体連ダンス 

・創作ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バレーボール 

・バスケットボール 
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(学・人)  

・球技の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，仲間と

協力したり，場や用具の

安全を確保したりし，自

主的に運動をすることが

できる。 

(高校 2 段階 E ウ) 

 

 

(主学)  

・球技の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，仲間と協力し

たり，場や用具の安全を確

保したりし，自主的に運動

をしようとしている。 

 

３

学

期 

 

１ 

～  

３ 

(24) 

 

(知及技)  

・陸上競技の楽しさや喜

びを味わい，その特性に

応じた技能を理解すると

ともに技能を身に付ける

ことができる。 

(高校１段階 C ア) 

 

(思判表力)  

・陸上競技についての自

他の課題を発見し，その

解決のための方策を工夫

したり，仲間と考えたり

したことを他者に伝える

ことができる。 

(高校１段階 C イ) 

 

(学・人)  

・陸上競技の多様な経験

を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，仲

間と協力したり，場や用

具の安全を確保したり

し，自主的に運動をする

ことができる。 

(高校１段階 C ウ) 

 

(知及技)  

・球技の楽しさや喜びを

味わい，その特性に応じ

た技能を理解するととも

に技能を身に付け，簡易

化されたゲームを行うこ

とができる。 

(高校１段階 E ア) 

 

(思判表力)  

・球技についての自他の

課題を発見し，その解決

のための方策を工夫した

り，仲間と考えたりした

ことを他者に伝えること

ができる。 

(高校１段階 E イ) 

(学・人)  

・球技の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，仲間と

協力したり，場や用具の

安全を確保したりし，自

主的に運動をすることが

できる。 

(高校１段階 E ウ) 

(知･技)  

・陸上競技の楽しさや喜び

を味わい，その特性に応じ

た技能を理解するとともに

技能を身に付けている。 

 

 

 

(思･判･表)  

・陸上競技についての自他

の課題を発見し，その解決

のための方策を工夫した

り，仲間と考えたりしたこ

とを他者に伝えようとして

いる。 

 

 

(主学)  

・陸上競技の多様な経験を

通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，仲間と協

力したり，場や用具の安全

を確保したりし，自主的に

運動をしようとしている。 
 

 

 

 

(知･技)  

・球技の楽しさや喜びを味

わい，その特性に応じた技

能を理解するとともに技能

を身に付け，簡易化された

ゲームを行おうとしてい

る。 

 

 

(思･判･表)  

・球技についての自他の課

題を発見し，その解決のた

めの方策を工夫したり，仲

間と考えたりしたことを他

者に伝えようとしている。 

 

(主学)  

・球技の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，仲間と協力し

たり，場や用具の安全を確

保したりし，自主的に運動

をしようとしている。 

陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技選択Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

・長距離 

・インターバル走 

・試走会・記録会（校外学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ソフトボール 

・バレーボール 

・サッカー 

・バスケットボール 
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令和８年度 「保健体育」 年間指導計画 

配当 

時数 
対象生徒 教科書 

105 ２学年 生徒１０名 くらしに役立つ「保健体育」（東洋館出版社） 

 

年間 

目標 

(知及技) 各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい，その特性に応じた技能等や心身の発育・発達，個人生活

及び社会生活に必要な健康・安全に関する事柄などの理解を深めるとともに，目的に応じた技能を

身に付けるようにする。 

(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し，よりよい解決のために仲間と思

考し判断したことを，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

(学・人) 各種の運動における多様な経験を通して，きまりやルール，マナーなどを守り，自己の役割を果た

し仲間と協力したり，場や用具の安全を確保したりし，生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。

また，健康・安全に留意し，健康の保持増進と回復に自主的に取り組む態度を養う。 

学

期 

時

数 
単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

年

間

を

通

し

て

指

導 

４

月 

｜

３

月 

(知及技)  

・心身の発育・発達，傷害

の防止及び疾病の予防等

の理解を深めるととも

に，健康で安全な個人生

活及び社会生活を営むた

めの目的に応じた技能を

身に付けることができ

る。(高校 2 段階 I ア) 

(思判表力) 

・ 健康・安全に関わる自

他の課題を発見し、より

よい解決のために仲間と

思考し判断したことを、

目的や状況に応じて他者

に伝えることができる。

(高校 2 段階 I イ) 

(学・人) 

・生涯にわたって継続し

て健康の保持増進を目指

す態度を養うことができ

る。（高校 2 段階(1)目標） 

 

(知･技) 

・ 心身の発育・発達，傷害

の防止及び疾病の予防等の

理解を深めるとともに，健

康で安全な個人生活及び社

会生活を営むための目的に

応じた技能を身に付けるこ

とができている。 

 

(思･判･表) 

・ 健康・安全に関わる自他

の課題を発見し、よりよい

解決のために仲間と思考し

判断したことを、目的や状

況に応じて他者に伝えるこ

とができている。 

 

(主学) 

・生涯にわたって継続して

健康の保持増進を目指す態

度を養うことができてい

る。 

 

保健 

・怪我をしない

ために 

 

 

 

・病気になった

時・けがをした

とき 

 

 

 

 

・運動するとき

の環境整備 

 

 

・チームゲーム

での役割と作戦 

 

 

 

・主なけがの種類と予防 

・作業前後 

・交通安全 

・自然災害(地震など) 

 

・診察を受ける 

・医薬品の正しいあつかい方 

・応急手当て 

・心肺蘇生法 

・交通事故にあったときの対応 

 

 

・器械や器具の扱い方 

・施設の利用の仕方 

・準備片付け 

 

・ルールを知る 

・役割を決める 

・作戦を立てる 

 

・新しいスポーツを体験しよう

（外部指導者） 

１

学

期 

4 

～  

７ 

(36) 

(知及技)  

・体ほぐしの運動や体の

動きを高める運動を通し

て，体を動かす楽しさや

心地よさを深く味わい，

その行い方や方法の理解

を深めるとともに，仲間

と自主的に関わったり，

動きを持続する能力など

を高める運動をしたりす

るとともに，それらを組

み合わせることができ

る。 

(高校 2 段階 A ア) 

 

(思判表力)  

体ほぐしの運動や体の動

きを高める運動について

の自他の課題を発見し，

よりよい解決のために仲

間と思考し判断したこと

(知･技)  

・体ほぐしの運動や体の動

きを高める運動を通して，

体を動かす楽しさや心地よ

さを深く味わい，その行い

方や方法の理解を深めると

ともに，仲間と自主的に関

わったり，動きを持続する

能力などを高める運動をし

たりするとともに，それら

を組み合わせようとしてい

る。 

 

 

 

(思･判･表)  

体ほぐしの運動や体の動き

を高める運動についての自

他の課題を発見し，よりよ

い解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的や

体づくり運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・集団行動 

・体力テスト 

・サーキットトレーニング 

・エアロビクス 
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を，目的や状況に応じて

他者に伝えることができ

る。 

 (高校 2 段階 A イ) 

 

(学・人) 

・体ほぐしの運動や体の

動きを高める運動の多様

な経験を通して，きまり

を守り，自己の役割を果

たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保し

たりし，見通しをもって

自主的に運動をすること

ができる。 

(高校 2 段階 A ウ) 
 

(知及技)  

・器械運動の楽しさや喜

びを深く味わい，その特

性に応じた技能の理解を

深めるとともに，目的に

応じた技を身に付け，演

技することができる。 

(高校 2 段階 B ア) 

 

(思判表力)  

・器械運動についての自

他の課題を発見し，より

よい解決のために仲間と

思考し判断したことを，

目的や状況に応じて他者

に伝えることができる。 

(高校 2 段階 B イ) 

 

(学・人)  

器械運動の多様な経験を

通して，きまりやルール，

マナーなどを守り，自己

の役割を果たし仲間と協

力したり，場や器械・器具

の安全を確保したりし，

見通しをもって自主的に

運動をすることができ

る。 

(高校 2 段階 B ウ) 

 

(知及技)  

・水泳の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，目的に応じ

た泳法を身に付けること

ができる。 

(高校 2 段階 D ア) 

 

(思判表力)  

・水泳についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 D イ) 

状況に応じて他者に伝えよ

うとしている。 
 

 

 

(主学)  

体ほぐしの運動や体の動き

を高める運動の多様な経験

を通して，きまりを守り，自

己の役割を果たし仲間と協

力したり，場や用具の安全

を確保したりし，見通しを

もって自主的に運動をしよ

うとしている。 
 

 

 

 

(知･技)  

・器械運動の楽しさや喜び

を深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深める

とともに，目的に応じた技

を身に付け，演技をしよう

としている。 

 

 

(思･判･表)  

・器械運動についての自他

の課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考し

判断したことを，目的や状

況に応じて他者に伝えよう

としている。 

 

 

(主学)  

・器械運動の多様な経験を

通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の役

割を果たし仲間と協力した

り，場や器械・器具の安全を

確保したりし，見通しをも

って自主的に運動をしよう

としている。 
 

 

 

 

 

(知･技)  

・水泳の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，目的に応じた泳法を

身に付けようとしている。 

 

 

 

(思･判･表)  

・水泳についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械体操 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マット運動 

・伸膝前転 

・伸膝後転 

・側転 

・ロンダード 

・連続技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クロール 

・平泳ぎキック 

・背泳ぎキック 

・泳力測定 
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(学・人)  

水泳の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナ

ーなどを守り，自己の役

割を果たし仲間と協力し

たり，場や用具の安全を

確保したりし，見通しを

もって自主的に運動をす

ることができる。 

(高校 2 段階 D ウ) 

 

(知及技)  

・球技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，目的に応じ

た技能を身に付け，ゲー

ムを行うことができる。 

(高校 2 段階 E ア) 

 

(思判表力)  

・球技についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 E イ) 

 

(学・人)  

・球技の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の

役割を果たし仲間と協力

したり，場や用具の安全

を確保したりし，見通し

をもって自主的に運動を

することができる。 

(高校 2 段階 E ウ) 

(主学)  

水泳の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，自己の役割を

果たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保した

りし，見通しをもって自主

的に運動しようとしてい

る。 
 

 

 

(知･技)  

・球技の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，目的に応じた技能を

身に付け，ゲームを行おう

としている。 

 

 

(思･判･表)  

・球技についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

(主学)  

・球技の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，自己の役割を

果たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保した

りし，見通しをもって自主

的に運動をしようとしてい

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バドミントン 

・卓球 

 

２

学

期 

 

 

９ 

～  

12 

(45) 

 

(知及技)  

陸上競技の楽しさや喜び

を深く味わい，その特性

に応じた技能の理解を深

めるとともに，目的に応

じた技能を身に付けるこ

とができる。 

(高校 2 段階 C ア) 

 

(思判表力)  

・陸上競技についての自

他の課題を発見し，より

よい解決のために仲間と

思考し判断したことを，

目的や状況に応じて他者

に伝えることができる。 

(高校 2 段階 C イ) 

 

(学・人)  

・陸上競技の多様な経験

を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，自

己の役割を果たし仲間と

協力したり，場や用具の

(知･技)  

陸上競技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に応

じた技能の理解を深めると

ともに，目的に応じた技能

を身に付けようとしてい

る。 

 

 

(思･判･表)  

・陸上競技についての自他

の課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考し

判断したことを，目的や状

況に応じて他者に伝えるよ

うとしている。 

 

 

(主学)  

・陸上競技の多様な経験を

通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の役

割を果たし仲間と協力した

り，場や用具の安全を確保

陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・短距離(100m) 

・跳躍(走幅跳) 

・跳躍(走高跳) 

・投擲(ソフトボール投げ) 

・リレー 

・フォーム確認と改善 

・試走会・記録会（校外学習） 
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安全を確保したりし，見

通しをもって自主的に運

動をすることができる。 

(高校 2 段階 C ウ) 

 

(知及技)  

ダンスの楽しさや喜びを

深く味わい，その行い方

の理解を深めるととも

に，目的に応じた技能を

身に付け，表現や踊りを

通した交流や発表をする

ことができる。 

(高校 2 段階 G ア) 

 

(思判表力)  

ダンスについての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 G イ) 

 

(学・人)  

・ダンスの多様な経験を

通して，一人一人の表現

や役割を認め助け合った

り，場や用具の安全を確

保したりし，見通しをも

って自主的に運動をする

ことができる。 

(高校 2 段階 G ウ) 

 

(知及技) 

・空手の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，基本動作や

基本となる技や型を身に

つけることができる。 

(高校 2 段階 F ア) 

 

(思判表力) 

・空手についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 F イ) 

 

(学・人) 

・空手の多様な経験を通

して，きまりや伝統的な

行動の仕方を守り，自己

の役割を果たし仲間と協

力したり，場や用具の安

全を確保したりし，見通

しをもって自主的に運動

をすることができる。 

(高校 2 段階 F ウ) 

 

 

したりし，見通しをもって

自主的に運動をしようとし

ている。 
 

 

 

(知･技)  

ダンスの楽しさや喜びを深

く味わい，その行い方の理

解を深めるとともに，目的

に応じた技能を身に付け，

表現や踊りを通した交流や

発表をしようとしている。 

 

 

 

(思･判･表)  

ダンスについての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

(主学)  

・ダンスの多様な経験を通

して，一人一人の表現や役

割を認め助け合ったり，場

や用具の安全を確保したり

し，見通しをもって自主的

に運動をしようとしてい

る。 
 

 

 

(知・技) 

・空手の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，基本動作や基本とな

る技や型を身につけてい

る。 

 

 

 

(思･判･表) 

・空手についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

(主学) 

・空手の多様な経験を通し

て，きまりや伝統的な行動

の仕方を守り，自己の役割

を果たし仲間と協力した

り，場や用具の安全を確保

したりし，見通しをもって

自主的に運動しようとして

いる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特体連ダンス 

・創作ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・礼法 

・基本（突き、蹴り、受け） 

・移動基本 

・型（普及型Ⅰ） 
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(知及技)  

・球技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，目的に応じ

た技能を身に付け，ゲー

ムを行うことができる。 

(高校 2 段階 E ア) 

(思判表力)  

・球技についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 E イ) 

 

(学・人)  

・球技の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の

役割を果たし仲間と協力

したり，場や用具の安全

を確保したりし，見通し

をもって自主的に運動を

することができる。 

(高校 2 段階 E ウ) 

(知･技)  

・球技の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，目的に応じた技能を

身に付け，ゲームを行おう

としている。 

(思･判･表)  

・球技についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

 

(主学)  

・球技の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，自己の役割を

果たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保した

りし，見通しをもって自主

的に運動をしようとしてい

る。 

 

球技Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バレーボール 

・スケットボール 

 

 

３

学

期 

 

１ 

～  

３ 

(24) 

 

(知及技)  

陸上競技の楽しさや喜び

を深く味わい，その特性

に応じた技能の理解を深

めるとともに，目的に応

じた技能を身に付けるこ

とができる。 

(高校 2 段階 C ア) 

 

(思判表力)  

・陸上競技についての自

他の課題を発見し，より

よい解決のために仲間と

思考し判断したことを，

目的や状況に応じて他者

に伝えることができる。 

(高校 2 段階 C イ) 

 

(学・人)  

・陸上競技の多様な経験

を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，自

己の役割を果たし仲間と

協力したり，場や用具の

安全を確保したりし，見

通しをもって自主的に運

動をすることができる。 

(高校 2 段階 C ウ) 

 

 

(知及技)  

・球技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，目的に応じ

た技能を身に付け，ゲー

ムを行うことができる。 

 

(知･技)  

陸上競技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に応

じた技能の理解を深めると

ともに，目的に応じた技能

を身に付けようとしてい

る。 

 

 

(思･判･表)  

・陸上競技についての自他

の課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考し

判断したことを，目的や状

況に応じて他者に伝えるよ

うとしている。 

 

 

(主学)  

・陸上競技の多様な経験を

通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の役

割を果たし仲間と協力した

り，場や用具の安全を確保

したりし，見通しをもって

自主的に運動をしようとし

ている。 
 

 

 

(知･技)  

・球技の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，目的に応じた技能を

身に付け，ゲームを行おう

としている。 

 

陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技選択Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

・長距離 

・インターバル走 

・試走会（校外学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ソフトボール 

・バレーボール 

・サッカー 

・バスケットボール 
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(高校 2 段階 E ア) 

(思判表力)  

・球技についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 E イ) 

 

(学・人)  

・球技の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の

役割を果たし仲間と協力

したり，場や用具の安全

を確保したりし，見通し

をもって自主的に運動を

することができる。 

(高校 2 段階 E ウ) 

(思･判･表)  

・球技についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

 

(主学)  

・球技の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，自己の役割を

果たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保した

りし，見通しをもって自主

的に運動をしようとしてい

る。 
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令和８年度 「保健体育」 年間指導計画 

配当 

時数 
対象生徒 教科書 

105 ３学年 生徒１０名 くらしに役立つ「保健体育」（東洋館出版社） 

 

年間 

目標 

(知及技) 各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい，その特性に応じた技能等や心身の発育・発達，個人生活

及び社会生活に必要な健康・安全に関する事柄などの理解を深めるとともに，目的に応じた技能を

身に付けるようにする。 

(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し，よりよい解決のために仲間と思

考し判断したことを，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

(学・人) 各種の運動における多様な経験を通して，きまりやルール，マナーなどを守り，自己の役割を果た

し仲間と協力したり，場や用具の安全を確保したりし，生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。

また，健康・安全に留意し，健康の保持増進と回復に自主的に取り組む態度を養う。 

学

期 

時

数 
単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

年

間

を

通

し

て

指

導 

４

月 

｜

３

月 

(知及技)  

・心身の発育・発達，傷害

の防止及び疾病の予防等

の理解を深めるととも

に，健康で安全な個人生

活及び社会生活を営むた

めの目的に応じた技能を

身に付けることができ

る。(高校 2 段階 I ア) 

(思判表力) 

・ 健康・安全に関わる自

他の課題を発見し、より

よい解決のために仲間と

思考し判断したことを、

目的や状況に応じて他者

に伝えることができる。

(高校 2 段階 I イ) 

(学・人) 

・生涯にわたって継続し

て健康の保持増進を目指

す態度を養うことができ

る。（高校 2 段階(1)目標） 

 

(知･技) 

・ 心身の発育・発達，傷害

の防止及び疾病の予防等の

理解を深めるとともに，健

康で安全な個人生活及び社

会生活を営むための目的に

応じた技能を身に付けるこ

とができている。 

 

(思･判･表) 

・ 健康・安全に関わる自他

の課題を発見し、よりよい

解決のために仲間と思考し

判断したことを、目的や状

況に応じて他者に伝えるこ

とができている。 

 

(主学) 

・生涯にわたって継続して

健康の保持増進を目指す態

度を養うことができてい

る。 

 

 

保健 

・大切な体 

 

 

 

 

・健康に関わる

機関、制度、サー

ビス 

 

 

 

 

・スポーツへの

参加 

 

・性 

・性感染症、エイズの予防 

・喫煙・飲酒の害、薬物乱用 

・加齢と健康 

 

・保健制度と保健サービスの活

用 

・医療制度と医療費 

・医療機関と医療サービスの活

用 

・労働と健康 

 

・自分がやってみたいスポーツ 

・スポーツ施設やプログラムの

見つけ方 

・スポーツ大会に参加しよう 

・新しいスポーツを体験しよう

（外部指導者） 

１

学

期 

4 

～  

７ 

(36) 

(知及技)  

・体ほぐしの運動や体の

動きを高める運動を通し

て，体を動かす楽しさや

心地よさを深く味わい，

その行い方や方法の理解

を深めるとともに，仲間

と自主的に関わったり，

動きを持続する能力など

を高める運動をしたりす

るとともに，それらを組

み合わせることができ

る。 

(高校 2 段階 A ア) 

 

(思判表力)  

体ほぐしの運動や体の動

きを高める運動について

の自他の課題を発見し，

よりよい解決のために仲

(知･技)  

・体ほぐしの運動や体の動

きを高める運動を通して，

体を動かす楽しさや心地よ

さを深く味わい，その行い

方や方法の理解を深めると

ともに，仲間と自主的に関

わったり，動きを持続する

能力などを高める運動をし

たりするとともに，それら

を組み合わせようとしてい

る。 

 

 

 

(思･判･表)  

体ほぐしの運動や体の動き

を高める運動についての自

他の課題を発見し，よりよ

い解決のために仲間と思考

体づくり運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・集団行動 

・体力テスト 

・サーキットトレーニング 

・エアロビクス 
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間と思考し判断したこと

を，目的や状況に応じて

他者に伝えることができ

る。 

 (高校 2 段階 A イ) 

 

(学・人) 

・体ほぐしの運動や体の

動きを高める運動の多様

な経験を通して，きまり

を守り，自己の役割を果

たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保し

たりし，見通しをもって

自主的に運動をすること

ができる。 

(高校 2 段階 A ウ) 

 

 

(知及技)  

・器械運動の楽しさや喜

びを深く味わい，その特

性に応じた技能の理解を

深めるとともに，目的に

応じた技を身に付け，演

技することができる。 

(高校 2 段階 B ア) 

 

(思判表力)  

・器械運動についての自

他の課題を発見し，より

よい解決のために仲間と

思考し判断したことを，

目的や状況に応じて他者

に伝えることができる。 

(高校 2 段階 B イ) 

 

(学・人)  

器械運動の多様な経験を

通して，きまりやルール，

マナーなどを守り，自己

の役割を果たし仲間と協

力したり，場や器械・器具

の安全を確保したりし，

見通しをもって自主的に

運動をすることができ

る。 

(高校 2 段階 B ウ) 

 

(知及技)  

・水泳の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，目的に応じ

た泳法を身に付けること

ができる。 

(高校 2 段階 D ア) 

 

(思判表力)  

・水泳についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

し判断したことを，目的や

状況に応じて他者に伝えよ

うとしている。 
 

 

 

 

(主学)  

体ほぐしの運動や体の動き

を高める運動の多様な経験

を通して，きまりを守り，自

己の役割を果たし仲間と協

力したり，場や用具の安全

を確保したりし，見通しを

もって自主的に運動をしよ

うとしている。 

 

 

 

(知･技)  

・器械運動の楽しさや喜び

を深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深める

とともに，目的に応じた技

を身に付け，演技をしよう

としている。 

 

 

(思･判･表)  

・器械運動についての自他

の課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考し

判断したことを，目的や状

況に応じて他者に伝えよう

としている。 

 

 

 

(主学)  

・器械運動の多様な経験を

通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の役

割を果たし仲間と協力した

り，場や器械・器具の安全を

確保したりし，見通しをも

って自主的に運動をしよう

としている。 
 

 

 

 

(知･技)  

・水泳の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，目的に応じた泳法を

身に付けようとしている。 

 

 

 

(思･判･表)  

・水泳についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械体操 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マット運動 

 側転 

 ロンダート 

 倒立前転・後転倒立 

 連続技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クロール 

・平泳ぎ 

・背泳ぎ 

・泳力測定 
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や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 D イ) 

 

(学・人)  

水泳の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナ

ーなどを守り，自己の役

割を果たし仲間と協力し

たり，場や用具の安全を

確保したりし，見通しを

もって自主的に運動をす

ることができる。 

(高校 2 段階 D ウ) 

 

(知及技)  

・球技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，目的に応じ

た技能を身に付け，ゲー

ムを行うことができる。 

 

(高校 2 段階 E ア) 

(思判表力)  

・球技についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 E イ) 

 

(学・人)  

・球技の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の

役割を果たし仲間と協力

したり，場や用具の安全

を確保したりし，見通し

をもって自主的に運動を

することができる。 

(高校 2 段階 E ウ) 

応じて他者に伝えようとし

ている。 
 

 

(主学)  

水泳の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，自己の役割を

果たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保した

りし，見通しをもって自主

的に運動しようとしてい

る。 

 

 

(知･技)  

・球技の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，目的に応じた技能を

身に付け，ゲームを行おう

としている。 

 

(思･判･表)  

・球技についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

 

(主学)  

・球技の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，自己の役割を

果たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保した

りし，見通しをもって自主

的に運動をしようとしてい

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バドミントン 

・卓球 

 

２

学

期 

 

 

９ 

～  

12 

(45) 

 

(知及技)  

陸上競技の楽しさや喜び

を深く味わい，その特性

に応じた技能の理解を深

めるとともに，目的に応

じた技能を身に付けるこ

とができる。 

(高校 2 段階 C ア) 

 

(思判表力)  

・陸上競技についての自

他の課題を発見し，より

よい解決のために仲間と

思考し判断したことを，

目的や状況に応じて他者

に伝えることができる。 

(高校 2 段階 C イ) 

 

(学・人)  

・陸上競技の多様な経験

を通して，きまりやルー

(知･技)  

陸上競技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に応

じた技能の理解を深めると

ともに，目的に応じた技能

を身に付けようとしてい

る。 

 

 

(思･判･表)  

・陸上競技についての自他

の課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考し

判断したことを，目的や状

況に応じて他者に伝えるよ

うとしている。 

 

 

(主学)  

・陸上競技の多様な経験を

通して，きまりやルール，マ

陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・短距離(100m) 

・跳躍(走幅跳) 

・跳躍(走高跳) 

・投擲(ソフトボール投げ) 

・リレー 

・フォーム確認と改善 

・試走会・記録会（校外学習） 
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ル，マナーなどを守り，自

己の役割を果たし仲間と

協力したり，場や用具の

安全を確保したりし，見

通しをもって自主的に運

動をすることができる。 

(高校 2 段階 C ウ) 

 

(知及技)  

ダンスの楽しさや喜びを

深く味わい，その行い方

の理解を深めるととも

に，目的に応じた技能を

身に付け，表現や踊りを

通した交流や発表をする

ことができる。 

(高校 2 段階 G ア) 

 

(思判表力)  

ダンスについての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 G イ) 

 

(学・人)  

・ダンスの多様な経験を

通して，一人一人の表現

や役割を認め助け合った

り，場や用具の安全を確

保したりし，見通しをも

って自主的に運動をする

ことができる。 

(高校 2 段階 G イ) 
 

(知及技) 

・空手の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，基本動作や

基本となる技や型を身に

つけることができる。 

(高校 2 段階 F ア) 

 

(思判表力) 

・空手についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 F イ) 

 

(学・人) 

・空手の多様な経験を通

して，きまりや伝統的な

行動の仕方を守り，自己

の役割を果たし仲間と協

力したり，場や用具の安

全を確保したりし，見通

しをもって自主的に運動

をすることができる。 

(高校 2 段階 F ウ) 

ナーなどを守り，自己の役

割を果たし仲間と協力した

り，場や用具の安全を確保

したりし，見通しをもって

自主的に運動をしようとし

ている。 
 

 

 

(知･技)  

ダンスの楽しさや喜びを深

く味わい，その行い方の理

解を深めるとともに，目的

に応じた技能を身に付け，

表現や踊りを通した交流や

発表をしようとしている。 

 

 

 

(思･判･表)  

ダンスについての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

(主学)  

・ダンスの多様な経験を通

して，一人一人の表現や役

割を認め助け合ったり，場

や用具の安全を確保したり

し，見通しをもって自主的

に運動をしようとしてい

る。 

 

(知・技) 

・空手の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，基本動作や基本とな

る技や型を身につけてい

る。 

 

 

(思･判･表) 

・空手についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

(主学) 

・空手の多様な経験を通し

て，きまりや伝統的な行動

の仕方を守り，自己の役割

を果たし仲間と協力した

り，場や用具の安全を確保

したりし，見通しをもって

自主的に運動しようとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武道 

・空手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特体連ダンス 

・創作ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・礼法 

・基本（突き、蹴り、受け） 

・移動基本 

・型（普及型Ⅰ・Ⅱ） 
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(知及技)  

・球技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，目的に応じ

た技能を身に付け，ゲー

ムを行うことができる。 

 

(高校 2 段階 E ア) 

(思判表力)  

・球技についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 E イ) 

 

(学・人)  

・球技の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の

役割を果たし仲間と協力

したり，場や用具の安全

を確保したりし，見通し

をもって自主的に運動を

することができる。 

(高校 2 段階 E ウ) 

(知･技)  

・球技の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，目的に応じた技能を

身に付け，ゲームを行おう

としている。 

 

(思･判･表)  

・球技についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

 

(主学)  

・球技の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，自己の役割を

果たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保した

りし，見通しをもって自主

的に運動をしようとしてい

る。 

 

球技Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バレーボール 

・バスケットボール 

 

 

３

学

期 

 

１ 

～  

３ 

(24) 

 

(知及技)  

陸上競技の楽しさや喜び

を深く味わい，その特性

に応じた技能の理解を深

めるとともに，目的に応

じた技能を身に付けるこ

とができる。 

(高校 2 段階 C ア) 

 

(思判表力)  

・陸上競技についての自

他の課題を発見し，より

よい解決のために仲間と

思考し判断したことを，

目的や状況に応じて他者

に伝えることができる。 

(高校 2 段階 C イ) 

 

(学・人)  

・陸上競技の多様な経験

を通して，きまりやルー

ル，マナーなどを守り，自

己の役割を果たし仲間と

協力したり，場や用具の

安全を確保したりし，見

通しをもって自主的に運

動をすることができる。 

(高校 2 段階 C ウ) 

 

(知及技)  

・球技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に

応じた技能の理解を深め

るとともに，目的に応じ

た技能を身に付け，ゲー

ムを行うことができる。 

 

(知･技)  

陸上競技の楽しさや喜びを

深く味わい，その特性に応

じた技能の理解を深めると

ともに，目的に応じた技能

を身に付けようとしてい

る。 

 

 

(思･判･表)  

・陸上競技についての自他

の課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考し

判断したことを，目的や状

況に応じて他者に伝えるよ

うとしている。 

 

 

(主学)  

・陸上競技の多様な経験を

通して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の役

割を果たし仲間と協力した

り，場や用具の安全を確保

したりし，見通しをもって

自主的に運動をしようとし

ている。 
 

 

 

(知･技)  

・球技の楽しさや喜びを深

く味わい，その特性に応じ

た技能の理解を深めるとと

もに，目的に応じた技能を

身に付け，ゲームを行おう

としている。 

陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技選択Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

・長距離 

・インターバル走 

・試走会（校外学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ソフトボール 

・バレーボール 

・サッカー 

・バスケットボール 
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(高校 2 段階 E ア) 

(思判表力)  

・球技についての自他の

課題を発見し，よりよい

解決のために仲間と思考

し判断したことを，目的

や状況に応じて他者に伝

えることができる。 

(高校 2 段階 E イ) 

 

(学・人)  

・球技の多様な経験を通

して，きまりやルール，マ

ナーなどを守り，自己の

役割を果たし仲間と協力

したり，場や用具の安全

を確保したりし，見通し

をもって自主的に運動を

することができる。 

(高校 2 段階 E ウ) 

 

(思･判･表)  

・球技についての自他の課

題を発見し，よりよい解決

のために仲間と思考し判断

したことを，目的や状況に

応じて他者に伝えようとし

ている。 

 

 

 

(主学)  

・球技の多様な経験を通し

て，きまりやルール，マナー

などを守り，自己の役割を

果たし仲間と協力したり，

場や用具の安全を確保した

りし，見通しをもって自主

的に運動をしようとしてい

る。 
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令和 8 年度 「職業」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 １学年 生徒１０名 ひとり立ちするための進路学習（日本教育研究出版） 

 

年間 

目標 

(知及技) 

職業に関する事柄について理解を深めるとともに，将来の職業生活に係る技能を身に付けるこ

とができる。 

(思判表力) 

将来の職業生活を見据え，必要な事柄を見いだして課題を設定し，解決策を考え，実践を評価・

改善し，表現する力を身に付けることができる。 

(学・人) 

よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて，生活を改善しようとする実践的

な態度を身に付けることができる。 
学
期 

月 題材の目標 題材の評価規準 題材名 題材の活動内容 

年

間

を

通

し

て

指

導 

４

月 

｜

３

月 

(知及技) 

・一日の見通しをも

って、学習に取り組

む姿勢と心構えが

できる。 

・自己のスケジュー

ルや持ち物（スケジ

ュール帳、筆記用

具、作業着、体育着、

財布等）の管理を身

につけることがで

きる。 

・清掃活動を通して、

成就感と勤労の喜

びを体験し、奉仕の

精神を身につける

とともに、役割分担

の実践を通して、集

団の一員としての

自覚を深め、責任感

を身につけること

ができる。 

 

(思判表力) 

・気持ちの良い大き

な声で元気な挨拶

ができる。 

・ニュースに慣れ親

しみ、興味や関心の

あるニュースを選

び、内容や感想を記

録し、発表すること

ができる。 

(知･技) 

・スケジュール帳を活

用し、自己のスケジ

ュールや持ち物の管

理を行い、一日の見

通しを持って学習に

取り組むことができ

ている。 

・清掃活動における、自

身の役割分担を自覚

し、責任感を身につ

け、清掃活動に取り

組むことができてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(思･判･表) 

・相手に聞こえる声で

挨拶ができている。 

・自身の興味や関心に

基づき、ニュースを

選び、要点をまとめ

て記録し、発表する

ことができている。 

・自分の身の周りの事

や、自分の考えや思

 

朝のあいさつ 

 

出席確認 

 

今日の連絡と

日程確認 

 

 

手帳の記入 

 

 

 

清掃活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気になるニュ

ース 

 

 

 

 

 

一日の振り返

り 

・日直の進行で会を進め

る。 

 

・姿勢を正し、元気よく挨

拶する。 

 

・身の周りの整理整頓をす

る。 

 

・連絡や日程確認を聞き、

手帳への記入を習慣化す

る。 

 

・各清掃分担区のグループ

分けをし、各清掃分担区

での役割分担に取り組

む。 

※きれいに清掃をするた

めには、誰が、どのような

仕事をするのか、清掃の

作業分担と手順を掲示す

るなどして明示する。 

 

・ iPad で「NEWS WEB 

EASY」の HP を見て、興

味や関心のあるニュース

を選び、内容や感想を記

録し、発表する。 

 ※適宜、新聞記事を取り

上げて、取り組む。 

 

・一日を振り返って、学ん

だことや感じたことを発
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・自分の身の周りの

事や、自分の考えや

思いが相手に伝わ

るように発表する

ことができる。 

(学・人) 

・他者と共により良

く、なおかつ自分ら

しく自立して生き

ていくにはどうし

ていけば良いかを

考えることができ

る。 

いを、整理して話す

ことができている。 

 

 

(主学) 

・他者と共により良く、

なおかつ自分らしく

自立して生きていく

にはどうしていけば

良いかを考えること

ができている。 

 

 

 

 

 

 

・他者と共に

より良く自分

らしく生きる

には 

・インターン

シップに向け

て、振り返っ

て 

表する。 

 

 

 

・「NHK for School」の HP

より動画を視聴し、感想

や自分自身だったらどう

するかを考えて記録す

る。 

・インターンシップの取り

組みを通して自分の力を

確認し、その向上に向け

て取り組む。 

１

学

期 

４

月 

｜

７

月 

(知及技) 

・友達との付き合い

方について理解す

ることができる。 

(思判表力) 

・将来の夢や目標を

もって学校生活を

送ることができる。 

(学・人) 

・実習を通して成長

と課題を確認し今

後の見通しを持つ

ことができる。 

(知･技) 

・友達との付き合い方

について考えてい

る。 

(思･判･表) 

・将来の夢や目標をも

って学校生活を送る

ことができている。 

(主学) 

・実習を通して成長と

課題を確認し今後の

見通しを持つことが

できている。 

ひとり立ちするための

進路学習の取り組み、

活動の様子で評価する 

 

・自分の成長

と課題 

 

・勤労の意義 

 

 

 

 

 

・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌの

課題解決 

 

・学校での役割、友達（進１

-6⃣） 

 

・社会科や家庭科等の授業

とも連携し、身近な職業

から働く人に触れ、働く

人の生活について理解で

きるようにする。（進 1 ｰ

３⃣8⃣9⃣） 

・校内実習の前に、実習中

の生活、実習日誌、、実習

を振り返る、実習後のま

とめ（進 2 ｰ 6⃣） 

２

学

期 

9

月 

｜

12

月 

(思判表力) 

・家族の一人として

の役割について理

解することができ

る。 

(学・人) 

・実習を通して成長

と課題を確認し今

後の見通しを持つ

ことができる。 

(思･判･表) 

・家族の一人としての

役割について理解す

ることができる。 

 

(主学) 

・実習を通して成長と

課題を確認し今後の

見通しを持つことが

できる。 

ひとり立ちするための

進路学習の取り組み、

活動の様子で評価する 

 

・集団や社会

との関わり

に関するこ

と 

 

・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの

課題解決 

 

 

 

 

 

・毎日の仕事や手伝い 

・これからやってみたい仕

事や手伝い（進１-３⃣） 

 

 

・現場実習に行く前に、実

習中の生活、実習日誌、履

歴書の書き方、実習を振

り返る、実習後のまとめ

（進 2 ｰ 6⃣） 

３

学

期 

１

月 

｜

３

月 

(思判表力) 

・将来の夢や目標を

もって学校生活を送

ることができる。 

(思･判･表) 

・将来の夢や目標につ

いて考えることがで

きている。 

ひとり立ちするための

進路学習の取り組み、

活動の様子で評価する 

・勤労の意義 ・年度当初の夢を目標の振

り返りを行い、２学年に

向けて新たなスタートが

きれるようにする（進 1-

３⃣8⃣9⃣） 
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令和８年度 「職業」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

105 ２学年 生徒１０名 
ひとりだちするための進路学習（日本教育研究出版） 

新・見て分かるビジネスマナー集（ジアース教育新社） 

 

年間 

目標 

(知及技) 職業に関する事柄について理解を深めるとともに，将来の職業生活に係る技能を身に付

けることができる。 

(思判表力) 将来の職業生活を見据え，必要な事柄を見いだして課題を設定し，解決策を考え，実

践を評価・改善し，表現する力を身に付けることができる。 

(学・人) よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて，生活を改善しようとする

実践的な態度を身に付けることができる。 

学
期 

月 題材の目標 題材の評価規準 題材名 題材の活動内容 

年

間

を

通

し

て

指

導 

４

月 

｜

３

月 

(知及技) 

・一日の見通しをもっ

て､学習に取り組む

ことができる｡ 

・自己のスケジュール

や持ち物の管理を身

につけることができ

る。 

・清掃活動を通して、

成就感と勤労の喜び

を体験し、役割分担

の実践を通して責任

感を身につけること

ができる。 

(思判表力) 

・気持ちの良い大きな

声で元気な挨拶がで

きる。 

・興味・関心のある事

柄について調べるこ

とができる。 

・一日を振り返り、相

手に伝わるように発

表することができ

る。 

 

(学・人) 

・他者と共により良

く、なおかつ自分ら

しく生きていくには

どうしていけば良い

かを考えることがで

きる。 

(知･技) 

・手帳を活用し、自己の

スケジュールや持ち

物の管理を行い、一日

の見通しを持って学

習に取り組むことが

できている。 

 

・清掃活動における、自

身の役割分担を自覚

し、責任感を身につ

け、清掃活動に取り組

むことができている。 

 

(思･判･表) 

・相手に聞こえる声で挨

拶ができている。 

・自身の興味や関心のあ

る事柄について要点

をまとめて記録し、発

表することができて

いる。 

・一日の振り返りの発表

の内容を順序立てて、

整理して話すことが

できている。 

(主学) 

・他者と共により良く、

なおかつ自分らしく

生きていくにはどう

していけば良いかを

考えることができて

いる。 

 

朝のあいさつ 

出席確認 

今日の連絡と

日程確認 

 

手帳の記入 

 

 

清掃活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

気になるニュ

ース 

 

 

一日の振り返

り 

 

 

 

 

他者と共によ

り良く自分ら

しく生きるに

は 

 

・日直の進行で会を進める。 

・姿勢を正し、元気よく挨拶

する。 

・身の周りの整理整頓をす

る。 

・連絡や日程確認を聞き、手

帳への記入を習慣化する。 

 

・各清掃分担区のグループ分

けをし、各清掃分担区での

役割分担に取り組む。 

 

 

 

 

・iPad で「NEWS WEB EASY」

の HP を見て、興味や関心

のあるニュースを選び、内

容や感想を記録し、発表す

る。 

 

・一日を振り返って、学んだ

ことや感じたことを発表

する。 

 

 

 

・「NHK for School」の HPよ

り動画を視聴し、感想や自

分自身だったらどうする

かを考えて記録する。 
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１

学

期 

４

月 

｜

７

月 

(知及技) 

・実習を通して成長と

課題を確認し今後の見

通しを持つことができ

る。 

・知っておきたいこと

を知ることができる。 

 

(思判表力) 

・生活の場を具体的に

考えることができる。 

・仕事の進め方を考え

ることができる。 

・経済生活や余暇の過

ごし方を考えることが

できる。 

 

(知･技) 

・実習を通して成長と課

題を確認し今後の見通

しを持てている。 

・知っておきたいことを

知ろうとしている。 

 

 

(思･判･表)  

・生活の場を具体的に考

えようとしている。 

・仕事の進め方を考えよ

うとしている。 

・経済生活や余暇の過ご

し方を考えようとして

いる。 

 

・インターシ

ップの課題解

決 

 

・自分の成長

と課題 

 

・勤労の意義 

・自分の成長

と課題 

 

・勤労の意義 

 

 

・自分の成長

と課題 

・インターンシップ中の生

活、実習日誌、履歴書の書き

方、実習を振り返る、実習後

のまとめ(進５-１〜５) 

・給料と生活費、給料と貯金

(６-３.４.７) 

・休日の計画(ビ-㊶〜㊹) 

・いろいろな生活の仕方(進-

５.７) 

・生活の中で知っておきたい

制度等(権利と責任等) 

・仕事のスケジュールと優先

順位、作業標準(ビ-㉑) 

・マナー違反 

２

学

期 

９

月 

｜

12

月 

(知及技) 

・困った時の対処法を

知ることができる。 

・職場での様々なマナ

ーとマナー違反を知る

ことができる。 

(思判表力) 

・就業規則や勤務上の

トラブルを知り、対応

を考えることができ

る。 

(学・人) 

・将来のことを想像し

て人生設計をすること

ができる。 

 

(知･技) 

 ・困った時の対処法を

知ろうとしている。 

・職場での様々なマナー

とマナー違反を知ろう

としている。 

(思･判･表) 

・就業規則や勤務上のト

ラブルを知り、対応を考

えようとしている。 

(主学) 

・将来のことを想像して

人生設計をしようとし

ている。 

・自分の成長

と課題 

 

・集団や社会

との関わりに

関すること 

 

 

・職業生活を

支える社会の

仕組み 

 

 

・自分の成長

と課題 

・通勤途中と仕事中のけがや病

気(ビ-㉞〜㊲、㊴) 

・会社のルールは「就業規則」が

基本 

・セクシャルハラスメント、パ

ワーハラスメント 

・相談する人、相談にのってく

れる機関(進-６) 

・書類の渡し方、名刺交換、電話

の対応(ビ-㉗〜㉝) 

・情報管理の原則、パソコンを

使う時の原則 

・来客への対応、先輩になった

ら 

・将来のこと、卒業後の人生(進

-８) 

３

学

期 

１

月 

｜

３

月 

(思判表力) 

・社会人の生活様式を

知り、卒業後の生活を

考えることができる。 

・卒業後の健康管理を

考えることができる。 

(思･判･表) 

・社会人の生活様式を知

り、卒業後の生活を考え

ようとしている。 

・卒業後の健康管理を考

えようとしている。 

 

・職業生活を

支える社会の

仕組み 

・一週間の生活、学生時代と

卒業後の生活の違い、家庭で

の生活、進路先での生活、友

達とのつきあい、冠婚葬祭

(進-１) 

・健康診断、病気やけがをし

たら(進-２) 

・生活習慣病とストレス、お

酒とたばこ 
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令和 8 年度 「職業」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

105 ３学年 生徒 10 名 
ひとりだちするための進路学習（日本教育研究出版） 

新・見て分かるビジネスマナー集（ジアース教育新社） 

 

年間 

目標 

(知及技) 

職業に関する事柄について理解を深めるとともに，将来の職業生活に係る技能を身に付けることが

できる。 

(思判表力) 

将来の職業生活を見据え，必要な事柄を見いだして課題を設定し，解決策を考え，実践を評価・改

善し，表現する力を身に付けることができる。 

(学・人) 

よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて，生活を改善しようとする実践的な態

度を身に付けることができる。 
学
期 

月 題材の目標 題材の評価規準 題材名 題材の活動内容 

年

間

を

通

し

て

指

導 

４

月 

｜

３

月 

(知及技) 

・一日の見通しをもっ

て､学習に取り組む

姿勢と心構えができ

る｡ 

・自己のスケジュール

や持ち物（手帳、筆記

用具、作業着、体育

着、財布等）の管理を

身につけることがで

きる。 

・清掃活動を通して、

成就感と勤労の喜び

を体験し、奉仕の精

神を身につけるとと

もに、役割分担の実

践を通して、集団の

一員としての自覚を

深め、責任感を身に

つけることができ

る。 

(思判表力) 

・気持ちの良い大きな

声で元気な挨拶がで

きる。 

・ニュースに慣れ親し

み、興味や関心のあ

るニュースを選び、

内容や感想を記録

し、発表することが

できる。 

・一日を振り返り、相

手に伝わるように発

表することができ

る。 

(知･技) 

・手帳を活用し、自己の

スケジュールや持ち

物の管理を行い、一日

の見通しを持って学

習に取り組むことが

できている。 

・清掃活動における、自

身の役割分担を自覚

し、責任感を身につ

け、清掃活動に取り組

むことができている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(思･判･表) 

・相手に聞こえる声で挨

拶ができている。 

・自身の興味や関心に基

づき、ニュースを選

び、要点をまとめて記

録し、発表することが

できている。 

・一日の振り返りの発表

の内容を順序立てて、

整理して話すことが

できている。 

 

 

朝のあいさつ 

 

出席確認 

 

今日の連絡と

日程確認 

 

 

手帳の記入 

 

 

清掃活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気になるニュ

ース 

 

 

 

 

 

一日の振り返

り 

 

 

 

 

・日直の進行で会を進める。 

 

・姿勢を正し、元気よく挨拶

する。 

 

・身の周りの整理整頓をす

る。 

 

・連絡や日程確認を聞き、手

帳への記入を習慣化する。 

 

・各清掃分担区のグループ分

けをし、各清掃分担区での

役割分担に取り組む。 

※きれいに清掃をするた

めには、誰が、どのような

仕事をするのか、清掃の作

業分担と手順を掲示する

などして明示する。 

 

 

 

・ iPad で 「 NEWS WEB 

EASY」の HP を見て、興

味や関心のあるニュース

を選び、内容や感想を記録

し、発表する。 

 ※適宜、新聞記事を取り上

げて、取り組む。 

 

・一日を振り返って、学んだ

ことや感じたことを発表

する。 
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(学・人) 

・他者と共により良

く、なおかつ自分ら

しく生きていくには

どうしていけば良い

かを考えることがで

きる。 

(主学) 

・他者と共により良く、

なおかつ自分らしく

生きていくにはどう

していけば良いかを

考えることができて

いる。 

 

 

他者と共によ

り良く自分ら

しく生きるに

は 

 

 

・「NHK for School」の HP よ

り動画を視聴し、感想や自

分自身だったらどうする

かを考えて記録する。 

１

学

期 

４

月 

｜

７

月 

(知及技) 

・実習を通して成長と

課題を確認し今後の見

通しを持つことができ

る。 

・知っておきたいこと

を知ることができる。 

 

(思判表力) 

・生活の場を具体的に

考えることができる。 

・仕事の進め方を考え

ることができる。 

・経済生活や余暇の過

ごし方を考えることが

できる。 

 

(知･技) 

・実習を通して成長と課

題を確認し今後の見通

しを持てている。 

・知っておきたいことを

知ろうとしている。 

 

 

(思･判･表)  

・生活の場を具体的に考

えようとしている。 

・仕事の進め方を考えよ

うとしている。 

・経済生活や余暇の過ご

し方を考えようとして

いる。 

 

・インターシ

ップの課題解

決 

 

・自分の成長

と課題 

 

・勤労の意義 

・自分の成長

と課題 

 

・勤労の意義 

 

 

・自分の成長

と課題 

・現場実習に行く前に、実習

中の生活、実習日誌、履歴書

の書き方、実習を振り返る、

実習後のまとめ(進５-１〜

５) 

・給料と生活費、給料と貯金

(６-３.４.７) 

・休日の計画(ビ-㊶〜㊹) 

・いろいろな生活の仕方(進-

５.７) 

・生活の中で知っておきたい

制度等(権利と責任等) 

・仕事のスケジュールと優先

順位、作業標準(ビ-㉑) 

・マナー違反 

２

学

期 

９

月 

｜

12

月 

(知及技) 

・困った時の対処法を

知ることができる。 

・職場での様々なマナ

ーとマナー違反を知る

ことができる。 

(思判表力) 

・就業規則や勤務上の

トラブルを知り、対応

を考えることができ

る。 

(学・人) 

・将来のことを想像し

て人生設計をすること

ができる。 

(知･技) 

 ・困った時の対処法を

知ろうとしている。 

・職場での様々なマナー

とマナー違反を知ろう

としている。 

(思･判･表) 

・就業規則や勤務上のト

ラブルを知り、対応を考

えようとしている。 

(主学) 

・将来のことを想像して

人生設計をしようとし

ている。 

・自分の成長

と課題 

 

・集団や社会

との関わりに

関すること 

 

 

・職業生活を

支える社会の

仕組み 

 

 

・自分の成長

と課題 

・通勤途中と仕事中のけがや病

気(ビ-㉞〜㊲、㊴) 

・会社のルールは「就業規則」が

基本 

・セクシャルハラスメント、パ

ワーハラスメント 

・相談する人、相談にのってく

れる機関(進-６) 

・書類の渡し方、名刺交換、電話

の対応(ビ-㉗〜㉝) 

・情報管理の原則、パソコンを

使う時の原則 

・来客への対応、先輩になった

ら 

・将来のこと、卒業後の人生(進

-８) 

３

学

期 

１

月 

｜

３

月 

(思判表力) 

・社会人の生活様式を

知り、卒業後の生活を

考えることができる。 

・卒業後の健康管理を

考えることができる。 

(思･判･表) 

・社会人の生活様式を知

り、卒業後の生活を考え

ようとしている。 

・卒業後の健康管理を考

えようとしている。 

 

・職業生活を

支える社会の

仕組み 

・一週間の生活、学生時代と

卒業後の生活の違い、家庭で

の生活、進路先での生活、友

達とのつきあい、冠婚葬祭

(進-１) 

・健康診断、病気やけがをし

たら(進-２) 

・生活習慣病とストレス、お

酒とたばこ 
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令和 8 年度 「 家庭科 」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

７０ １学年 生徒１０名 くらしに役立つ 家庭科 

 

年間 

目標 

(知及技) 

家族・家庭の機能について理解を深め、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や環境

等についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けることができるよう

にする。（高２段階） 

(思判表力) 

家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・

改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養うことができるようにする。（高

２段階） 

(学・人) 

家庭や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えよう

とする実践的な態度を身に付けることができる。（高２段階） 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

自分の成長と家族や家

庭生活の関わり、乳幼

児の生活の特徴や関わ

り方について気付く。 

（２段階 A ア、イ、エ） 

(思判表力) 

家族や地域とのよりよ

い過ごし方や、乳幼児

とのよりよい関わり方

にについて考える。（２

段階 A ア、イ、エ） 

 (学・人) 

家族や地域とのよりよ

い過ごし方や乳幼児と

のよりよい関わり方に

について考え、表現す

る。（２段階 A ア、イ、

エ） 

(知･技) 

自分の成長と家族や家

庭生活の関わり、乳幼

児の生活の特徴や関わ

り方を理解しようとし

ている。 

(思･判･表) 

家族や地域とのよりよ

い過ごし方や乳幼児と

のよりよい関わり方に

について考えようとし

ている。 

(主学) 

家族や地域とのよりよ

い過ごし方や、乳幼児

とのよりよい関わり方

にについて主体的に学

ぼうとしている。 

※期末考査、ファイル

提出、学習態度等を総

合的に評価する。 

・家族・家庭生活 

 

・自分の成長と家族 

・家庭生活と役割 

・乳幼児の生活 

 

 

 

 

 

 

※ICT 機材や視覚的教

材を活用する。 

※生徒の楽しみや自立

への意欲を引き出せる

よう、実生活と関連づ

けて指導するよう工夫

する。 

 

２

学

期 

28 

（知及技） 

自分に必要な栄養素の

種類と働きが分かり、

食品の栄養的な特質に

ついて理解できる。（２

段階 B ア） 

目的に応じた縫い方や

用具の安全な取り扱い

(知･技) 

自分に必要な栄養素の

種類と働きが分かり、

食品の栄養的な特質に

ついて理解している。 

目的に応じた縫い方や

用具の安全な取り扱い

について理解してい

衣食住の生活 ・必要な栄養を満たす

食事 

・布を用いた製作 

※ICT 機材や視覚的教

材を活用する。 

※生徒の楽しみや自立

への意欲を引き出せる

よう、実生活と関連づ
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ができる。（２段階 B

エ） 

(思判表力) 

自分に必要な栄養素の

種類と働きが分かり、

食品の栄養的な特質に

ついて考えることがで

きる。（２段階 B ア） 

目的に応じた縫い方や

用具の安全な取り扱い

について考えることが

できる。 

（２段階 B エ） 

 (学・人) 

自分に必要な栄養素の

種類と働きが分かり、

食品の栄養的な特質に

ついて考え、表現する

ことができる。（２段階

B ア） 

目的に応じた縫い方や

用具の安全な取り扱い

について考え、表現す

ることができる。 

（２段階 B エ） 

る。 

 

(思･判･表) 

自分に必要な栄養素の

種類と働きが分かり、

食品の栄養的な特質に

ついて考えている。 

目的に応じた縫い方や

用具の安全な取り扱い

について考えている。 

  

 

 

(主学) 

自分に必要な栄養素の

種類と働きが分かり、

食品の栄養的な特質に

ついて考え、表現する

ことができている。 

目的に応じた縫い方や

用具の安全な取り扱い

について主体的に学ぼ

うとしている。 

 

期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合

的に評価する。 

けて指導するよう工夫

する。 

※事前に実習の手順や

注意点について説明し

安全に留意して取り組

ませる。 

3

学

期 

16 

(知及技） 

家庭生活における健康

管理や余暇について知

ることができる。（２段

階 A ウ） 

購入方法や支払い方法

の特徴や計画的な金銭

管理の必要性がわか

る。（２段階 C ア、イ） 

 (思判表力) 

家庭生活における健康

管理や余暇について考

えることができる。（２

段階 A ウ） 

購入方法や支払い方法

の特徴や計画的な金銭

管理の必要性について

考えることができる。

（２段階 C ア、イ） 

 (学･人) 

よりよい生活の実現に

向けて、家庭生活にお

ける健康管理や余暇に

ついて考え、表現する

(知・技） 

家庭生活における健康

管理や余暇について理

解している。 

購入方法や支払い方法

の特徴や計画的な金銭

管理の必要性を理解し

ている。 

 

(思･判･表)  

家庭生活における健康

管理や余暇について考

えている。 

購入方法や支払い方法

の特徴や計画的な金銭

管理の必要性について

考えることができてい

る。 

 

 (主学)  

よりよい生活の実現に

向けて、家庭生活にお

ける健康管理や余暇に

ついて主体的に学ぼう

・家庭生活 

・消費生活 

・生活リズム 

・生活習慣 

・余暇の有効な過ごし

方 

・小物製作 

・店舗販売、無店舗販

売 

・クレジットカード 

・家計の経済管理 

 

※ICT 機材や視覚的教

材を活用する。 

※生徒の楽しみや自立

への意欲を引き出せる

よう、実生活と関連づ

けて指導するよう工夫

する。 

※事前に実習の手順や

注意点について説明し

安全、衛生に留意して

取り組ませる。 

※消費者教育のついて

は専門家の活用を検討

する。 

76



ことができる。（２段階

A ウ） 

購入方法や支払い方法

の特徴や計画的な金銭

管理の必要性について

工夫することができ

る。（２段階 C ア、イ） 

としている。 

購入方法や支払い方法

の特徴や計画的な金銭

管理の必要性について

工夫することができて

いる。 

※期末考査、ファイル

提出、学習態度等を総

合的に評価する。 

通

年 
 

(知及技) 

食事の果たす役割を知

り、基本的な日常食の

調理ができる。（２段階

B ア、イ） 

 (思判表力) 

健康に良い食習慣や基

礎的な日常食の調理に

ついて、食品の選択や

調理の仕方、調理計画

を考える。 

（２段階 B ア、イ） 

 (学・人) 

健康に良い食習慣や基

礎的な日常食の調理に

ついて、食品の選択や

調理の仕方、調理計画

を表現する。（２段階 B

ア、イ） 

(知･技) 

食事の果たす役割を知

り、基本的な日常食の

調理ができている。 

 

 (思･判･表) 

健康に良い食習慣や基

礎的な日常食の調理に

ついて、食品の選択や

調理の仕方、調理計画

を考えようとしてい

る。 

 (主学) 

健康に良い食習慣や基

礎的な日常食の調理に

ついて、食品の選択や

調理の仕方、調理計画

を表現することができ

ている。 

 

期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合

的に評価する。 

食生活 ・健康的な食生活 

・日常食の調理 

※ICT 機材や視覚的教

材を活用する。 

※生徒の楽しみや自立

への意欲を引き出せる

よう、実生活と関連づ

けて指導するよう工夫

する。 

※事前に実習の手順や

注意点について説明し

安全、衛生に留意して

取り組ませる。 
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令和 8 年度 「 家庭科 」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

７０ 
２学年 生徒１０名 

くらしに役立つ 家庭科 

年間 

目標 

(知及技) 

家族・家庭の機能について理解を深め、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や環境

等についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けることができるよう

にする。（高２段階） 

(思判表力) 

家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・

改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養うことができるようにする。（高

２段階） 

(学・人) 

家庭や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えよう

とする実践的な態度を身に付けることができる。（高２段階） 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規

準 

単元・題材

名 
単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

衣服のはじまりや役割が

わかり、材料や状態に応じ

た手入れについて理解で

きる。 

（２段階 B ウ） 

(思判表力) 

衣服の材料や状態に応じ

た手入れについて考える

ことができる。 

（２段階 B ウ） 

(学・人) 

衣服の材料や状態に応じ

た手入れについて考え、工

夫することができる。 

（２段階 B ウ） 

(知･技) 

衣服のはじまりや役

割がわかり、衣服の材

料や状態に応じた手

入れについて理解で

きている。 

 (思･判･表) 

衣服の材料や状態に

応じた手入れについ

て考えようとしてい

る。 

 (主学) 

衣服の材料や状態に

応じた手入れについ

て主体的に学ぼうと

している。 

期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合

的に評価する。 

・衣生活 

 

 

・衣服のはじまりと役割 

・目的に応じた着方 

・日常着の材質の特徴 

・洗剤の働き 

・電気洗濯機 

・手洗い洗濯 

 

 

 

※ICT 機材や視覚的教材

を活用する。 

※生徒の楽しみや自立へ

の意欲を引き出せるよ

う、実生活と関連づけて

指導するよう工夫する。 

 

２

学

期 

28 

(知及技)  

目的に応じた縫い方や用

具の安全な取り扱いがで

きる。（２段階エ） 

購入方法や支払い方法の

特徴や計画的な金銭管理

の必要性がわかる。（２段

階 C ア、イ） 

(思判表力) 

目的に応じた縫い方や用

具の安全な取り扱いにつ

いて考えることができ

(知･技)  

目的に応じた縫い方

や用具の安全な取り

扱いができる。（１段

階エ） 

購入方法や支払い方

法の特徴や計画的な

金銭管理の必要性を

理解している。 

(思･判･表) 

目的に応じた縫い方

や用具の安全な取り

衣生活 

消費生活 

・基礎縫い 

・小物製作 

・店舗販売、無店舗販売 

・クレジットカード 

・家計の経済管理 

※ICT 機材や視覚的教材

を活用する。 

※生徒の楽しみや自立へ

の意欲を引き出せるよ

う、実生活と関連づけて

指導するよう工夫する。 

※事前に実習の手順や注
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る。（１段階エ） 

購入方法や支払い方の特

徴や計画的な金銭管理の

必要性がわかる。（２段階C

ア、イ） 

購入方法や支払い方法の

特徴や計画的な金銭管理

の必要性について考える

ことができる。（２段階 C

ア、イ） 

 

(学・人) 

目的に応じた縫い方や用

具の安全な取り扱いにつ

いて主体的に考えること

ができる。（１段階エ） 

購入方法や支払い方法の

特徴や計画的な金銭管理

の必要性について工夫す

ることができる。（２段階C

ア、イ） 

扱いについて考えよ

うとしている。 

購入方法や支払い方

法の特徴や計画的な

金銭管理の必要性を

考えようとしている。 

(主学) 

目的に応じた縫い方

や用具の安全な取り

扱いについて主体的

に考えている。 

購入方法や支払い方

法の特徴や計画的な

金銭管理の必要性に

ついて工夫すること

ができている。 

期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合

的に評価する。 

意点について説明し安

全、衛生に留意して取り

組ませる。 

※消費者教育のついては

専門家の活用を検討す

る。 

３

学

期 

16 

(知及技) 

家族の生活と住空間との

関わり、住居の基本的な機

能について知ることがで

きる。 

（２段階オ） 

(思判表力) 

家族の生活と住空間との

関わり、住居の基本的な機

能について知る考えるこ

とができる。（２段階オ） 

(学・人) 

家族の安全や快適さを考

えた住空間について表現

することができる。（２段

階オ） 

 

(知･技) 

家族の生活と住空間

との関わり、住居の基

本的な機能について

知ることができてい

る。 

 (思･判･表) 

家族の生活と住空間

との関わり、住居の基

本的な機能について

知る考えることがで

きている。 

(主学) 

家族の安全や快適さ

を考えた住空間につ

いて表現することが

できている。 

期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合

的に評価する。 

 

住生活 

 

・家族の生活と住空間 

・和式と洋式 

・住居の機能 

通

年 
 

(知及技) 

食事の果たす役割を知り、

基本的な日常食の調理が

できる。（２段階 B ア、イ） 

 (思判表力) 

健康に良い食習慣や基礎

的な日常食の調理につい

て、食品の選択や調理の仕

方、調理計画を考える。 

(知･技) 

食事の果たす役割を

知り、基本的な日常食

の調理ができている。 

 

 (思･判･表) 

健康に良い食習慣や

基礎的な日常食の調

理について、食品の選

・食生活 

 

・健康的な食生活 

・日常食の調理 

※ICT 機材や視覚的教材

を活用する。 

※生徒の楽しみや自立へ

の意欲を引き出せるよ

う、実生活と関連づけて

指導するよう工夫する。 

※事前に実習の手順や注
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（２段階 B ア、イ） 

 (学・人) 

健康に良い食習慣や基礎

的な日常食の調理につい

て、食品の選択や調理の仕

方、調理計画を表現する。

（２段階 B ア、イ） 

択や調理の仕方、調理

計画を考えようとし

ている。 

 (主学) 

健康に良い食習慣や

基礎的な日常食の調

理について、食品の選

択や調理の仕方、調理

計画を表現すること

ができている。 

 

期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合

的に評価する。 

意点について説明し安

全、衛生に留意して取り

組ませる。 
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令和 8 年度 「 家庭科 」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

７０ ３学年 生徒 10 名 くらしに役立つ 家庭科 

 

年間 

目標 

(知及技) 

家族・家庭の機能に理解を深め、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や環境等につ

いての基礎的な理解をするとともに、それらに係る技能を身に付けることができるようにす

る。（高２段階） 

(思判表力) 

家庭や地域における生活の中から課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、考えた

ことを表現するなど、課題を解決する力を身に付けることができるようにする。（高２段階） 

(学・人) 

地域や家族の一員として、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践的

な態度を身に付けることができる。（高２段階） 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

自分の成長と生活の

自立に必要な家族や

家庭生活の関わり、乳

幼児や高齢者の生活

の特徴や関わり方に

ついて理解する。 

（２段階 A ア、イ、

エ） 

(思判表力) 

家族や地域とのより

よい過ごし方や、高齢

者や乳幼児とのより

よい関わり方ににつ

いて考える。（２段階

A ア、イ、エ） 

 (学・人) 

家族や地域とのより

よい過ごし方や、高齢

者や乳幼児とのより

よい関わり方ににつ

いて考え、工夫し表現

する。（２段階 A ア、

イ、エ） 

 

(知･技) 

自分の成長と生活の自

立に必要な家族や家庭

生活の関わり、乳幼児や

高齢者の生活の特徴や

関わり方を理解しよう

としている。 

(思･判･表) 

生活の自立に必要な家

族や地域とのよりよい

過ごし方や、高齢者や乳

幼児とのよりよい関わ

り方にについて考えよ

うとしている。 

(主学) 

生活の自立に必要な家

族や地域とのよりよい

過ごし方や、高齢者や乳

幼児とのよりよい関わ

り方にについて主体的

に学ぼうとしている。 

※期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合的

に評価する。 

 

・家族・家庭生

活 

・生活設計 

 

・ライフステージとライフ

プラン 

・自分の成長と家族 

・家庭生活と役割 

・乳幼児、高齢者の生活 

・幼児とのふれあい体験 

 

 

 

 

※幼児と実際にふれあう

体験を持つことができる

よう検討する。 

※ICT 機材や視覚的教材

を活用する。 

※生徒の楽しみや自立へ

の意欲を引き出せるよう、

実生活と関連づけて指導

するよう工夫する。 

 

２

学

期 

28 

(知及技) 

自分に必要な栄養素

の種類と働きがわか

る。 

（２段階ア） 

用途に応じた食品の

(知･技) 

自分に必要な栄養素の

種類と働きがわかるか。

(思･判･表) 

基礎的な日常食の調理

について、計画的に調理

衣食住の生活 ・健康で快適な衣生活 

・小物製作 

・健康的な食生活 

・日常食の調理 

・安全で快適な住生活 

※ICT 機材や視覚的教材
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選択や適切な調理に

ついてわかる。 

（２段階イ） 

目的に応じた縫い方

や用具の安全な取り

扱いができる。（１段

階エ） 

(思判表力) 

1 日の献立について

考え、工夫することが

できる。 

基本的な日常食の調

理について考えるこ

とができる。 

（２段階イ） 

(学・人) 

基本的な日常食の調

理について、計画を考

え工夫することがで

きる。 

（２段階イ） 

実習している。 

布を用いた小物製作を

表現している。 

(主学) 

安全で快適な住まいと

は何かを理解している 

 

 

 

 

 

期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合的

に評価する。 

を活用する。 

※生徒の楽しみや自立へ

の意欲を引き出せるよう、

実生活と関連づけて指導

するよう工夫する。 

※事前に実習の手順や注

意点について説明し安全、

衛生に留意して取り組ま

せる。 

３

学

期 

16 

(知及技) 

購入方法や支払い方

法の特徴が分かり、計

画的な金銭管理の必

要性に気付く。 

（２段階ア） 

(思判表力) 

身近な消費生活につ

いて、自立した消費者

として責任ある消費

行動を考え、表現す

る。 

（２段階（イ）） 

(学・人) 

自分や家族の消費生

活が環境や社会に及

ぼす影響について気

付く（２段階イ） 

 

(知･技) 

購入方法や支払い方法

の特徴が分かり、計画的

な買い物（消費）をして

いる。 

(思･判･表) 

消費者問題について理

解し、責任ある行動を自

覚している。 

(主学) 

身近な消費生活が環境

や社会に与える影響に

ついて学ぶ。 

 

期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合的

に評価する。 

消費生活 

環境 

 

・消費生活について知る 

・消費者問題について知る 

・環境に配慮した生活 

 

※消費者教育のついては

専門家の活用を検討する。 

通

年 
 

(知及技) 

食事の果たす役割を

知り、基本的な日常食

の調理ができる。（２

段階 B ア、イ） 

 (思判表力) 

健康に良い食習慣や

基礎的な日常食の調

理について、食品の選

択や調理の仕方、調理

計画を考える。 

(知･技) 

食事の果たす役割を知

り、基本的な日常食の調

理ができている。 

 

 (思･判･表) 

健康に良い食習慣や基

礎的な日常食の調理に

ついて、食品の選択や調

理の仕方、調理計画を考

えようとしている。 

・食事の役割 

・日常食の調

理 

 

・健康的な食生活 

・日常食の調理 

※ICT 機材や視覚的教材

を活用する。 

※生徒の楽しみや自立へ

の意欲を引き出せるよう、

実生活と関連づけて指導

するよう工夫する。 

※事前に実習の手順や注

意点について説明し安全、

衛生に留意して取り組ま
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（２段階 B ア、イ） 

 (学・人) 

健康に良い食習慣や

基礎的な日常食の調

理について、食品の選

択や調理の仕方、調理

計画を表現する。（２

段階 B ア、イ） 

 (主学) 

健康に良い食習慣や基

礎的な日常食の調理に

ついて、食品の選択や調

理の仕方、調理計画を表

現することができてい

る。 

 

期末考査、ファイル提

出、学習態度等を総合的

に評価する。 

せる。 
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令和 8 年度 「外国語」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

35 １学年 生徒１０名 子供のための英語で自己表現ワーク(mpi) 

 

年間 

目標 

(知及技)英語の音声を聞いて、日本語との違いに気付き、簡単な語句が何を表すのか理解する

か理解することができる。（高１段階） 

(思判表力)簡単な語句などを用いて自分のことについて伝えることができる。（高１段階） 

(学・人)簡単な英語であいさつしたり、尋ねたりすることができる。（高１段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

13 

(知及技) 

英語の数字を理解す

る 。（ 高 １ 段 階 ア

(ア)○ア） 

(思判表力) 

英語の数字を使って

自分のことについて

伝える。（高１段階ア

(ア)） 

(学・人) 

あいさつをしたり、英

語で相手に聞いたり、

伝えたりできる。 

（ 高 １ 段 階 ウ

(ア)(イ)(ウ)(エ)） 

 

 

(知･技) 

英語で数字を言ったり

書いたりしている。 

(思･判･表) 

自分のことについて書

いたり話したりしてい

る。 

(主学) 

自分のことを伝えた

り、相手に聞いたりし

ている。 

 

ワークシートやパフォ

ーマンステスト、振り

返りシートを利用して

評価する。 

Unit 1: Grades 

 

 

Unit 2: Going 

to school 

 

Unit3:Birthday 

 

ICT を利用して、英語の数

字を練習する。 

 

ワークシートを利用して

自分のことについてまと

める。 

 

ワークシートを利用して

自分のことを伝えたり、尋

ねたりする。 

 

２

学

期 

14 

(知及技) 

月日・曜日、家族、動

物について英語で理

解する。（高１段階ア

(ア)○ア） 

(思判表力) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を使って自分

のことについて伝え

ることができる。 

（高１段階イ ( ア ) 

(イ)） 

 

(学・人) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を使って自分

のことについて伝え

たり、相手に尋ねたり

(知･技) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を言ったり書

いたりしている。 

 

(思･判･表) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を使って自分

のことについて伝えて

いる。 

  

(主学) 

ペアでワークシートを

利用してお互いのこと

について伝えたり、尋

ねたりしている。 

 

ワークシートやパフォ

Unit4:Present 

 

Unit5:Family 

 

Unit6:Pets 

ICT を利用して、イラスト

を使って英単語の意味を

リンクさせる。 

 

ワークシートを利用して

自分のことについてまと

める。 

 

ワークシートを利用して

自分のことを伝えたり、尋

ねたりする。 
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することができる。

（ 高 １ 段 階 ウ

(ア)(イ)(ウ)(エ)） 

 

ーマンステスト、振り

返りシートを利用して

評価する。 

３

学

期 

8 

(知及技) 

自分の好きな色、お菓

子について英語で理

解する。（高１段階ア

(ア)○ア） 

 

(思判表力) 

自分の好きな色やお

菓子、また自分の好き

な他のことについて

伝えることができる。 

（高１段階イ ( ア ) 

(イ)） 

 

(学・人) 

自分の好みについて

伝えたり、相手の好き

なことについて尋ね

たりすることができ

る 。（ 高 １ 段 階 ウ

(ア)(イ)(ウ)(エ)） 

 

(知･技) 

英語で色やお菓子につ

いて表現している。 

 

(思･判･表) 

自分の好きな色やお菓

子、好きなことについ

て伝えようとしてい

る。 

 

(主学) 

自分の好みについて伝

えたり、相手の好きな

ことについて尋ねよう

としている。 

Unit7:Colors 

 

Unit8:Snacks 

ICT を利用して、イラスト

を使って英単語の意味を

リンクさせる。 

 

ワークシートを利用して

自分のことについてまと

める。 

 

ワークシートを利用して

自分のことを伝えたり、尋

ねたりする。 
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令和 8 年度 「外国語」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

35 ２学年 生徒１０名 子供のための英語で自己表現ワーク(mpi) 

 

年間 

目標 

(知及技)英語の音声を聞いて、日本語との違いに気付き、簡単な語句が何を表すのか理解する

か理解することができる。（高１段階） 

(思判表力)簡単な語句などを用いて自分のことについて伝えることができる。（高１段階） 

(学・人)簡単な英語であいさつしたり、尋ねたりすることができる。（高１段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

13 

(知及技) 

英語の数字を理解す

る 。（ 高 １ 段 階 ア

(ア)○ア） 

(思判表力) 

英語の数字を使って

自分のことについて

伝える。（高１段階ア

(ア)） 

(学・人) 

あいさつをしたり、英

語で相手に聞いたり、

伝えたりできる。 

（ 高 １ 段 階 ウ

(ア)(イ)(ウ)(エ)） 

 

 

(知･技) 

英語で数字を言ったり

書いたりしている。 

(思･判･表) 

自分のことについて書

いたり話したりしてい

る。 

(主学) 

自分のことを伝えた

り、相手に聞いたりし

ている。 

 

ワークシートやパフォ

ーマンステスト、振り

返りシートを利用して

評価する。 

Unit 1: Grades 

 

 

Unit 2: Going 

to school 

 

Unit3:Birthday 

 

ICT を利用して、英語の数

字を練習する。 

 

ワークシートを利用して

自分のことについてまと

める。 

 

ワークシートを利用して

自分のことを伝えたり、尋

ねたりする。 

 

２

学

期 

14 

(知及技) 

月日・曜日、家族、動

物について英語で理

解する。（高１段階ア

(ア)○ア） 

(思判表力) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を使って自分

のことについて伝え

ることができる。 

（高１段階イ ( ア ) 

(イ)） 

 

(学・人) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を使って自分

のことについて伝え

たり、相手に尋ねたり

(知･技) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を言ったり書

いたりしている。 

 

(思･判･表) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を使って自分

のことについて伝えて

いる。 

  

(主学) 

ペアでワークシートを

利用してお互いのこと

について伝えたり、尋

ねたりしている。 

 

ワークシートやパフォ

Unit4:Present 

 

Unit5:Family 

 

Unit6:Pets 

ICT を利用して、イラスト

を使って英単語の意味を

リンクさせる。 

 

ワークシートを利用して

自分のことについてまと

める。 

 

ワークシートを利用して

自分のことを伝えたり、尋

ねたりする。 
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することができる。

（ 高 １ 段 階 ウ

(ア)(イ)(ウ)(エ)） 

 

ーマンステスト、振り

返りシートを利用して

評価する。 

３

学

期 

8 

(知及技) 

自分の好きな色、お菓

子について英語で理

解する。（高１段階ア

(ア)○ア） 

 

(思判表力) 

自分の好きな色やお

菓子、また自分の好き

な他のことについて

伝えることができる。 

（高１段階イ ( ア ) 

(イ)） 

 

(学・人) 

自分の好みについて

伝えたり、相手の好き

なことについて尋ね

たりすることができ

る 。（ 高 １ 段 階 ウ

(ア)(イ)(ウ)(エ)） 

 

(知･技) 

英語で色やお菓子につ

いて表現している。 

 

(思･判･表) 

自分の好きな色やお菓

子、好きなことについ

て伝えようとしてい

る。 

 

(主学) 

自分の好みについて伝

えたり、相手の好きな

ことについて尋ねよう

としている。 

Unit7:Colors 

 

Unit8:Snacks 

ICT を利用して、イラスト

を使って英単語の意味を

リンクさせる。 

 

ワークシートを利用して

自分のことについてまと

める。 

 

ワークシートを利用して

自分のことを伝えたり、尋

ねたりする。 
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令和 8 年度 「外国語」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

35 ３学年 生徒 10 名 子供のための英語で自己表現ワーク(mpi) 

 

年間 

目標 

(知及技)英語の音声を聞いて、日本語との違いに気付き、簡単な語句が何を表すのか理解する

か理解することができる。（高１段階） 

(思判表力)簡単な語句などを用いて自分のことについて伝えることができる。（高１段階） 

(学・人)簡単な英語であいさつしたり、尋ねたりすることができる。（高１段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

13 

(知及技) 

英語の数字を理解す

る 。（ 高 １ 段 階 ア

(ア)○ア） 

(思判表力) 

英語の数字を使って

自分のことについて

伝える。（高１段階ア

(ア)） 

(学・人) 

あいさつをしたり、英

語で相手に聞いたり、

伝えたりできる。 

（ 高 １ 段 階 ウ

(ア)(イ)(ウ)(エ)） 

 

 

(知･技) 

英語で数字を言ったり

書いたりしている。 

(思･判･表) 

自分のことについて書

いたり話したりしてい

る。 

(主学) 

自分のことを伝えた

り、相手に聞いたりし

ている。 

 

ワークシートやパフォ

ーマンステスト、振り

返りシートを利用して

評価する。 

Unit 1: Grades 

 

 

Unit 2: Going 

to school 

 

Unit3:Birthday 

 

ICT を利用して、英語の数

字を練習する。 

 

ワークシートを利用して

自分のことについてまと

める。 

 

ワークシートを利用して

自分のことを伝えたり、尋

ねたりする。 

 

２

学

期 

14 

(知及技) 

月日・曜日、家族、動

物について英語で理

解する。（高１段階ア

(ア)○ア） 

(思判表力) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を使って自分

のことについて伝え

ることができる。 

（高１段階イ ( ア ) 

(イ)） 

 

(学・人) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を使って自分

のことについて伝え

たり、相手に尋ねたり

(知･技) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を言ったり書

いたりしている。 

 

(思･判･表) 

英語で月日・曜日、家

族、動物を使って自分

のことについて伝えて

いる。 

  

(主学) 

ペアでワークシートを

利用してお互いのこと

について伝えたり、尋

ねたりしている。 

 

ワークシートやパフォ

Unit4:Present 

 

Unit5:Family 

 

Unit6:Pets 

ICT を利用して、イラスト

を使って英単語の意味を

リンクさせる。 

 

ワークシートを利用して

自分のことについてまと

める。 

 

ワークシートを利用して

自分のことを伝えたり、尋

ねたりする。 
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することができる。

（ 高 １ 段 階 ウ

(ア)(イ)(ウ)(エ)） 

 

ーマンステスト、振り

返りシートを利用して

評価する。 

３

学

期 

8 

(知及技) 

自分の好きな色、お菓

子について英語で理

解する。（高１段階ア

(ア)○ア） 

 

(思判表力) 

自分の好きな色やお

菓子、また自分の好き

な他のことについて

伝えることができる。 

（高１段階イ ( ア ) 

(イ)） 

 

(学・人) 

自分の好みについて

伝えたり、相手の好き

なことについて尋ね

たりすることができ

る 。（ 高 １ 段 階 ウ

(ア)(イ)(ウ)(エ)） 

 

(知･技) 

英語で色やお菓子につ

いて表現している。 

 

(思･判･表) 

自分の好きな色やお菓

子、好きなことについ

て伝えようとしてい

る。 

 

(主学) 

自分の好みについて伝

えたり、相手の好きな

ことについて尋ねよう

としている。 

Unit7:Colors 

 

Unit8:Snacks 

ICT を利用して、イラスト

を使って英単語の意味を

リンクさせる。 

 

ワークシートを利用して

自分のことについてまと

める。 

 

ワークシートを利用して

自分のことを伝えたり、尋

ねたりする。 
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令和８年度 「 情報 」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

３５ １学年 生徒１０名 図説 情報Ⅰ（実教出版） 

 

年間 

目標 

(知及技)効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用につ

いて知り、基礎的な技能を身に付けるとともに、情報社会と人との関わりについて知ることが

できる。（高１段階） 

(思判表力)身近な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題を知り、問題を解決するために

必要な情報と情報技術を活用する力を身につけることができる。（高１段階） 

(学・人)身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を身

に付けることができる。（高１段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

12 

(知及技) 

身近にある情報やメ

ディアの基本的な特

性及びコンピュータ

等の情報機器の基本

的な用途、操作方法を

知り、情報と情報技術

を活用して問題を知

り、問題を解決する方

法を身に付ける。 

(１段階ア(ア)) 

(思判表力) 

目的や状況に応じて、

身近にある情報や情

報技術を活用して問

題を知り、問題を解決

する方法について考

えることができる。 

(１段階イ(ア)) 

(知及技) 

情報に関する身近で

基本的な、法規や制度

について学ぶ。(１段

階ア(イ)) 

(思判表力) 

情報に関する身近で

基本的な、法規や制度

について考えること

ができる。(１段階イ

(イ)) 

(学・人) 

自分が使用している

パスワードの安全性

(知･技) 

身近にある情報やメデ

ィアの基本的な特性及

びコンピュータ等の情

報機器の基本的な用

途、操作方法を理解し

ている。 

情報と情報技術を活用

して問題を知り、問題

を解決する方法を身に

付けている。 

(思･判･表) 

目的や状況に応じて、

身近にある情報や情報

技術を活用して問題を

知り、問題を解決する

方法について考えよう

としている。 

(知･技) 

情報に関する身近で基

本的な、法規や制度に

ついて理解している。 

(思･判･表) 

情報に関する身近で基

本的な、法規や制度に

ついて考えようとして

いる。 

 

(主学) 

「情報」がもつ意味や

はたらきについて考え

ようとしている。 

 

・パソコンの

基本的な操作 

・SNS 利用の

注意点 

・携帯電話の

扱い 

第１章 

情報社会の問

題解決 

 

１節 

1.問題解決の

手順 

 

2.情報収集と

整理 

 

3.情報の分析 

 

２節 

1.情報の管理

と保護 

 

2.知的財産権

と産業財産権 

 

3.著作権 

 

３節 

1.認証とパス

ワード 

 

 

パソコンの各部の名称と機

能について説明を聞き、実

際に基本的な操作を行う。 

 

教科書を基に作成した学習

プリントに教科書を見なが

ら取り組み、解答欄に記入

する。 

 

※SNS トラブルやインター

ネット上の問題について、

身近な具体例を挙げて解説

していく。 

 

身の回りの問題について、

問題解決に向けた話合いを

グループ内で行い、意見を

まとめ、全体で発表する。 

 

 

 

「情報」がもつ意味につい

て考え、正しい意思決定の

ために必要なことは何かを

考え、自分の考えを学習プ

リントに記入する。 
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や管理方法について

改めて見直し、考える

ことができる。 

 

(学・人) 

「情報」がもつ意味や

はたらきについて考

えることができる。 

 

評価方法 

・学習プリント 

・振り返りシート 

・活動の姿 

・ペーパーテスト 

2.情報の暗号

化 

 

○問題解決の

ためにアイデ

ィアを出して

みよう 

２

学

期 

17 

(知及技) 

情報に関する情報セ

キュリティの重要性、

情報社会における個

人の責任及び情報モ

ラルについて学ぶ。

(１段階ア(イ)) 

(思判表力) 

情報に関する情報セ

キュリティの重要性、

情報社会における個

人の責任及び情報モ

ラルについて考える

ことができる。(１段

階イ(イ)) 

(学・人) 

自分が使用している

パスワードの安全性

や管理方法について

改めて見直し、考える

ことができる。 

(知及技) 

身近にある情報技術

が人や社会に果たす

役割と及ぼす影響に

ついて学ぶ。 

(１段階ア(ウ)) 

(思判表力) 

身近にある情報や情

報技術の活用につい

て考えることができ

る。(１段階イ(ウ)) 

(学・人) 

インターネット上の

トラブルについて主

体的に対応すること

ができる。 

(知･技) 

情報に関する情報セキ

ュリティの重要性、情

報社会における個人の

責任及び情報モラルに

ついて理解している。 

 

(思･判･表) 

情報に関する情報セキ

ュリティの重要性、情

報社会における個人の

責任及び情報モラルに

ついて考えようとして

いる。 

 

(主学) 

自分が使用しているパ

スワードの安全性や管

理方法について改めて

見直し、考えようとし

ている。 

(知･技) 

身近にある情報技術が

人や社会に果たす役割

と及ぼす影響について

理解している。 

 

(思･判･表) 

身近にある情報や情報

技術の活用について考

えようとしている。 

 

(主学) 

インターネット上のト

ラブルについて主体的

に対応しようとしてい

る。 

評価方法 

・学習プリント 

・振り返りシート 

・活動の姿 

・ペーパーテスト 

第１章情報社

会の問題解決 

３節 

3.コンピュー

タウィルスと

対策 

 

○アンケート

を作成しよう 

 

第２章コミュ

ニケーション

と情報デザイ

ン 

１節 

1.メディアと

機能と特性 

2.メディアリ

テラシー 

２節 

1.効果的なコ

ミュニケーシ

ョン 

2.インターネ

ット上のコミ

ュニケーショ

ン 

３節 

1.情報デザイ

ンの考え方 

2.表現の工夫 

４節 

1.コンテンツ

設計 

2.スライド制

作と発表 

 

○スライド資

料を作成しよ

う 

教科書を基に作成した学習

プリントに教科書を見なが

ら取り組み、解答欄に記入

する。 

 

※個人情報とプライバシー

の取り扱いの重要性につい

て具体例をあげて解説して

いく。 

 

身近な著作権の侵害につい

ての例題を理解し、具体的

にどのような被害を与える

か影響について考える。 

自分の考えを基にペアで話

し合い、意見をまとめる。 

 

 

 

ユーザー認証やパスワード

の重要性について理解し、

望ましいパスワードの決め

方について見直す。 
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３

学

期 

6 

(知及技) 

身近にある情報技術

について学ぶ。 

(１段階ア(ウ)) 

(思判表力) 

身近にある情報や情

報技術の活用につい

て考えることができ

る。(１段階イ(ウ)) 

(学・人) 

インターネット上の

トラブルについて主

体的に対応すること

ができる。 

(知･技) 

身近にある情報技術に

ついて理解している。 

 

(思･判･表) 

身近にある情報や情報

技術の活用について考

えようとしている。 

 

(主学) 

インターネット上のト

ラブルについて主体的

に対応しようとしてい

る。 

評価方法 

・学習プリント 

・振り返りシート 

・活動の姿 

・ペーパーテスト 

○スライド発

表 

 

・まとめ 

・編末問題 

 

情報化の進展により社会は

どのように変化したか、そ

の利点と問題点について理

解し、学習プリントに記入

する。 

 

教科書を基に作成した学習

プリントに教科書を見なが

ら取り組み、解答欄に記入

する。 

 

ＳＮＳの「炎上」や「ネット

いじめ」などの具体例を提

示し、情報社会を正しく生

きる態度を身につける。 
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令和８年度 「 情報 」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

３５ 
２学年 

生徒１０名 
図説 情報Ⅰ（実教出版） 

 

年間 

目標 

【知及技】効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用に

ついて理解し、基礎的な技能を身に付けるとともに、情報社会と人との関わりについて理解す

ることができる。（高２段階） 

【思判表力】身近な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題を知り、問題を解決するため

に必要な情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養うことができる。（高２段階） 

【学・人】身近にある情報や情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に参画しようとす

る態度を身に付けることができる。（高２段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

14 

【知及技】 

・身近なメディア

の基本的な特性と

コミュニケーショ

ン手段の基本的な

特徴について，そ

の変遷を踏まえて

知る。 

 (１段階Bア(ア)) 

【学・人】 

・身近にある情報

や情報技術を活用

するとともに，情

報社会に関わろう

とする態度を養

う。  

【知･技】 

・身近なメディアの基

本的な特性とコミュニ

ケーション手段の基本

的な特徴について，そ

の変遷を踏まえて知っ

ている。 

 

 

【主学】 

・身近にある情報や情

報技術を活用するとと

もに，情報社会に関わ

ろうとする態度が養わ

れている。 

第２編ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情

報ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

第１章情報のﾃﾞｼﾞﾀﾙ

表現 

17 デジタル情報の特

徴 

18 デジタル情報の表

し方（1） 

19 デジタル情報の表

し方（2） 

20 デジタル表現（1） 

・デジタル化すると，

情報が失われにくくな

ること，加工・処理が

できるようになること

を強調しておきたい。 

・数のデジタル表現，

音と画像のデジタル表

現，画像処理，動画の

作成など，できるだけ

多くの実習を行い，生

徒にデジタル化の原理

を実感させたい。 

２

学

期 

15 

【知及技】 

・身近なメディア

の基本的な特性と

コミュニケーショ

ン手段の基本的な

特徴について，そ

の変遷を踏まえて

知る。 

 (１段階Bア(ア)) 

【知及技】 

・身近にある情報

デザインが人や社

会に果たしている

役割を知ること。 

（1段階 Bア（イ）） 

【思判表力】 

・身近なメディア

【知･技】 

・身近なメディアの基

本的な特性とコミュニ

ケーション手段の基本

的な特徴について，そ

の変遷を踏まえて知っ

ている。 

  

 

【知･技】 

身近にある情報デザイ

ンが人や社会に果たし

ている役割を知ってい

る。 

 

【思･判･表】 

・身近なメディアとコ

第２編ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情

報ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

第１章情報のﾃﾞｼﾞﾀﾙ

表現 

21 デジタル表現（2） 

22 デジタル表現（3） 

23 データの圧縮 

第２章ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段

の発展と特徴 

24 コミュニケーショ

ン手段の発達 

25 情報の発信とメデ

ィアの性質 

 

・数のデジタル表現，

音と画像のデジタル表

現，画像処理，動画の

作成など，できるだけ

多くの実習を行い，生

徒にデジタル化の原理

を実感させたい。 

・身近なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段

を取り上げ，情報通信

技術の進展がコミュニ

ケーション手段を変化

させてきたことを理解

させる。 
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とコミュニケーシ

ョン手段の関係を

考えること。 

（1段階 Bイ（ア）） 

【知及技】 

身近にある情報ﾃﾞ

ｻﾞｲﾝから，効果的

なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行

うための情報デザ

インの基本的な考

え方や方法を知

り，表現する基礎

的な技能を身に付

けること。 

（1段階 Bア（ウ）） 

【学・人】 

・身近にある情報

や情報技術を活用

するとともに，情

報社会に関わろう

とする態度を養

う。  

ミュニケーション手段

の関係を考えている。 

 

 

【知･技】 

身近にある情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ

から，効果的なｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝを行うための情報デ

ザインの基本的な考え

方や方法を知り，表現

する基礎的な技能が身

に付いている。 

 

 

 

【主学】 

・身近にある情報や情

報技術を活用するとと

もに，情報社会に関わ

ろうとする態度が養わ

れている。 

３

学

期 

６ 

【思判表力】 

・コミュニケーシ

ョンの目的に合わ

せて，必要な情報

が伝わるような情

報デザインを考え

ること。 

（1段階 Bイ（イ）） 

【思判表力】 

効果的なコミュニ

ケーションを行う

ための情報デザイ

ンの基本的な考え

方や方法に基づい

て，表現の仕方を 

工夫すること。 

（1段階 Bイ（ウ）） 

【学・人】 

・身近にある情報

や情報技術を活用

するとともに，情

報社会に関わろう

とする態度を養

う。  

 

【思･判･表】 

・コミュニケーション

の目的に合わせて，必

要な情報が伝わるよう

な情報デザインを考え

ている。 

 

 

【思･判･表】 

効果的なコミュニケー

ションを行うための情

報デザインの基本的な

考え方や方法に基づい

て，表現の仕方を 

工夫している。 

 

 

【主学】 

・身近にある情報や情

報技術を活用するとと

もに，情報社会に関わ

ろうとする態度が養わ

れている。 

 

第２編ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情

報ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

第３章情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

26 情報を表現する方

法 

27 効果的な情報デザ

イン 

第３章ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

28 プレゼンテーショ

ンの流れ 

29 プレゼンテーショ

ンの注意点 

・ﾕｰｻﾞﾋﾞﾘﾃｨ，ｱｸｾｼﾋﾞﾘ

ﾃｨの意味を理解させ，

どのようにすればｺﾝﾋﾟ

ｭｰﾀやｲﾝﾀｰﾈｯﾄが使いや

すくなるかを考えさせ

る。 

・情報デザインが人や

社会に果たしている役

割を考えさせる活動を

取り入れる。 

・テーマや課題を設定

して，効果的な情報デ

ザインを考えさせる。 

・情報デザインの考え

方や方法を取り入れて

プレゼンテーション用

のスライドを作成する

実習を行い，情報の表

現と伝達の実践力を向

上させたい。 

・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱ

の操作にあたっては，

適宜巻末資料を参照さ

せる。 

・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの実習で

は，生徒どうしで相互

評価させる場面も取り

入れる。 
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令和７年度 「 情報 」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

35 ３学年 生徒 ９名 情報Ⅰ・Next 数研出版 

 

年間 

目標 

(知 及 技) 効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータ 

     の活用について理解し、基礎的な技能を身に付けるとともに、情報社会と人 

     との関わりについて知ることができる。(高２段階) 

(思判表力) 身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決す 

るために必要な情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養うことが

できる。(高２段階) 

(学 ・ 人) 身近にある情報や情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に参画し 

ようとする態度を養うことができる。(高２段階) 
学
期 

時
数 単元・題材の目標 

単元・題材の評価規

準 
単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

14 

(知及技) 

データを表現、蓄積

するための基本的な

表し方と、データを

収集、整理、分析す

る基本的な方法につ

いて理解し、基礎的

な技術を身につけさ

せる。（２段階Ｃア

(ウ)） 

(思判表力) 

データの収集、整

理、分析及び結果の

表現の基本的な方法

を適切に選択し、実

行し、振り返り、表

現を見直すことがで

きる。（２段階Ｃイ

(ウ)） 

(学・人) 

問題解決するための 

必要手段について

様々な視点で考える

ことができる。 

 

(知･技) 

データを表現、蓄積

するための基本的な

表し方と、データを

収集、整理、分析す

る基本的な方法につ

いて理解し、基礎的

な技術が身について

いる。 

 

(思･判･表) 

 データの収集、整

理、分析及び結果の

表現の基本的な方法

を適切に選択し、実

行し、振り返り、表

現を見直すことがで

きている。 

 

(主学) 

問題解決について関

心を持っている。 

コンピュータ

を使いこなそ

う 

・文書を作成

してみよう 

Wordを活用して、ビジネ

ス文書作成の基礎と操作

方法を理解する。 

・書式設定 

・フォントの配置 

・フォントサイズの変更 

・表の挿入 

・図の挿入 

・ビジネス文書基本定型 

 

 教師の解説を聞きなが

ら、一緒にソフトを操作

し、操作手順とツールを

理解し、基本的なビジネ

ス文書が作成できるよう

に促す。 

 

  

95



２

学

期 

15 

(知及技) 

データを表現、蓄積

するための基本的な

表し方と、データを

収集、整理、分析す

る基本的な方法につ

いて理解し、基礎的

な技術を身につけさ

せる。（２段階Ｃア

(ウ)） 

(思判表力) 

データの収集、整

理、分析及び結果の

表現の基本的な方法

を適切に選択し、実

行し、振り返り、表

現を見直すことがで

きる。（２段階Ｃイ

(ウ)） 

(学・人) 

問題解決するための 

必要手段について

様々な視点で考える

ことができる。 

 

(知･技) 

データを表現、蓄積

するための基本的な

表し方と、データを

収集、整理、分析す

る基本的な方法につ

いて理解し、基礎的

な技術が身について

いる。 

 

(思･判･表) 

 データの収集、整

理、分析及び結果の

表現の基本的な方法

を適切に選択し、実

行し、振り返り、表

現を見直すことがで

きている。 

 

(主学) 

問題解決について関

心を持っている。 

情報を整理し

て伝えよう 

・データを分

析してみよう 

Excelを活用し基本の操作

方法を理解する。 

・書式設定 

・データの入力 

・罫線 

・四則演算 

・計算式のコピー 

・グラフの作成 

・データの並べ替え 

 

 教師の解説を聞きなが

ら、一緒にソフトを操作

し、操作手順とツールを

理解し、基本的なデータ

入力と操作がきるように

促す。 

 

 

３

学

期 

6 

(知及技) 

データを表現、蓄積

するための基本的な

表し方と、データを

収集、整理、分析す

る基本的な方法につ

いて理解し、基礎的

な技術を身につけさ

せる。（２段階Ｃア

(ウ)） 

(思判表力) 

データの収集、整

理、分析及び結果の

表現の基本的な方法

を適切に選択し、実

行し、振り返り、表

現を見直すことがで

きる。（２段階Ｃイ

(ウ)） 

(学・人) 

問題解決するための 

必要手段について

様々な視点で考える

ことができる。 

 

(知･技) 

データを表現、蓄積

するための基本的な

表し方と、データを

収集、整理、分析す

る基本的な方法につ

いて理解し、基礎的

な技術が身について

いる。 

 

(思･判･表) 

 データの収集、整

理、分析及び結果の

表現の基本的な方法

を適切に選択し、実

行し、振り返り、表

現を見直すことがで

きている。 

 

(主学) 

問題解決について関

心を持っている。 

情報を整理し

て伝えよう 

・情報をわか

りやすく伝え

よう 

PowerPointを活用し基本

の操作方法を理解する。 

・書式設定 

・スライドの入力、追加 

・レイアウトの選択 

・テキストの編集 

・アニメーションの設定 

・スライドショーの実行 

 

 教師の解説を聞きなが

ら、一緒にソフトを操作

し、操作手順とツールを

理解し、基本的なデータ

入力と操作がきるように

促す。 
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令和 8 年度 「農園芸」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

105 １学年 生徒１０名 なし 

 

年間 

目標 

(知及技) 

農業に関することについて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

(思判表力) 

農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観をふまえ課題を解決する力を養う。 

(学・人) 

職業人として必要な豊かな人間性を育み、社会的・職業的自立に向けた資質・能力を身に付け

ていける。 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

刈払機を使って除草

作業ができる。 

耕運機を使って耕運

できる。 

(思判表力) 

販売学習時、その場に

ふさわしい接客がで

きる。 

(学・人) 

指示を理解し主体的

に考えて行動できる。 

(知･技) 

刈払機を使って除草作

業ができている。 

耕運機を使うことがで

きている。 

(思･判･表) 

その場や役割に応じた

立ち振る舞いができて

いる。 

(学・人) 

指示を理解し主体的に

考え､行動できている｡ 

農業機械 

 

野菜 

 

草花 

・校内の除草作業 

・種まき 

・苗作り 

・定植前の耕運、施肥 

・定植 

・農場管理（灌水作業、追

肥、誘引、摘花、摘葉、収

穫作業） 

・施設見学 

・販売学習 

・校外学習(施設棟見学) 

２

学

期 

30 

(知及技) 

発芽条件や生育条件

について知ることが

できる。 

(思判表力) 

１時間程度、刈払機を

使うことができる。 

(学・人) 

台風対策を主体的に

考えて作業ができる。 

(知･技) 

発芽条件や生育条件に

ついて理解している｡ 

(思･判･表) 

適宜休憩を取りながら

作業を続けることがで

きている。 

(主学) 

台風情報で風の予測を

立て作業ができてい

る｡ 

野菜 

 

草花 

 

沖縄の栽培暦 

 

農業機械 

 

台風について 

・校内の除草作業 

・種まき 

・苗作り 

・定植前の耕運、施肥 

・定植 

・農場管理（灌水作業、追

肥、誘引、摘花、摘葉、収

穫作業） 

・販売学習 

・校外学習(施設等見学) 

３

学

期 

14 

(知及技) 

栽培暦から季節の野

菜や草花を知ること

ができる。 

(思判表力) 

販売学習時に相手に

分かりやすく説明で

きる。 

(学・人) 

栽培暦を見て 1 年を

振り返り、次に育てる

植物を決めることが

できる。 

(知･技) 

季節の野菜や草花を知

ることができる。 

(思･判･表) 

接客時に相手に分かり

やすいように説明でき

ている。 

(主学) 

振り返りし見通しを立

てることができてい

る。 

野菜 

 

草花 

 

沖縄の栽培暦 

 

農業機械 

・校内の除草作業 

・定植前の耕運、施肥 

・定植 

・農場管理（灌水作業、追

肥、誘引、摘花、摘葉、収

穫作業） 

・販売学習 

・校外学習(施設棟見学) 
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令和 8 年度 「農園芸」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

2 年 210 

3 年 210 

２･3 学年 

生徒 10 名 
なし 

 

年間 

目標 

(知及技) 

農業に関することについて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

(思判表力) 

農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観をふまえ課題を解決する力を養う。 

(学・人) 

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい者気合いの構造を目指して自ら学び、社会

貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

65 

(知及技) 

刈払機を使って除草

作業ができる。 

耕運機を使って耕運

できる。 

(思判表力) 

販売学習時、その場に

ふさわしい接客がで

きる。 

(学・人) 

指示を理解し主体的

に考えて行動できる。 

(知･技) 

刈払機を使って除草作

業ができている。 

耕運機を使うことがで

きている。 

(思･判･表) 

その場や役割に応じた

立ち振る舞いができて

いる。 

(学・人) 

指示を理解し主体的に

考え､行動できている｡ 

農業機械 

 

野菜 

 

草花 

・校内の除草作業 

・種まき 

・苗作り 

・定植前の耕運、施肥 

・定植 

・農場管理（灌水作業、追

肥、誘引、摘花、摘葉、収

穫作業） 

・販売学習 

・校外学習(施設棟見学) 

２

学

期 

75 

(知及技) 

発芽条件や生育条件

について知ることが

できる。 

(思判表力) 

１時間程度、刈払機を

使うことができる。 

(学・人) 

台風対策を主体的に

考えて作業ができる。 

(知･技) 

発芽条件や生育条件に

ついて理解している｡ 

(思･判･表) 

適宜休憩を取りながら

作業を続けることがで

きている。 

(主学) 

台風情報で風の予測を

立て作業ができている 

野菜 

 

草花 

 

沖縄の栽培暦 

 

農業機械 

 

台風について 

・校内の除草作業 

・種まき 

・苗作り 

・定植前の耕運、施肥 

・定植 

・農場管理（灌水作業、追

肥、誘引、摘花、摘葉、収

穫作業） 

・販売学習 

・校外学習(施設棟見学) 

３

学

期 

35 

(知及技) 

栽培暦から季節の野

菜や草花を知ること

ができる。 

(思判表力) 

販売学習時に相手に

分かりやすく説明で

きる。 

(学・人) 

栽培暦を見て 1 年を

振り返り次の植物を

決めることができる。 

(知･技) 

季節の野菜や草花を知

ることができる。 

(思･判･表) 

接客時に相手に分かり

やすいように説明でき

ている。 

(主学) 

振り返りし見通しを立

てることができてい

る。 

野菜 

 

草花 

 

沖縄の栽培暦 

 

農業機械 

・校内の除草作業 

・定植前の耕運、施肥 

・定植 

・農場管理（灌水作業、追

肥、誘引、摘花、摘葉、収

穫作業） 

・販売学習 

・校外学習(施設棟見学) 
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令和８年度 「食品加工」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

105 
１学年  

生徒 10名 
なし 

 

年間 

目標 

 

(知及技)食品加工および食品衛生についての基本的な知識や技術を身につけることができる。 

 

(思判表力)働くために必要な力や課題を発見し、課題解決の方法を考えることができる。 

 

(学・人)積極的にコミュニケーションを取り、互いの良さを生かして協働することができる。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

36 

 

 

 

(知及技)食品加工お

よび食品衛生につい

ての基本的な知識や

技術を身につけるこ

とができる。 

 

 

(思判表力)働くため

に必要な力や自己の

課題を発見し、課題解

決の方法を考えるこ

とができる。 

 

 

(学・人)積極的にコミ

ュニケーションを取

り、お互いの良さを生

かして協働すること

ができる。 

 

 

(知･技) マフィンやス

コーン等を手順通りに

製造することができる 

(思･判･表)授業毎の目

標を設定し、授業に臨

むことができる 

(主学) 報告、質問、連

絡を意識して活動する

ことができる。 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

焼き菓子の製造 

マフィン 

スコーン 

ｽﾉｰﾎﾞｰﾙｸｯｷｰ 

パンの製造 

丸パン 

メロンパン 

食品衛生について 

身だしなみについて 

実習室、器具や機材の使

い方について 

清掃と収納の仕方 

 

焼き菓子等の製造工程 

 

包装、食品表示について 

２

学

期 

45 

(知･技)パン、惣菜等の

製造の手順を理解し、

取り組むことができ

る。 

(思･判･表)自己の課題

を意識して授業に臨む

ことができる。 

(主学) コミュニケー

ションを取り、協働が

できる。 

焼き菓子の製造 

マフィン 

スコーン 

パンの製造 

調理パン 

菓子パン 

商品の包装、表

示について 

生産物販売 

食品衛生について 

 

焼き菓子の原材料、調理

器具について 

 

焼き菓子、パンの製造工

程 

 

包装、食品表示について 

製造から販売までの行程 

３

学

期 

24 

(知･技)焼き菓子、パン

の原材料、製造工程に

ついて知ることができ

る。 

(思･判･表)振り返りを

行い、自身の成果と課

題を確認することがで

きる。 

(主学)お互いの良い点

を知り、主体的にコミ

ュニケーションを取る

ことができる。 

新商品開発 

焼き菓子 

惣菜 

パン 

 

生産物販売 

 

1 年間の学習の

振り返り 

原材料、調理方法の振り

返り 

製造から販売までの行程 

新商品のイメージを膨ら

ませる 

 

試作、材料、製造行程の見

直し、調整 

 

原価計算 

 

一年間の振り返り 

 

99



令和８年度 「コース・食品加工」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

2年(210) 

3年(210) 

２・３学年  

生徒１０名 
なし 

 

年間 

目標 

 

(知及技)食品加工および食品衛生についての基本的な知識や技術を身につけることができる。 

 

(思判表力)働くために必要な力や課題を発見し、課題解決の方法を考えることができる。 

 

(学・人)積極的にコミュニケーションを取り、互いの良さを生かして協働することができる。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

78 

 

 

 

(知及技)食品加工お

よび食品衛生につい

ての基本的な知識や

技術を身につけるこ

とができる。 

 

 

(思判表力)働くため

に必要な力や自己の

課題を発見し、課題解

決の方法を考えるこ

とができる。 

 

 

(学・人)積極的にコミ

ュニケーションを取

り、お互いの良さを生

かして協働すること

ができる。 

 

 

(知･技) マフィンやス

コーン等を手順通りに

製造することができる 

(思･判･表)授業毎の目

標を設定し、授業に臨

むことができる 

(主学) 報告、質問、連

絡を意識して活動する

ことができる。 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

焼き菓子の製造 

マフィン 

スコーン 

ｽﾉｰﾎﾞｰﾙｸｯｷｰ 

パンの製造 

丸パン 

メロンパン 

食品衛生について 

身だしなみについて 

実習室、器具や機材の使

い方について 

清掃と収納の仕方 

 

焼き菓子等の製造工程 

 

包装、食品表示について 

２

学

期 

90 

(知･技)パン、惣菜等の

製造の手順を理解し、

取り組むことができ

る。 

(思･判･表)自己の課題

を意識して授業に臨む

ことができる。 

(主学) コミュニケー

ションを取り、協働が

できる。 

焼き菓子の製造 

マフィン 

スコーン 

パンの製造 

調理パン 

菓子パン 

商品の包装、表

示について 

生産物販売 

食品衛生について 

 

焼き菓子の原材料、調理

器具について 

 

焼き菓子、パンの製造工

程 

 

包装、食品表示について 

製造から販売までの行程 

３

学

期 

42 

(知･技)焼き菓子、パン

の原材料、製造工程に

ついて知ることができ

る。 

(思･判･表)振り返りを

行い、自身の成果と課

題を確認することがで

きる。 

(主学)お互いの良い点

を知り、主体的にコミ

ュニケーションを取る

ことができる。 

新商品開発 

焼き菓子 

惣菜 

パン 

 

生産物販売 

 

1 年間の学習の

振り返り 

原材料、調理方法の振り

返り 

製造から販売までの行程 

新商品のイメージを膨ら

ませる 

 

試作、材料、製造行程の見

直し、調整 

 

原価計算 

 

一年間の振り返り 
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令和８年度 「トータルクリーンサービス」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 １学年 生徒 10 名 なし 

 

年間 

目標 

(知及技) 

清掃に関することについて理解するとともに、関連する技術を身につけることができる。 

【流通・サービス１(1)】 

(思判表力) 

清掃に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ課題を解決する力を養うこと

ができる。【流通・サービス１(2)】 

(学・人) 

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢献

に主体的かつ協働的に取り組む態度を養うことができる。【流通・サービス１(3)】 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

・勤労の意義を理解

することができる。 

【職業２段階(2)A ア

（ア）】 

 

(思判表力) 

・意欲や見通しを持

って取り組み、その成

果や自分と他者との

役割及び他者との協

力について考え、表現

することができる。 

【職業２段階(2)A ア

（イ）】 

 

(学・人) 

・作業や実習等に達

成感を得て、計画性を

持って主体的に取り

組むことができる。 

【職業２段階(2)A ア

（ウ）】 

 

(知･技) 

・勤労の意義を理解し

ている。 

 

 

 

(思･判･表) 

・意欲や見通しを持っ

て取り組み、その成果

や自分と他者との役割

及び他者との協力につ

いて考え、表現するこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・作業や実習等に達成

感を得て、計画性を持

って主体的に取り組む

ことができている。 

・トータルク

リーンサービ

スとは 

 

 

・クリーンク

ルーの心得 

・校内の美化 

 

・清掃用具の

取り扱い 

 

・人としてたいせつな「挨

拶」「掃除」「素直」の３点を

踏まえ、清掃の意義につい

て確認する 

 

・働く意義とトータルクリ

ーンサービスとはについて

確認する 

 

・モイスチュアリント、ス

クイジー等清掃用具の使い

方について確認する。 
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２

学

期 

30 

(知及技) 

・使用する道具や機

械等の特性や扱い方

を理解し、作業課題に

応じて正しく扱うこ

とができる。【職業２

段階(2)A イ（ア）㋓】 

 

(思判表力) 

・作業上の安全や衛

生及び作業の効率に

ついて考え、改善を図

ることができる。【職

業２段階(2)A イ（イ）

㋒】 

 

(学・人) 

・よりよい職業生活

の実現に向けて、どの

ようなことに気をつ

けたらよいか考える

ことができる。【職業

２段階(2)A イ（イ）

㋓】 

 

(知･技) 

・使用する道具や機械

等の特性や扱い方を理

解し、作業課題に応じ

て正しく扱うことがで

きている。 

 

 

(思･判･表) 

・作業上の安全や衛生

及び作業の効率につい

て考え、改善を図るこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・よりよい職業生活の

実現に向けて、どのよ

うなことに気をつけた

らよいか考えることが

できている。 

・校内の美化、

環境整備 

 

 

・地域貢献活

動 

 

 

 

 

 

・校内の清掃、緑化等に取

り組む 

 

 

・老健施設「東風の里」の美

化活動に取り組む 

 

・技能検定における資格取

得にむけて練習に取り組む 

 

 

３

学

期 

14 

(知及技) 

・使用する道具や機

械等の特性や扱い方

を理解し、作業課題に

応じて正しく扱うこ

とができる。【職業２

段階(2)A イ（ア）㋓】 

 

(思判表力) 

・作業上の安全や衛

生及び作業の効率に

ついて考え、改善を図

ることができる。【職

業２段階(2)A イ（イ）

㋒】 

 

(学・人) 

・よりよい職業生活

の実現に向けて、どの

ようなことに気をつ

けたらよいか考える

ことができる。【職業

２段階(2)A イ（イ）

㋓】 

(知･技) 

・使用する道具や機械

等の特性や扱い方を理

解し、作業課題に応じ

て正しく扱うことがで

きている。 

 

 

(思･判･表) 

・作業上の安全や衛生

及び作業の効率につい

て考え、改善を図るこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・よりよい職業生活の

実現に向けて、どのよ

うなことに気をつけた

らよいか考えることが

できている。 

 

・校内の美化、

環境整備 

 

 

・洗車 

 

 

 

 

 

 

・ベッドメイ

キングにふれ

てみよう 

・校内の清掃、緑化等に取

り組む 

 

 

・職員の洗車に取り組む 

 

 

・技能検定における資格取

得にむけて練習に取り組む 

 

 

・ホテル等でのベッドメイ

キングができるよう練習に

取り組む 
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令和８年度 「トータルクリーンサービス」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

2 年 

175 

3 年 

175 

2・3 学年  

生徒 10 名 

なし 

 

年間 

目標 

(知及技) 

清掃に関することについて理解するとともに、関連する技術を身につけることができる。 

【流通・サービス１(1)】 

(思判表力) 

清掃に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ課題を解決する力を養うこと

ができる。【流通・サービス１(2)】 

(学・人) 

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢献

に主体的かつ協働的に取り組む態度を養うことができる。【流通・サービス１(3)】 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

2

年 

65 

 

３

年 

65 

(知及技) 

・勤労の意義を理解

することができる。

【職業１段階(2)A ア

（ア）】 

 

(思判表力) 

・意欲や見通しを持

って取り組み、その成

果や自分と他者との

役割及び他者との協

力について考え、表現

することができる。

【職業１段階(2)A ア

（イ）】 

 

(学・人) 

・作業や実習等に達

成感を得て、計画性を

持って主体的に取り

組むことができる。

【職業１段階(2)A ア

（ウ）】 

 

(知･技) 

・勤労の意義を理解し

ている。 

 

 

 

(思･判･表) 

・意欲や見通しを持っ

て取り組み、その成果

や自分と他者との役割

及び他者との協力につ

いて考え、表現するこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・作業や実習等に達成

感を得て、計画性を持

って主体的に取り組む

ことができている。 

・トータルク

リーンサービ

スとは 

 

 

・クリーンク

ルーの心得 

 

 

・清掃用具の

取り扱い 

 

 

・校内外の美

化・環境整備 

 

・洗車をマス

ターしよう 

 

・地域貢献活

動 

 

 

・人としてたいせつな「挨

拶」「掃除」「素直」の３点を

踏まえ、清掃の意義につい

て確認する 

 

・働く意義とトータルクリ

ーンサービスとはについて

確認する 

 

・モイスチュアリント、ス

クイジー等清掃用具の使い

方について確認する。 

 

・校内外の清掃、緑化等に

取り組む 

 

・学校車や職員の車の洗車

に取り組む 

 

・老健施設「東風の里」の美

化活動に取り組む 

 

103



２

学

期 

2

年 

75 

 

3

年 

75 

(知及技) 

・使用する道具や機

械等の特性や扱い方

を理解し、作業課題に

応じて正しく扱うこ

とができる。【職業１

段階(2)A イ（ア）㋓】 

 

(思判表力) 

・作業上の安全や衛

生及び作業の効率に

ついて考え、改善を図

ることができる。【職

業１段階(2)A イ（イ）

㋒】 

 

(学・人) 

・よりよい職業生活

の実現に向けて、どの

ようなことに気をつ

けたらよいか考える

ことができる。【職業

１段階(2)A イ（イ）

㋓】 

(知･技) 

・使用する道具や機械

等の特性や扱い方を理

解し、作業課題に応じ

て正しく扱うことがで

きている。 

 

 

(思･判･表) 

・作業上の安全や衛生

及び作業の効率につい

て考え、改善を図るこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・よりよい職業生活の

実現に向けて、どのよ

うなことに気をつけた

らよいか考えることが

できている。 

 

・校内外の美

化、環境整備 

 

・洗車をマス

ターしよう 

 

・地域貢献活

動 

 

・技能検定１

級を取得しよ

う 

 

 

・ベッドメイ

キングをマス

ターしよう 

・校内外の清掃、緑化等に

取り組む 

 

・学校車や職員の車の洗車

に取り組む 

 

・老健施設「東風の里」の美

化活動に取り組む 

 

・技能検定における資格取

得にむけて練習に取り組む 

 

 

 

・ホテル等でのベッドメイ

キングができるよう練習に

取り組む 

３

学

期 

2

年

35 

 

３

年

35 

(知及技) 

・使用する道具や機

械等の特性や扱い方

を理解し、作業課題に

応じて正しく扱うこ

とができる。【職業１

段階(2)A イ（ア）㋓】 

 

(思判表力) 

・作業上の安全や衛

生及び作業の効率に

ついて考え、改善を図

ることができる。【職

業１段階(2)A イ（イ）

㋒】 

 

(学・人) 

・よりよい職業生活

の実現に向けて、どの

ようなことに気をつ

けたらよいか考える

ことができる。【職業

１段階(2)A イ（イ）

㋓】 

(知･技) 

・使用する道具や機械

等の特性や扱い方を理

解し、作業課題に応じ

て正しく扱うことがで

きている。 

 

 

(思･判･表) 

・作業上の安全や衛生

及び作業の効率につい

て考え、改善を図るこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・よりよい職業生活の

実現に向けて、どのよ

うなことに気をつけた

らよいか考えることが

できている。 

 

・校内の美化、

環境整備 

 

・洗車をマス

ターしよう 

 

 

・地域貢献活

動 

 

 

・技能検定１

級を取得しよ

う 

 

 

・ベッドメイ

キングをマス

ターしよう 

・校内外の清掃、緑化等に

取り組む 

 

・学校車や職員の車の洗車

に取り組む 

 

 

・老健施設「東風の里」の美

化活動に取り組む 

 

 

・技能検定における資格取

得にむけて練習に取り組む 

 

 

 

・ホテル等でのベッドメイ

キングができるよう練習に

取り組む 
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令和８年度 「流通・サービス（接客・販売）」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

70 １学年 生徒１０名  なし 

 

年間 

目標 

(知及技) 

接客・販売に関することについて理解するとともに、関連する技術を身につけることができる。 

【流通・サービス１(1)】 

(思判表力) 

接客・販売に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ課題を解決する力を養

うことができる。【流通・サービス１(2)】 

(学・人) 

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢献

に主体的かつ協働的に取り組む態度を養うことができる。【流通・サービス１(3)】 
学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

・勤労の意義を理解

することができる。 

【職業 2 段階(2)A ア

（ア）】 

 

(思判表力) 

・意欲や見通しを持

って取り組み、その成

果や自分と他者との

役割及び他者との協

力について考え、表現

することができる。 

【職業 2 段階(2)A ア

（イ）】 

 

(学・人) 

・作業や実習等に達

成感を得て、計画性を

持って主体的に取り

組むことができる。 

【職業 2 段階(2)A ア

（ウ）】 

 

(知･技) 

・勤労の意義を理解し

ている。 

 

 

 

(思･判･表) 

・意欲や見通しを持っ

て取り組み、その成果

や自分と他者との役割

及び他者との協力につ

いて考え、表現するこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・作業や実習等に達成

感を得て、計画性を持

って主体的に取り組む

ことができている。 

・オリエンテ

ーション 

 

 

 

 

・カフェ視察 

 

 

 

・ドリンク試

飲 

 

・接客マナー

と実践練習 

 

 

 

 

・販売学習 

（ 校 内 外 販

売） 

・デリバリー

CAFÉ 

 

 

・施設見学 

 

・接客・販売でたいせつな

「挨拶」「清潔」「身だしな

み」「気遣い」「素直」の５点

を踏まえ、サービスの意義

について確認する。 

 

・実際に接客サービスを体

験して意識を高め、接客を

行うイメージを持つ。 

 

・客層を設定しドリンクを

作成し、試飲する。 

 

・身だしなみチェック 

・接客用語の唱和 

・笑顔の作り方の練習 

・接客の流れのロールプレ

イ 

 

・会場設営 

・商品や用具の仕入れ（校

外への買い物学習） 

・ドリンク作成 

・接客実践・会計 

・片付け 

 

・工場や商業施設を見学す

る。 
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２

学

期 

30 

(知及技) 

・使用する道具や機

械等の特性や扱い方

を理解し、作業課題に

応じて正しく扱うこ

とができる。【職業２

段階(2)A イ（ア）㋓】 

 

(思判表力) 

・作業上の安全や衛

生及び作業の効率に

ついて考え、改善を図

ることができる。【職

業２段階(2)A イ（イ）

㋒】 

 

(学・人) 

・よりよい職業生活

の実現に向けて、どの

ようなことに気をつ

けたらよいか考える

ことができる。【職業

２段階(2)A イ（イ）

㋓】 

(知･技) 

・使用する道具や機械

等の特性や扱い方を理

解し、作業課題に応じ

て正しく扱うことがで

きている。 

 

 

(思･判･表) 

・作業上の安全や衛生

及び作業の効率につい

て考え、改善を図るこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・よりよい職業生活の

実現に向けて、どのよ

うなことに気をつけた

らよいか考えることが

できている。 

・ドリンク試

飲 

 

・接客マナー

と実践練習 

 

 

 

 

・販売学習 

（ 校 内 外 販

売） 

・デリバリー

CAFÉ 

 

 

 

 

・施設見学 

 

・客層を設定しドリンクを

作成し、試飲する。 

 

・身だしなみチェック 

・接客用語の唱和 

・笑顔の作り方の練習 

・接客の流れのロールプレ

イ 

 

・会場設営 

・商品や用具の仕入れ（校

外への買い物学習） 

・ドリンク作成 

・接客実践 

・会計 

・片付け 

 

 

・工場や商業施設を見学す

る。 

 

３

学

期 

14 

(知及技) 

・使用する道具や機

械等の特性や扱い方

を理解し、作業課題に

応じて正しく扱うこ

とができる。【職業２

段階(2)A イ（ア）㋓】 

 

(思判表力) 

・作業上の安全や衛

生及び作業の効率に

ついて考え、改善を図

ることができる。【職

業２段階(2)A イ（イ）

㋒】 

 

(学・人) 

・よりよい職業生活

の実現に向けて、どの

ようなことに気をつ

けたらよいか考える

ことができる。【職業

２段階(2)A イ（イ）

㋓】 

 

(知･技) 

・使用する道具や機械

等の特性や扱い方を理

解し、作業課題に応じ

て正しく扱うことがで

きている。 

 

 

(思･判･表) 

・作業上の安全や衛生

及び作業の効率につい

て考え、改善を図るこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・よりよい職業生活の

実現に向けて、どのよ

うなことに気をつけた

らよいか考えることが

できている。 

 

・ドリンク試

飲 

 

・接客マナー

と実践練習 

 

 

 

 

・販売学習 

（ 校 内 外 販

売） 

・デリバリー

CAFÉ 

 

 

 

・施設見学 

 

・客層を設定しドリンクを

作成し、試飲する。 

 

・身だしなみチェック 

・接客用語の唱和 

・笑顔の作り方の練習 

・接客の流れのロールプレ

イ 

 

・会場設営 

・商品や用具の仕入れ（校

外への買い物学習） 

・ドリンク作成 

・接客実践 

・会計 

・片付け 

 

・工場や商業施設を見学す

る。 
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令和 8 年度 「流通・サービス（接客・販売）」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

210 2・3 学年生徒 10 名 なし 

 

年間 

目標 

(知及技) 

接客に関することについて理解するとともに、関連する技術を身につけることができる。 

【流通・サービス１(1)】 

(思判表力) 

接客に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ課題を解決する力を養うこと

ができる。【流通・サービス１(2)】 

(学・人) 

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会貢献

に主体的かつ協働的に取り組む態度を養うことができる。【流通・サービス１(3)】 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

78 

(知及技) 

・勤労の意義を理解

することができる。

【職業１段階(2)A ア

（ア）】 

 

(思判表力) 

・意欲や見通しを持

って取り組み、その成

果や自分と他者との

役割及び他者との協

力について考え、表現

することができる。

【職業１段階(2)A ア

（イ）】 

 

(学・人) 

・作業や実習等に達

成感を得て、計画性を

持って主体的に取り

組むことができる。

【職業１段階(2)A ア

（ウ）】 

 

(知･技) 

・勤労の意義を理解し

ている。 

 

 

 

(思･判･表) 

・意欲や見通しを持っ

て取り組み、その成果

や自分と他者との役割

及び他者との協力につ

いて考え、表現するこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・作業や実習等に達成

感を得て、計画性を持

って主体的に取り組む

ことができている。 

・オリエンテー

ション 

（接客とは） 

 

 

・カフェオープ

ンに向けて 

・メニュー考案 

・仕入れ先選定 

・店内装飾 

・レイアウト 

・用具等準備 

・役割分担 

 

 

・接客マナーと

実践練習 

 

 

 

 

・販売実習 

（校内外販売） 

 

 

 

・施設見学 

 

・接客に大切な「挨拶」

「身だしなみ」「立ち振

る舞い」等の確認をす

る。 

 

・テーブル配置等のレイ

アウト、店内装飾。 

・用具搬入。 

・メニューの選定。 

・ﾒﾆｭｰや看板等の作成。 

・商品仕入れ。 

・在庫確認と買い出し。 

・流れの確認と実践練

習｡ 

 

・身だしなみを整える。 

・接客用語を唱和する。 

・接客の流れのロールプ

レイをする。 

・在庫確認と買い出し。 

 

・校内、校外の学校、商

業施設等地域社会の中

で販売・接客サービスを

行なう。 

 

・工場や商業施設を見学

する。 
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２

学

期 

90 

(知及技) 

・使用する道具や機

械等の特性や扱い方

を理解し、作業課題に

応じて正しく扱うこ

とができる。【職業１

段階(2)A イ（ア）㋓】 

 

(思判表力) 

・作業上の安全や衛

生及び作業の効率に

ついて考え、改善を図

ることができる。【職

業１段階(2)A イ（イ）

㋒】 

 

(学・人) 

・よりよい職業生活

の実現に向けて、どの

ようなことに気をつ

けたらよいか考える

ことができる。【職業

１段階(2)A イ（イ）

㋓】 

(知･技) 

・使用する道具や機械

等の特性や扱い方を理

解し、作業課題に応じ

て正しく扱うことがで

きている。 

 

 

(思･判･表) 

・作業上の安全や衛生

及び作業の効率につい

て考え、改善を図るこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・よりよい職業生活の

実現に向けて、どのよ

うなことに気をつけた

らよいか考えることが

できている。 

 

・接客マナーと

実践練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・販売実習 

（校内外販売） 

 

 

 

・施設見学 

 

・身だしなみを整える。 

・接客用語を唱和する。 

・笑顔の作り方の練習を

する。 

・接客の流れのロールプ

レイをする。 

・商品仕入れ。 

・在庫確認と買い出し。 

・おもてなしの心をもっ

て、気持の良い接客サー

ビスをする。 

 

 

・校内、校外の学校、商

業施設等地域社会の中

で販売・接客サービスを

行なう。 

 

・工場見学や商業施設を

見学する。 

 

３

学

期 

42 

(知及技) 

・使用する道具や機

械等の特性や扱い方

を理解し、作業課題に

応じて正しく扱うこ

とができる。【職業１

段階(2)A イ（ア）㋓】 

 

(思判表力) 

・作業上の安全や衛

生及び作業の効率に

ついて考え、改善を図

ることができる。【職

業１段階(2)A イ（イ）

㋒】 

 

(学・人) 

・よりよい職業生活

の実現に向けて、どの

ようなことに気をつ

けたらよいか考える

ことができる。【職業

１段階(2)A イ（イ）

㋓】 

(知･技) 

・使用する道具や機械

等の特性や扱い方を理

解し、作業課題に応じ

て正しく扱うことがで

きている。 

 

 

(思･判･表) 

・作業上の安全や衛生

及び作業の効率につい

て考え、改善を図るこ

とができている。 

 

 

 

(主学) 

・よりよい職業生活の

実現に向けて、どのよ

うなことに気をつけた

らよいか考えることが

できている。 

 

・接客マナーと

実践練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・販売実習 

（校内外販売） 

 

 

 

・施設見学 

 

・身だしなみを整える。 

・接客用語を唱和する。 

・笑顔の作り方の練習を

する。 

・接客の流れのロールプ

レイをする。 

・商品仕入れ。 

・在庫確認と買い出し。 

・おもてなしの心をもっ

て、気持の良い接客サー

ビスをする。 

 

 

・校内、校外の学校、商

業施設等地域社会の中

で販売・接客サービスを

行なう。 

 

・工場見学や商業施設を

見学する。 
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令和８年度 「流通・サービス（課題研究）」 年間指導計画 

配当 
時数 

対象生徒 教科書 

７０ １学年 生徒 10 名 なし 

 

年間 

目標 

(知及技)流通やサービスに関することについて理解するとともに、インターンシップに関連す

る知識や技術を身に付けるようにする。 

(思判表力)流通業やサービス業に関する課題をインターンシップなどの実習を通して発見し、

職業人に求められる倫理観を踏まえ課題を解決する力を養う。 

(学・人)職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、

社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１

学

期 

26 

(知及技) 

私たちの生活に身近

なビジネスを知り、流

通やサービスについ

て理解するとともに、

流通業やサービス業

の基礎を学ぶ。 

 

(思判表力) 

私たちが生活する社

会の中で流通やサー

ビスに関わるビジネ

スを考え、流通業やサ

ービス業の意義や役

割についても考える

ことができる。 

 

(学・人) 

日本における社会の

課題を発見し、ビジネ

スがどのように解決

しているか具体的な

活動を考えることが

できる。 

 

(知及技) 

インターンシップを

行うことを踏まえ、そ

の意義や目的、心構え

について学ぶ。 

 

(思判表力) 

社会人として必要と

されるマナーを考え

ることができる。 

(知･技) 

身近なビジネスと流通

業やサービス業を関連

付けて理解している。 

 

(思･判･表) 

社会の仕組みにおける

流通・サービスの意義

や役割について理解

し、ビジネスにおける

重要性について考える

ことができる。 

 

(主学) 

日本における社会の課

題解決に向けて自身で

行動できることを考察

し、ビジネスとして解

決する方向性を協働的

にまとめることができ

る。 

 

 

 

 

(知･技)  

インターンシップの目

的について理解し、自

分のこととして捉える

ことができる。 

 

(思･判･表) 

社会人としてのビジネ

スマナーを考えて発表

することができる。 

流通業やサー

ビス業の概要 

 

・流通業やサ

ービス業の意

義と役割 

 

・流通業やサ

ービス業の基

礎 

 

・事務機器、機

械や道具、コ

ンピュータ等

の情報機器の

取り扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターンシ

ップとは 

 

・インターン

シップの意義 

 

・インターン

シップの目的 

 

 

資料教材を基に作成したワ

ークシートに資料教材を見

ながら記入する。 

記入した答えを黒板に書い

てもらい、それで答え合わ

せをしていく。 

 

解説は ICT機器等を使用し

て視覚的にイメージできる

ようにし、それを見て学習

内容をさらに理解する。 

 

グループでの活動を取り入

れてお互いの意見を伝え、

よりよい考えとしてまとめ

ていく。 

 

日本における社会の課題を

挙げさせて、それを解決す

るための方法を全員で考え

る。 

 

 

 

 

インターンシップについて

ワークシートに記入して確

認する。 

 

生徒自身の長所・短所を考

えさせ、職業の適性を自分

なりに考えていけるように

する。 
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 （主学） 

インターンシップに向

けて必要なビジネスマ

ナーを身に付けようと

取り組んでいる。 

 

評価方法 

・ワークシート 

・授業観察 

・定期テスト 

・インターン

シップの心構

え 

 

・よりよいコ

ミュニケーシ

ョン 

 

・言葉遣いと 

話し方や聞き

方 

コミュニケーションをとる

ために大切なことは何かを

考える。 

 

丁寧な言葉遣いをしている

か振り返り、そこから話し

方や聞き方のマナーを学習

する。 

 

２

学

期 

30 

(知及技) 

社会人としてお客さ

まを迎える際の留意

点を学ぶ。 

 

(思判表力) 

自分がお客さまの立

場になって、よりよい

来客応対について考

えることができる。 

 

(学・人) 

お客さまを迎える立

場でお客さまを迎え

る心構え、接遇の基本

的な流れを身に付け

ることができる。 

 

 

(知及技) 

インターンシップの

重要性を理解し、実習

における心構えや基

本的マナーについて

具体的に学ぶ。 

 

(思判表力) 

実習における留意点

を自分なりに考え、確

認する。また、実習後

の振り返りを行い、今

後の行動について考

えることができる。 

 

(学・人) 

実習におけるマナー

や身だしなみ、上司や

同僚に対する態度を

身に付ける。実習後の

(知･技) 

お客さまを迎える際の

心構えについて理解

し、実際の流れと関連

付けて考えることがで

きる。 

 

(思･判･表) 

お客さまを迎える際の

マナーについて具体的

に発表することが出来

る。 

 

(主学) 

来客応対の接遇につい

て実践できるように、

技術を身に付けようと

取り組んでいる。 

 

(知･技) 

インターンシップを実

施するねらいを理解

し、実施前に基本的な

ビジネスマナーや身だ

しなみについて考え

る。 

 

(思･判･表) 

実習における心構えを

考え、実習中の行動で

良いこと、悪いことを

自分のこととして考え

ることができる。実習

後は、実際の行動につ

いて振り返り、自己評

価することができる。 

 

(主学) 

実習に向けて必要なビ

来客応対 

 

・お客さまを

迎える心構え 

 

・基本的接遇

の流れ 

 

・接遇の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターンシ

ップ 

 

・実習の重要

性 

 

・実習での心

構え 

 

・マナーと身

だしなみ 

 

・接客用語の

復唱とお辞儀 

 

・実習におけ

る留意事項 

 

・上司や同僚

への態度やコ

お客さまの立場で、どのよ

うな接客をされると気持ち

よく受けることができるか

考える。 

 

お客さまを迎える際に大切

な心構えをワークシートで

確認し、実際にそのような

接客をされたことがあるか

発表する。 

 

ペアを組み、接客をする側、

受ける側でデモンストレー

ションし、お互いの受けた

感じを伝え合う。そこから、

よりよい接遇について全員

で考える。 

 

 

接客用語を復唱しながらお

辞儀の角度を意識するため

に練習する。 

 

身だしなみについて自分自

身で確認するとともに、お

互いの身だしなみをチェッ

クする。 

 

正しい言葉遣いについて、

具体的事例を用いながら確

認し、言葉遣いに留意する

ことを学習する。 

 

職場でのルールを解説し、

上司や同僚に対する態度や

接し方についても学習す

る。 

 

実習後には振り返りを行
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振り返りで、次のイン

ターンシップで改善

点を見つけることが

できる。 

 

ジネスマナーを身に付

け、身だしなみや言葉

遣いについても習得し

ている。 

 

評価方法 

・ワークシート 

・授業観察子 

・定期テスト 

ミュニケーシ

ョン 

 

・実習の振り

返り 

い、学習した内容が実践で

きたか自己評価する。 

 

各単元で映像教材を見せ、

具体的な行動について視覚

的にイメージできるように

学習する。 

３

学

期 

14 

(知及技) 

実習を振り返り、イン

ターンシップの目的

を再確認し、その重要

性を考える。 

 

(思判表力) 

実習の自己評価を行

い、良かった点や改善

点などを具体的に挙

げることができる。 

 

(学・人) 

今後のインターンシ

ップや進路選択に活

かすための自分の行

動について考え、報告

会に向けて取り組む

ことができる。プレゼ

ンテーションで分か

りやすく相手に伝え

るためにスライド作

成を工夫することが

できる。 

(知･技) 

実習を振り返って、そ

の目的や重要性につい

て理解を深めている。 

 

(思･判･表) 

実習中の自己の言動や

態度等について自己評

価し、良かった点、反省

点、気をつけた点など

評価項目について具体

的に表現することがで

きる。 

 

(主学) 

報告会で相手に分かり

やすく伝えるために考

えて取り組むことがで

きる。自己の適性を踏

まえ、進路選択につい

て考えることができ

る。 

 

評価方法 

・ワークシート 

・授業観察 

・実習の評価 

・報告内容 

インターンシ

ップ事後学習 

 

・自己評価 

 

・報告書作成 

 

・報告会準備 

 

・報告会 

 

・次回のイン

ターンシップ

に向けて 

 

・進路選択を

考える 

 

・1 年間のま

とめ 

実習中の日誌を見ながら、

実習における自己の行動に

ついて振り返り、ワークシ

ートにまとめ、報告書を作

成する。 

 

プレゼンテーションソフト

を活用し、報告会で相手に

分かりやすく発表できるよ

うにレイアウトを考えなが

ら作成する。 

 

発表の練習を行い、言葉の

使い方や話すスピードにも

留意しながら本番に向けて

準備する。 

 

報告会でお互いの発表につ

いて感じたことを出し合

い、次回の報告会に向けて

どのようなプレゼンテーシ

ョンがよいのか考える。 

 

進路について自己の適性を

踏まえて考え、具体的な職

種についても考える。 
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令和 8 年度 「道徳」 年間指導計画 

配当時数：３５ 対象生徒：１学年 生徒１０名 

学
期 

時
数 

内容項目 題材名 目標 学習内容 

１

学

期 

13 

 

 

 

 

C：より

よい学校

生活、集

団生活の

充実 

 

 

A：相互

理解・寛

容 

道徳オリ

エンテー

ション 

 

時 を 守

り・場を

清め・礼

を正す 

 

 

 

いいとこ

ろさがし 

 

道徳の時間の学習内容や目標

について理解することができ

る。 

 

生徒心得の中にある「時を守

り・場を清め・礼を正す」の３

つの言葉に通じるのは「相手を

思いやる・相手を大切にする気

持ち」であることを理解するこ

とができる。 

 

自分や友だちのよさに気づ

き、互いを認め合うことの大

切さを理解できるようにす

る。 

道徳の時間の学習内容や目標について

確認する。 

 

 

「時を守り・場を清め・礼を正す」の大

切さを確認し、学校生活や日常生活で自

分ができる例を考える。 

 

 

 

 

自他のよいところを考え、伝え合う

活動を通して、友だちを理解し大切

にする心を育てる。 

２

学

期 

14 

B：親切、

思いやり 

 

 

 

C：よりよ

い学校生

活、集団生

活の充実 

 

 

C：よりよ

い学校生

活、集団生

活の充実 

親 切 っ

て？ 

思いやり

って？ 

 

より良い

学 校 っ

て？ 

 

 

 

役割って

何？ 

 

 

 

誰に対しても思いやりの心を

持ち、相手の立場に立って親切

にすることの大切さを理解す

ることができる。 

 

先生や学校の人々を敬愛し、み

んなで協力し合って楽しい学

級や学校を作ることの大切さ

を理解することができる。 

 

 

さまざまな集団の中での自分

の役割を自覚して集団生活の

充実に努めることの大切さを

理解することできる。 

 

親切や思いやりは相手の立場になり、相

手のことを思ってすることであり、親切

や思いやりは自身の喜びや自己成長に

もつながることに気づく。 

 

よりよい学校や行きたい学校、イヤな学

校や行きたくない学校の例を挙げて、よ

りよい学校や行きたい学校にするため

に自分ができることやクラスでできる

ことについて考える。 

 

日直、学級委員、清掃当番などの仕事内

容を確認し、学校生活の中で、それぞれ

が担っている役割がみんなのためにな

っていることに気づく。 

 

３

学

期 

８ 

C：規則の

尊重 

 

 

 

 

D：生命の

尊さ 

きまりや

ルールに

ついて 

 

 

 

命って？ 

約束や社会のきまりの意義を

理解し、それらを守ることの大

切さを理解することできる。 

 

 

 

生命が多くの生命のつながり

の中にあるかけがえのないも

のであることを理解し、生命を

尊重することの大切さを理解

することができる。 

学校や社会の中にあるきまりやルール

をあげ、そのきまりやルールがどうして

あるのかを考え、きまりやルールを守る

ことは、自分もみんなも気持ちよく過ご

すことにつながることに気づく。 

 

命はなくなってしまったら戻ることの

できないかけがえのないものであるこ

とを確認し、生命の尊さについて理解す

る。また、私たちは生きていくために、

他の動物や植物の命をいただいて、食材

や衣服等にしていることを確認し、他の

生命の恩恵を受けていることに気づく。 
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令和８年度 「道徳」 年間指導計画 

配当時数：３５ 対象生徒：２学年 生徒１０名 

学
期 

時
数 

内容項目 題材名 目標 学習内容 

１

学

期 

13 

A：正直､

誠実 

 

 

 

 

A：節度､

節制 

 

 

 

B：感謝 

正 直 っ

て？ 

誠 実 っ

て？ 

 

 

わがまま

って楽し

い？ 

 

 

｢ありがと

う｣の大切

さ 

うそをついたりごまかしをし

たりしないで、過ちは素直に改

め、誠実に明るい心で生活する

ことの大切さを理解すること

ができる。 

 

身の回りを整え、わがままをし

ないで、規則正しい生活をする

ことの大切さを理解すること

ができる。 

 

日々の生活が家族や過去から

の多くの人々の支え合いや助

け合いで成り立っていること

に感謝し、それに応えることの

大切さを理解することができ

る。 

うそをついたりごまかしたりした時の

心の状態を想像し、正直・誠実に生活す

ることが明るい心で楽しく生活できる

ことに気づく。 

 

 

時間を守らなかったり、整理整頓をせず

に散らかしている場合の例を通し、わが

ままはまわりの人を困らせてしまうこ

とに気づく。 

 

自分の家族、地域の人たちやお店で働い

ている人たちなど（過去に働いて社会を

支えていた高齢者も含む）、たくさんの

人に支えられて、今の自分がいることに

気づき、まわりの人に対して感謝の気持

ちを持つ。 

２

学

期 

14 

B：礼儀 

 

 

 

 

C：勤労、

公共の精

神 

 

 

 

C：勤労、

公共の精

神 

 

気持ちの

よい挨拶 

 

 

 

働くって

何？ 

 

 

 

 

社会の成

り立ち 

気持ちのよい挨拶、言葉遣い、

動作などに心掛けて、明るく接

することの大切さを理解する

ことができる。 

 

働くことの大切さを知り、進ん

でみんなのために働くことの

大切さを理解することができ

る。 

 

 

働くことや社会に奉仕するこ

との意義を理解し、公共のため

に役に立つことの大切さを理

解することができる。 

挨拶はする方もされる方も気持ちよく、

コミュニケーションの基本であり、気持

ちのよい挨拶が良好な人間関係にもつ

ながることに気づく。 

 

身の回りにある職業とその仕事内容を

あげて、その職業や仕事が社会でどのよ

うに役立っているかを確認し、世の中の

職業や仕事がみんなのためになってい

ることに気づく。 

 

ふだんの暮らしが、社会で多くの人たち

が働いているおかげで送れていること

を確認し、社会は多くの働く人たちの支

え合いによって成り立っていることに

気づく。 

３

学

期 

８ 

C ： 家族

愛、家庭生

活の充実 

 

 

 

D：自然愛

護 

家族って

何? 

 

 

 

 

自然を守

る 

父母、祖父母を敬愛し、家族み

んなで協力し合って楽しい家

庭を作ることの大切さを理解

することができる。 

 

 

自然の偉大さを知り、自然環境

を大切にする必要があること

を理解することができる。 

家族に関するうれしいことやよいこと

(家族でやった楽しいことやうれしいこ

と、家族にしてもらっていることなど)

をあげる過程を通し、家族の大切さを確

認し、自分も家族を作っている一員であ

ることに気づく。 

私たちは自然環境と関わり、つながりな

がら、その恩恵を受けて生きていること

を確認し、自然環境を守ることは、私た

ちの生活を豊かにすることにつながる

ことに気づく。 
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令和 8 年度 「道徳」 年間指導計画 

配当時数：３５ 対象生徒：３学年 生徒 10 名 

学
期 

時
数 

内容項目 題材名 目標 学習内容 

１

学

期 

13 

A：節度､

節制 

 

 

 

 

A：希望

と勇気 

 

 

 

 

B：友情､

信頼 

 

節度・節制

って何？ 

 

 

 

 

努力する

ことの大

切さ 

 

 

 

真の友情 

自分でできることは自分でや

り、安全に気をつけ、よく考え

て行動し、節度のある生活をす

ることの大切さを理解するこ

とができる。 

 

自分でやろうと決めた目標に

向かって、強い意志を持ち、粘

り強くやり抜くことの大切さ

を理解することができる。 

 

 

友達と互いに理解し、信頼し、

助け合うことの大切さを理解

することができる。 

節度を守れなかったり、節制を心掛けら

れなかった自身の例をあげ、今後、どの

ようにすれば良いかを考える。 

 

 

 

華々しく見える有名な人たち（スポーツ

選手、芸能人、芸術家など）も、人知れ

ない苦労や失敗もあるなか努力を重ね

ており、努力を続けることが未来につな

がることに気づく。 

 

友達関係では、友達のことをよく理解

し、信頼し合うことができる関係性が大

切であり、友達だからどんなことも許す

のではなく、友達だからこそ、だめなこ

とはだめとはっきり伝えることができ

るのが真の友情であることに気づく。 

２

学

期 

14 

B：相互

理解､寛容 

 

 

 

 

C：公正、

公平 

 

 

 

 

C：国や郷

土を愛す

る態度 

相手を理

解する 

 

 

 

 

公正、公平

について 

 

 

 

 

郷土を大

切にする 

自分の考えや意見を相手に伝

えるとともに、相手のことを理

解し、自分と異なる意見も大切

にする必要があることを理解

することができる。 

 

誰に対しても分け隔てをせず、

公正、公平な態度で接すること

の大切さを理解することがで

きる。 

 

 

我が国や郷土の伝統と文化を

大切にし、国や郷土を愛する心

の大切さを理解することがで

きる。 

友達であっても自分と全く同じ考えや

意見を持っていないことが多いことを

確認し、異なる考えや意見から新たな発

見につながることに気づく。 

 

 

公正、公正と平等との違いを確認し、誰

に対しても分け隔てをせず、公正、公正

な態度で接するためには、相手の立場や

相手の目線に立つことが必要であるこ

とに気づく。 

 

沖縄の良いところや魅力、誇れるところ

をあげて、それを守ったり大切にするた

めにできることや必要なことを考える。 

３

学

期 

８ 

C:国際理

解 

 

 

 

D：よりよ

く生きる

喜び 

国際理解

について 

 

 

 

大人にな

るって何? 

他国の人々や文化に親しみ、関

心を持つことの大切さを理解

することができる。 

 

 

よりよく生きようとする人間

の強さや気高さを理解し、人間

として生きる喜びを感じるこ

との大切さを理解することが

できる。 

いろいろな国の文化や習慣の違いを確

認し、文化や習慣はそれぞれ国の人々の

暮らしの長い歴史の中で作られてきた

ものであり、尊重しなければならないこ

とに気づく。 

｢どうなったら大人？｣｢いい大人っ

て？｣｢かっこいい大人って？｣について

例を挙げ、そうなるにはどうすればよい

かを考え、そのような大人になることは

自身の喜びにもつながることに気づく。 
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月 時数 題材名 目標 主な内容

学級びらき
① 新しい環境に慣れ、学校のルールや校則を知る
② 学級整備（掲示物作成や係、委員、目標決め等）を通して仲間を意識
し、自主的活動ができる学級作りを目指す

○担任、生徒の自己紹介
○話し合い活動（学級目標の設定）
○個人目標の設定

将来に向けて見通しをもとう
（キャリア・パスポートの活用）

①高校生活で身につけてほしい４つの力を理解する
②１年間で伸ばしたい力を確認する

○４つの力の確認
○この１年特に頑張りたいことの決定と記入

新入生歓迎球技大会に向けて
① 新入生歓迎球技大会のねらいや意義を知る
② 学級旗制作を通して、仲間意識を育む

○実施方法やルールの確認
○みんなで協力してクラスＴシャツや学級旗のデザイン
を考え、制作する

野外学習に向けて
① 野外学習のねらいや意義を知る
② 学年レクについて話し合う

〇ねらいや日程等の確認
〇レクについての確認

生活リズムを見直そう
① 自分の生活習慣を振り返り、規則正しい生活習慣について確認する
② 携帯電話やスマートフォンの適切な使い方について

○生活習慣を見直し、就寝時間や起床時間を決める
○携帯電話やスマートフォンの適切な使用時間につい
て話し合い、ルールを決める

 働くこととは
① 店舗見学を通して働いている人の様子を知る
② 人はどうして働くのかを自分なりに考える

○見たことや聞いたことをワークシートにまとめ、発表す
る

学級のルールについて
① ルールの意味を知る
② 学級目標達成のために必要なルールを決める

○一人一人が意見を出し合う
○グループ毎に話し合い、まとめる

平和学習
① 平和について関心をもつ
② テーマに沿って壁新聞を作る

○テーマについて個々で調べる
○調べたことを持ち寄って、記事にまとめる

インターンシップの心構え
① インターンシップがあることを知り、心得を確認する
② 働く上での自分の課題を知り、目標を立てる

○基本的なマナーの確認（身だしなみ、あいさつ、言葉
づかい等）
○評価項目や身につけてほしい力等を元に目標を設定
する

７月
１学期の反省と夏休みの過ごし
方

① １学期の学習や生活態度を振り返る
② ２学期に向けての自己の課題について考える

○１学期の個人目標を自己評価する
○夏休みの過ごし方について確認し、計画を立てる

 ２学期の目標と計画 ① １学期の反省を踏まえて、２学期の目標を立てる
○２学期の目標設定
○諸行事への取り組み計画

スポフェスに向けて
（キャリア・パスポートの活用）

① スポフェスの趣旨と目的を理解する
② 仲間と協力して行事を成功させることを自覚する
③キャリア・パスポートで行事の振り返り等を行う

○活動計画や内容、参加の望ましい態度等ついて確認
する
○みんなで協力して準備に取り組む

職業と人生
① 自分の身近な職業について仕事内容と働く人々の生活を知る
② 将来の職業生活を考え、自分の適性に合った職業をについて考える

○多くの職業内容やそこで働く人の生活を知る
○仕事内容やそれに伴う生活の違いを知る

 インターンシップの心構え
① 校外実習での心得をしっかり確認する
② １学期の校内実習を踏まえ、目標を立てる

○基本的なマナーの確認（身だしなみ、あいさつ、言葉
づかい等）
○１学期の評価を踏まえ、目標を設定する

防災訓練 ① 地震や火災の時の行動について理解を深める。
○避難経路や集合場所の確認を行う。
○指示に従って実際に避難する。

特別支援学校体育大会に向けて ① 特別支援学校体育大会の意義を知る
○選手としてのマナーについて考える
○服装、行動、安全等について確認する

やえせマルシェに向けて
（キャリア・パスポートの活用）

① やえせマルシェの主旨を理解する
② 仲間と協力して行事を成功させることを自覚する
③キャリア・パスポートで行事の振り返り等を行う

○活動計画や内容、参加の望ましい態度等ついて確認
する
○みんなで協力して準備に取り組む

２学期の反省と冬休みの過ごし
方

① ２学期の学習や生活態度を振り返る
② ３学期に向けての自己の課題について考える

○２学期の個人目標を自己評価する
○冬休みの過ごし方について確認し、計画を立てる

１月 ３学期の目標と計画 ① ２学期の反省を踏まえて、３学期の目標を立てる ○３学期の目標設定

２月 卒業式に向けて
① 卒業式に向けての活動を知る
② 先輩に対する感謝の気持ちを考える

○卒業式に向けて取り組む

３月
１年の反省と進級に向けての心
構え
（キャリア・パスポートの活用）

① １年間を振り返り、自己理解を深める
② 進級する心構えをもつ

○できたことやできるようになったこと、今後の課題を確
認する
○２年生になる意義について考える

総時数　３５　時間

９月

14

１０月

11月

１２月

10

年間指導計画  第1学年 「 LＨＲ活動 」　　週時数（１時間）

４月

11５月

６月
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月 時数 題材名 目標 主な内容

学級びらき
① 新しい環境に慣れ、学校のルールや校則を知る
② 学級整備（掲示物作成や係、委員、目標決め等）を通して仲間を意識
し、自主的活動ができる学級作りを目指す

○担任、生徒の自己紹介
○話し合い活動（学級役割の設定）
○個人目標の設定

1年間の見通しをもとう
（キャリア・パスポートの活用）

①高校生活で身につけてほしい４つの力を理解する
②１年間で伸ばしたい力を確認する

○４つの力の確認
○この１年特に頑張りたいことの決定と記入

野外学習に向けて
① 野外学習のねらいや意義を知る
② ねらいに沿って自分たちで計画を立てる

○話し合い活動（学級レク内容を決める）
○公共施設利用の確認
○交通手段の確認

新入生歓迎球技大会に向けて
① 新入生歓迎球技大会のねらいや意義を知る
②3学年の話し合いを通して、仲間意識を育む

○チーム分け
○実施方法やルールの確認

生活リズムを見直そう
① 自分の生活習慣を振り返り、規則正しい生活習慣について確認する
② 携帯電話やスマートフォンの適切な使い方について

○生活習慣を見直し、就寝時間や起床時間を決める
○携帯電話やスマートフォンの適切な使用時間につい
て話し合い、ルールを決める

学級のルールについて
① ルールの意味を知る
② 学級目標達成のために必要なルールを決める

○一人一人が意見を出し合う
○グループ毎に話し合い、まとめる

インターンシップの心構え
① インターンシップがあることを知り、心得を確認する
② 働く上での自分の課題を知り、目標を立てる

○基本的なマナーの確認（身だしなみ、あいさつ、言葉
づかい等）
○評価項目や身につけてほしい力等を元に目標を設
定する

平和学習
① 平和について関心をもつ
② テーマに沿って壁新聞を作る

○テーマについて個々で調べる
○調べたことを持ち寄って、記事にまとめる

 働くこととは ① 人はどうして働くのかを自分なりに考える
○働くことについて調べたことをワークシートにまとめ、
発表する

１学期の反省と夏休みの過ごし
方

① １学期の学習や生活態度を振り返る
② ２学期に向けての自己の課題について考える

○１学期の個人目標を自己評価する
○夏休みの過ごし方について確認し、計画を立てる

 ２学期の目標と計画 ① １学期の反省を踏まえて、２学期の目標を立てる
○２学期の目標設定
○諸行事への取り組み計画

体験入学に向けて
①日程等の確認を行う
②自分の役割について確認する

○日程、活動計画について確認する
○公共の場、交通機関の利用方法について確認する
○集団行動やルールについて話し合いを行う

 インターンシップの心構え
① 校外実習での心得をしっかり確認する
② １学期の校内実習を踏まえ、目標を立てる

○基本的なマナーの確認（身だしなみ、あいさつ、言葉
づかい等）
○１学期の評価を踏まえ、目標を設定する

学園祭に向けて
（キャリアパスポートの活用）

①学園祭についてねらいや意義を知る
②ねらいに沿って自分たちで計画を立てる

○グループ分け
○提案方法について話し合い

職業と人生
① 自分の身近な職業について仕事内容と働く人々の生活を知る
② 将来の職業生活を考え、自分の適性に合った職業をについて考える

○多くの職業内容やそこで働く人の生活を知る
○仕事内容やそれに伴う生活の違いを知る

特別支援学校体育大会に向けて ① 特別支援学校体育大会の意義を知る
○選手としてのマナーについて考える
○服装、行動、安全等について確認する

自分の適性
① 適性の意味を考える
② 「やりたい仕事」と「できる仕事」について考える

○将来の夢
○種々な職業の特色

修学旅行に向けて
①修学旅行の日程、活動内容を知る
②公共の場、公共交通機関の使い方を知る
③集団行動、公衆、道徳等について考える

○日程、活動計画について確認する
○公共の場、交通機関の利用方法について確認する
○集団行動やルールについて話し合いを行う

２学期の反省と冬休みの過ごし
方

① ２学期の学習や生活態度を振り返る
② ３学期に向けての自己の課題について考える

○２学期の個人目標を自己評価する
○冬休みの過ごし方について確認し、計画を立てる

３学期の目標と計画 ① ２学期の反省を踏まえて、３学期の目標を立てる ○３学期の目標設定

修学旅行に向けて
①修学旅行の日程、活動内容を知る
②公共の場、公共交通機関の使い方を知る
③集団行動、公衆、道徳等について考える

○日程、活動計画について確認する
○公共の場、交通機関の利用方法について確認する
○集団行動やルールについて話し合いを行う

修学旅行を振り返って ①修学旅行の日程、活動内容を振り返る
○修学旅行を終えて達成できたことなど自己評価をす
る

２月 卒業式に向けて
① 卒業式に向けての活動を知る
② 先輩に対する感謝の気持ちを考える

○卒業式に向けて取り組む

３月
１年の反省と進級に向けての心
構え
(キャリアパスポートの活用）

① １年間を振り返り、自己理解を深める
② 進級する心構えをもつ

○できたことやできるようになったこと、今後の課題を
確認する
○３年生になる意義について考える

総時
数　３
５　時

１月

10

９月

14

１０月

11月

12月

年間指導計画  第２学年 「 LＨＲ活動 」　　週時数（１時間）

４月

11５月

６月

７月

116



月 時数 題材名 目標 主な内容

学級びらき
① 就職に向け、気持ちを引き締める
② 学級整備（掲示物作成や係、委員決め等）を通して仲間を意識し、自
主的活動ができる学級作りを目指す

○学校生活における日々のルールや約束事の確認
〇社会人としてのマナーや言動について
○話し合い活動

キャリアパスポート
①年間を見通す
②卒業を見通す

〇挑戦していきたいことの確認
〇年間の取り組み
〇インターンシップの振り返りとこれからの取り組み

野外学習に向けて
① 野外学習のねらいや意義を知る
② ねらいに沿って自分たちで計画を立てる

○話し合い活動（学級レクを決める）
○公共施設利用の確認
○クラスTシャツのデザイン考案

新入生歓迎球技大会に向けて
① 新入生歓迎球技大会のねらいや意義を知る
② 3学年の話し合いを通して、仲間意識を育む

○チーム分け・作戦会議
○実施方法やルールの確認

校外学習に向けて
① 校外学習のねらいや意義を知る
② 学年レクについて話し合う

〇ねらいや日程等の確認
〇レクについての確認

社会人になること①
① 社会人としての身だしなみや基本的なマナーについて確認する
② 社会人としての自分の課題がわかり、目標を立てる

〇社会人として必要なことを考え、まとめる
〇日々の自分を振り返り、自分の課題に向き合い、目
標を設定する

平和学習
① 平和について関心をもつ
② 沖縄の現状について知り、自分なりの考えや意見をもつ

○図書室での資料展
○沖縄戦の動画や基地を巡る様々なニュース等から考
えたことを発表したり、まとめたりする

インターンシップの心構え
① 気持ちを引き締め、就職に向けたインターンシップであることを再確認
する
② 働く上での自分の課題を知り、目標を立てる

〇インターンシップの目的、出勤時間や交通手段、準
備物等の確認をする
○過去の評価を下に目標を設定する

７月
１学期の反省と夏休みの過ごし
方

① １学期の学習や生活態度を振り返る
② ２学期に向けての課題について考える

○１学期の個人目標を自己評価する
○夏休みの過ごし方について確認し、計画を立てる

 ２学期の目標と計画 ① １学期の反省を踏まえて、２学期の目標を立てる
○２学期の目標設定
○諸行事への取り組み計画

キャリアパスポート ①スポフェスについて（学校行事）
〇行事の目的
〇目標設定
〇事前準備の確認

社会人になること②
① 自分の持ち物や身の回りの整理整頓ができる
② 社会人としてふさわしい言動について考える

〇ロッカーや机の中の整理整頓
〇社会人としてふさわしい言葉づかいや話し方、立ち
居振る舞い等を考える

 インターンシップの心構え

① 気持ちを引き締め、就職を決めるインターンシップであることを再確認
する
② １学期の評価を踏まえ、働く上での自分の課題を再確認し、目標を立
てる

〇インターンシップの目的、出勤時間や交通手段、準
備物等の再確認をする
○１学期の評価を下に目標を再設定する

面接練習
① 正しい面接時のマナーがわかり、実践する
② 望ましい態度や話し方で面接に臨む

〇面接をうける会社について調べる
〇面接練習をする

キッズビジネスタウンに向けて
① キッズビジネスタウンの主旨を理解する
② 仲間と協力して行事を成功させることを自覚する

○活動計画や内容、参加の望ましい態度等ついて確
認する
○みんなで協力して準備に取り組む

キャリアパスポート ①スポフェスの振り返り（学校行事）
〇行事の感想・反省
〇今後の抱負

特別支援学校体育大会に向けて ① 特別支援学校体育大会の意義を知る
○選手としてのマナーについて考える
○服装、行動、安全等について確認する

キャリアパスポート（2時間）
①やえせマルシェについて（学校行事）
②やえせマルシェの振り返り

〇行事の目的・目標設定・事前準備の確認
〇行事の感想・反省・今後の抱負

２学期の反省と冬休みの過ごし
方

① ２学期の学習や生活態度を振り返る
② ３学期に向けての自己の課題について考える

○２学期の個人目標を自己評価する
○冬休みの過ごし方について確認し、計画を立てる

３学期の目標と計画 ① ２学期の反省を踏まえて、３学期の目標を立てる ○３学期の目標設定

キャリアパスポート ①高校３年生を終える前に（１年を振り返る）
〇１年間を振り返る
〇自分自身の成長を考える

２月
・

３月
卒業に向けて

① 卒業式に向けての活動を知る
② お世話になった周りの方々に感謝の気持ちを伝える

○卒業式練習
〇18年間お世話になった保護者へ感謝の手紙を書く

総時数　３５　時間

９月

11月

10

１月

１０月

１２月

14

年間指導計画  第３学年 「 LＨＲ活動 」　　週時数（１時間）

４月

11

５月

６月
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 ・日本国憲法

 ・教育基本法

 ・学校教育法

 ・学習指導要領

 ・沖縄県教育委員会の目標

＜教育課程委員会＞

 ・道徳教育の全体計

　 画の策定。

 ･評価計画の実施

  及び改善策の検討。

　各教科ごとに道徳教

　育に関する指導目標

　を明確にし、豊かな

　心の育成に努める。

 ・地域の人々との交流や地域行事への参加を通して、社会の

 ・生徒指導を通して、規範意識の育成を図る。 　 一員としての自覚と郷土のよさへの気づきを促す。

 ・三者面談や学級懇談会などを通して、保護者との信頼関係を築く。

　 規律を学ぶことにより、集団への所属感や連帯感を深める。  ・南部商業高等学校と教育活動全体を通して交流を図る。

 ・安全教育を通して、安全についての意識の育成を図る。  ・近隣の学校、他の特別支援学校等との、交流及び

 ・清掃活動を通して､環境の美化に努める態度を育成する｡ 　 共同学習の推進を図る。

 ・緑と花にあふれた、潤いのある学校づくりを進める。  ・生徒の個々の諸問題については、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを中心に

　 各市町村の福祉課職員や地域専門相談員等の関係者で

 ・体育の授業や部活動を通して､体力の向上と共に､集団としての

・自立活動の心理的な安定、人間関係の形成、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの３

　 ケース会議を持ち、支援の在り方を検討する。

　区分の中で、他者とともによりよく生きるための道徳性を養う｡

 ・ホームルーム活動を通して、基本的な生活習慣の確立及び

　 望ましい集団活動の構築を図る。

 ・インターンシップを通して、適切な職業観の育成を図る。

体験的な活動などを通し
て、自信をつけ、自己を肯
定的にとらえる感情を高
める。インターンシップを
通して、社会人として必要
とされる道徳観を身につ
ける。

①様々な学校行事②
HR活動③生徒会活動を
通し、他者との関わり合
いを学び、愛校心や郷
土愛を養う。

・｢時を守り､場を清め､礼を正す｣を合い言葉に教育活動に取り組む｡

道徳教育重点目標

特色ある取り組み・豊かな体験 家庭・地域・異校種・関係機関との連携

各教科 道徳科 特別活動

　道徳科を要とし、その他の学習活動や体験活動等、学校の教育活動全
体を通して、自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、 自立した
一人の人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養
うことを目標とする。
　ア　道徳科での指導を通して､健全な社会生活を営む上に必要な
　　　 道徳性を高める｡
　イ　生徒指導を通して、規範意識の育成を図る。
　ウ　儀式的行事や集会等での講話を通して、全般的な指導を行う。
　エ　安全教育を通して、安全についての意識の育成を図る。
　オ　就業体験を通して、適切な職業観の育成を図る。

自立活動 総合的な学習の時間

道徳教育の要となり、
自己の生き方を考え、
主体的な判断の下に行
動し、 自立した一人の
人間として他者と共によ
りよく生きるための基盤
となる道徳性を養う。

心理的な安定、人間関
係の形成、コミュニケー
ションの３区分の中で、
他者とともによりよく生
きるための道徳性を養
うことにつながる活動を
行う。

令和８年度　道徳教育の全体計画
やえせ高等支援学校

関係法令等

道徳教育の推進体制

生徒の実態学校教育目標

・日本国憲法並びに教育基本法の精神に基づき、
人格の完成を目指すとともに、豊かな教養とビジ
ネスに関する基礎的・基本的な知識・技術の定着
を図り、平和的な国家及び社会の形成者として、
社会の発展に貢献できる国際的視野に立ったビ
ジネスパーソンを育成する。

 ・明るく素直な性格の生
徒が多い。
 ・自己主張が強く、自分の
感情をそのまま周りにぶ
つけてしまい、トラブルに
つながってしまう生徒もい
るが、多くの生徒は周りと
協調して付き合っていくこ
とができる。
・多くの生徒の規範意識
は高いが、喫煙等の問題
行動を行う生徒もいる。
・生活習慣に課題のある
生徒がいる。
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１年　時間割

時 間 校時 月 火 木 金 時 間 校時 水

 8:45～ 8:50( 5)  8:45～ 8:50( 5)

 8:50～ 9:00(10)  9:00～ 9:50(50) １校時 情報

 9:10～10:00(50) １校時 課題研究 課題研究 自立 国語 10:00～10:50(50) ２校時 体育

10:10～11:00(50) ２校時 トータル 道徳 社会 数学 11:00～11:50(50) ３校時 職業

11:10～12:00(50) ３校時 トータル 理科 体育 音楽/美術 12:00～12:50(50) ４校時 農園芸

12:10～13:00(50) ４校時 英語 体育 食品加工 音楽/美術 12:50～13:35(45)

13:00～13:45(45) 13:40～14:30(50) ５校時 農園芸

13:50～14:40(50) ５校時 カフェ 国語 食品加工 家庭 14:40～15:30(50) ６校時 ＬＨＲ

14:50～15:40(50) ６校時 カフェ 数学 食品加工 家庭 15:30～15:35( 5)

15:40～15:55(15) ※水曜日は特別日課

15:55～16:00( 5)

２年　時間割

時 間 校時 月 火 木 金 時 間 校時 水

 8:45～ 8:50( 5)  8:45～ 8:50( 5)

 8:50～ 9:00(10)  9:00～ 9:50(50) １校時 自立

 9:10～10:00(50) １校時 体育 コース 音楽/美術 職業 10:00～10:50(50) ２校時 体育

10:10～11:00(50) ２校時 英語 コース 音楽/美術 コース 11:00～11:50(50) ３校時 家庭

11:10～12:00(50) ３校時 数学 コース 体育 コース 12:00～12:50(50) ４校時 家庭

12:10～13:00(50) ４校時 国語 コース 理科 コース 12:50～13:35(45)

13:00～13:45(45) 13:40～14:30(50) ５校時 道徳

13:50～14:40(50) ５校時 情報 コース 国語 コース 14:40～15:30(50) ６校時 ＬＨＲ

14:50～15:40(50) ６校時 社会 コース 数学 コース 15:30～15:35( 5)

15:40～15:55(15) ※水曜日は特別日課

15:55～16:00( 5)

３年　時間割

時 間 校時 月 火 木 金 時 間 校時 水

 8:45～ 8:50( 5)  8:45～ 8:50( 5)

 8:50～ 9:00(10)  9:00～ 9:50(50) １校時 道徳

 9:10～10:00(50) １校時 美術 コース 英語 職業 10:00～10:50(50) ２校時 体育

10:10～11:00(50) ２校時 美術 コース 国語 コース 11:00～11:50(50) ３校時 数学

11:10～12:00(50) ３校時 家庭 コース 体育 コース 12:00～12:50(50) ４校時 社会

12:10～13:00(50) ４校時 家庭 コース 数学 コース 12:50～13:35(45)

13:00～13:45(45) 13:40～14:30(50) ５校時 国語

13:50～14:40(50) ５校時 体育 コース 情報 コース 14:40～15:30(50) ６校時 ＬＨＲ

14:50～15:40(50) ６校時 自立 コース 理科 コース 15:30～15:35( 5)

15:40～15:55(15) ※水曜日は特別日課

15:55～16:00( 5)

Ｓ Ｈ Ｒ

昼　　食

Ｓ Ｈ Ｒ

Ｓ Ｈ Ｒ

昼　　食

Ｓ Ｈ Ｒ

職   業

昼　　食

職   業

Ｓ Ｈ Ｒ

Ｓ Ｈ Ｒ

Ｓ Ｈ Ｒ

職   業

昼　　食

Ｓ Ｈ Ｒ

昼　　食

Ｓ Ｈ Ｒ

Ｓ Ｈ Ｒ

職   業

昼　　食

職   業

Ｓ Ｈ Ｒ

Ｓ Ｈ Ｒ

職   業
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